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台湾台北三峽地域における藍染文化を通した地域づくり： 
伝統的な藍染文化の再確認・再認識に基づいて 
 
要旨 
 
新北市三峽地域は、かつて、台湾における最大の藍染製品の産地であった。
しかしながら、1930 年頃、化学染料の普及や生活様式の変容などを主な要因
として衰退・中断を余儀なくされた。今日、台湾において内発的地域発展が志
向されるなかで復興が進んでいる。 
本研究は、台湾三峽地域における藍染文化の再認識・再認識を行うとともに、
今後の当該地域における伝統的な藍染文化の振興の指針を導出することを目
的としたものである。 
 
第１章においては、当該地域における藍染産業の歴史を概観・整理するとと
もに、藍染産業が三峽地域の社会に及ぼした影響を考察した。文献調査ならび
に古老らへの聞き取り調査に基づき、以下の各点を明らかにした。 
(１)当該地域の藍染産業の基礎は、中国福建省などから台湾に移住して来た人
びとが故郷から持ち込んだものであった。 
(２)当該地域の人びとが良質な藍澱や藍染製品を製造する独特の技法を生み
出し、台湾全土の他、中国や日本などへ輸出するまでに興隆した。 
(３)三峽地域の藍染産業が最も盛んになったのは 1890年から1920年頃であっ
たが、その後、化学染料の台頭や社会の変容を要因として急速に衰退した。 
(４)三峽地域の藍染産業の形成には、｢互助精神｣｢結市｣などの当該地域の人び
との結束が大きな影響を与えた。今後の地域づくりにあっては、上述した
歴史を踏まえ、地域の展開を志向していくことが望まれる。 
 
第２章では｢三峽民権老街｣が建設された当時の街路空間の文化的特質を把
握し、今後の三峽地域のあり方を追求することを目的としたものである。調
査・考察の結果、以下の各点が明らかになった。 
(１)三峽民権老街は総督府の命によって再建が開始されたが、建物のファサー
ドに付された装飾文様には、中国式、和式、洋式ならびにそれらの融合型
がある。なかでも中国式が最も多く、これは、日本統治下でありながらも
ix 
 
当該地域の人びとの主体性に基づいて装飾が施されたことを意味してい
る。 
(２)建物のファサードに付された装飾文様には、当時の人びとの生活に対する
願望が反映されている。 
(３)隣家同士で装飾文様の素材やモチーフが同じであるなど、何らかの形で協
力して行われた様子がうかがえ、地域共同体としての連帯意識の強さがみ
て取れる。 
 
第３章では、1999 年より始められた当該地域における内発的地域振興活動
である「失われた三峽染の探求」において推進されている具体的な活動を詳述
するとともにその特質を明確化した。その結果、以下の各点が明らかになった。 
(１)同活動に基づき、今日、ひとたび消失した藍染工芸が復興するに至ってい
る。 
(２)これらの活動は、地域の伝統工芸を活かして、地域の再興を図ろうとす
る台湾政府の「社区総体営造」政策を推進するものである。 
 
第４章では、「三角湧文化推進会」が実施している「藍染復活対策プロジェ
クト」の一つである『三峽染工坊』における藍染体験の実績ついて詳述した。 
 
終章では、各章の総括的考察で、台湾における「三峽民権老街」と「三角湧
文化協進会」の今後の藍染文化の在り方を導出した。 
導出された指針は以下の通りである。 
(Ａ)人才づくり：技術者育成はもとより、藍染文化に関する研究が進展するよ
う委員会などを編成する。 
(Ｂ)場づくり：染坊が立ち並んでいた三峽民権老街の街並みを維持するととも
に、かつての藍染工坊を利用し藍染工芸の学習・交流を行う拠点を整備す
る。 
(Ｃ)ものづくり：藍染製品のデザイン開発、藍染工坊の一般への解放、藍染週
間の設定と運営など、「ものづくり」としての藍染を共有・支援する。 
(Ｄ)技術向上・普及：展覧会の開催、インターネット等を駆使した情報交換を
行うとともに、藍染製品を生活のなかで愛用する雰囲気を醸成する活動を
実施する。 
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三峽地域は、かつて台湾のなかで最も藍染が盛んな地域であった。しかしな
がら、現在では産業としての藍染は姿を消してしまっている。今後にあっては、
上述した指針に基づき、当該地域のアイデンティティを維持しつつ地域活性を
展開することが求められる。 
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Regional development through the indigo dyeinging culture in Sanshia 
area in Taipei, Taiwan： 
Based on reconfirmation and re-recognition of the traditional indigo 
dyeinging culture 
 
Summary 
 
Sanshia area is located in New Taipei City and once it was the largest indigo 
dyeing production area in Taiwan. However, it was forced to decline and 
discontinue around 1930 because of the transformation of lifestyle and spread 
of chemical dyeing. Nowadays, the indigo dyeing culture is reviving in the effort 
of indigenous regional development in Taiwan. 
The purpose of this study is to conduct reconfirmation and re-recognition of 
the indigo dyeing culture in Sanshia area and derives the guidelines for 
promoting the indigo dyeing culture in the future. 
 
Chapter 1 studies and organizes the history of indigo dyeing industry and at the 
same time investigates the influence of indigo dyeing industry in Sanshia area. Based 
on literature review and survey of elders, the results are as follows. 
(1) The origin of indigo dyeing industry in the area was brought by the Chinese 
migrants from their hometown of Fujian province, China. 
(2) The reginal people has created unique skills to produce high-quality indigo 
dyeing and indigo dyeing products, and even reintroduced them to entire Taiwan, 
Japan and China. 
(3) The indigo dyeing industry reached its peak from 1890 to 1920 but rapidly 
declined because of the transformation of lifestyle and spread of chemical 
dyeing. 
(4) The formation of indigo dyeing industry has greatly promoted the unity of 
indigenous people, “Spirit of Mutual Assistance” and “Joint-Market”. For the future of 
reginal development, the above-mentioned histories should be followed in the reginal 
development. 
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Chapter 2 investigates the cultural characteristics of street space of the 
“Sanshia Min Chun Old Street” and grasps the ideal state of Sanshia area in the 
future. Based on investigation and survey, the results are as follows. 
(1) The “Sanshia Min Chun Old Street” has been reconstructed by government 
and the decoration patterns attached to the facades of buildings are combined with 
Chinese, Japanese and Western styles. Among them, the most of them are 
Chinese style, indicating that even under the Japanese rule, the decoration has 
based on the life of people in the region. 
(2) The decoration patterns attached to the facades of buildings reflect the hope 
for life of the people. 
(3) The materials and motif decoration patterns are similar in the neighbours, 
showing some forms of collaboration and sense of connection as a regional 
community. 
 
Chapter 3 states the detailed process of the project of “Recover the Lost 
Sanshia Dyeing”, which is an indigenous reginal development activity began in 
1999, and at the same time determines its characteristics. The results are as 
follows. 
(1) Based on the activity, nowadays, the once lost dyeing craft has been 
recovered.  
(2) The activity has promoted the policy of Taiwan government of 
“Community Overall Development”, which aims to the regional development 
based on regional traditional crafts. 
 
Chapter 4 states the achievement of the indigo dyeing experience of 
“Sanshia Dyeing Workshop”, which is one of the “Indigo Dyeing Revival 
Project” carried out by the “Sanjiaoyong Cultural Association”. 
 
Final chapter, based on previous chapters, derives the guidelines of the 
ideal state of indigo dyeing culture in the “Sanshia Min Chun Old Street” and 
"Sanjiaojong Cultural Association" in Taiwan. The guidelines are as follows.  
(A) Cultivating professionals: In addition to cultivating technicians, 
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committees for promoting research on indigo dyeing culture should be 
established. 
(B) Making sites: While maintaining the “Sanshia Min Chun Old Street” lined 
up with the indigo dyeing workshops, should utilize the former indigo dyeing 
workshops to set up sites for learning and communicating about the indigo 
dyeing craft. 
(C) Making things: Should design and develop the indigo dyeing products, 
open the indigo dyeing workshop to the public, set up and arrange the indigo 
dyeing weeks, etc. to share and support the indigo dyeing as " Making Things". 
(D) Making technology and penetration: While holding exhibitions and using 
internet etc. to exchange information, should hold activities to foster an 
atmosphere in which indigo dyeing products are loved in daily life. 
 
Sanshia area is once the most prosperous region of the indigo dyeing in 
Taiwan. However, nowadays the indigo dyeing industry is disappearing. In the 
future, should based on the above-mentioned guidelines, maintain the reginal 
identity and stimulate the regional development. 
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１．はじめに 
1.1. 研究の動機 
私は台湾北部にある新北市三峽に生まれ(図0-1)、現在まで三峽に住み続け
ている。本論文の対象となっている三峽民権老街(図0-2、図0-3)のことは子
どもの頃から、街に住む大人たちからしばしば聞いていた。 
三峽民権老街を通っていたので、街並みの建築物に付されている染め物屋の
屋号や看板、建物のファサードなどの文様をよく見ながら大きくなった。しか
しながら、三峽民権老街の立派な街並みやファサードが当該地域の藍染産業の
発展の賜であることは、子どもの頃は気が付かなかったし、藍染についても全
然知らずに育った。子ども心に感じた三峽老街の街並みやそこに付されている
ファサードに対する私の好奇心は、大人になっても私から消え去ることは無く、
益々好奇心が大きくなっていた。 
大学を卒業後に地元の小学校の教師になった。その時一緒だった方と1994
年から一年間、三峽民権老街の人びとの移住の歴史、生活文化と生活空間につ
いて調査した(図0-4、図0-5、図0-6)。この調査結果から、三峽地域の繁栄の
基と藍染産業が1900年頃まで残っていたことを知った。そして、その後、産業
としての藍染がなぜ廃れてしまったかについて大いに興味をもった。 
小学校の担任教師していた私は、地元の伝統文化の藍染について、もっと深
く勉強しないと生徒に教えることができないと考え、藍染に関する研究をしよ
うと決心した。その時から、三峽鎮志と藍染に関する資料を探し始めた。しか
し、藍染について藍植物や技術についての詳しい資料は尐なく、本格的な学問
をしなければと思い、1999年に、台湾藍染専門家の馬芬妹先生と陳景林先生ご
指導していただきた。その後、台湾師範大学大学院修士課程で社区学習を勉強
しながら藍染を学んだ。 
休暇を利用して、2000年、と2001年に沖縄へ行き、染物と伝統工芸に関する
調査を行った。そこで、人間国宝の平良敏子さんが、戦後、芭蕉布を復興する
ための数々のご苦労を聞かせていただいた(図0-7)。その経験が私を益々三峽
の藍染産業の復活に駆り立てた。 
教師を退職して、2003 年から三角湧文化協進会の理事長として藍染の復活
に尽すことができた。そこでのさまざまな活動を通して伝統工芸の藍染を復活
の兆しを見い出すことができた。その経緯は、本論文の第３章に記してある。 
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図 0-1 三峽地域の台湾における位置 
 
 
 
図 0-2 『三級古街』に指定される前の三峽民権老街（1994年） 
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図 0-3  再建後の三峽民権老街（2013年） 
  
図 0-4  正月の三峽民権老街、祖師公に  図 0-5 三峽民権老街における葬式行列 
さしあげる豚（陳君澤氏 提供）       （李景陽氏 提供） 
 
図 0-6 調査前に撮影した写真（1994年）と三峽民権老街の新年の風景 
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図 0-7 人間国宝の平良敏子氏と同氏がつくった藍液 
 
 
 
図 0-8 三角湧文化協進会のメンバー（2010年） 
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1.2. 研究の背景 
「自然との共生」を基底に据えて展開されてきたアジアの国々･地域におけ
る生活づくりデザインの知識・経験は、「持続する環境」を育み、「豊かな社会」
を目指す私たちにとって、いまや、世界にも誇れる、大きな資産となっている
はずである。このことは、それぞれの地域（ローカル）が育んできた生活づく
りデザインが、今日の世界（グローバル）が抱えているさまざまな課題の解決
に大きな示唆をもたらす確かな可能性を有していることを意味している。こう
して、「ローカル」と「グローバル」の概念融合である「グローカル」という
新しい言葉が、21世紀における生活づくりデザインにおいて、实践的価値を
持ち始めている。 
台湾においては、1994 年より、全土を挙げた内発的地域振興活動である｢社
区総体営造｣[注１]が展開されてきた。これは急速な西洋化のなかで消失する
傾向にあった地域のアイデンティティーを再確認し、それに基づいて生活づ
くりを展開しようという当時の台湾社会の要求のあらわれであった。近年で
は、地域の一層の自立を目指して、文化と産業とを関連付けながら地域活性
化に繋げる｢文化産業化｣｢産業文化化｣に向けた活動が各地で胎動しつつある。 
本研究で取り上げる台湾北部の新北市に位置する三峽地域[注２]は、か
つて、台湾のなかでも最も藍染が盛んな地域であった。1910年頃には｢染坊｣
と称される染色工坊が20軒程に達し、まさに藍染産業を中心として繁栄した
歴史を有している。当時、当該地域の中心であった｢三峽民権老街｣[注３]に
は、今日においても多くの染坊の看板が残されるなど往時が偲ばれる。しか
しながら、現在の当該地域には、産業として染色を行っている染坊は存在せ
ず、観光の街として賑わってはいるものの、このままの状態が続けば地域の
活力そのものが衰退することが危惧されている。 
こうした状況を鑑み、筆者ら、1994年より台湾政府が主導した政策｢社区総
体営造｣に共鳴して、三峽地域の伝統工芸である藍染の復興を取り上げ、｢文化
産業化｣｢産業文化化｣をテーマに、当該地域の振興活動の一端を担ってきた。 
本研究は、その一連の活動を通して把握した三峽地域における藍染の歴史、
人びとの生活と藍染との関係、当該地域における藍染の技術・技法、藍染文化
の特質を取りまとめ、今後の｢文化産業化｣｢産業文化化｣に向けた地域振興の方
策を導き出すことを目指した。 
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２．研究の目的 
新北市三峽地域は、かつて、台湾における最大の藍染製品の産地であった。
しかしながら、台湾における藍染産業は、1930年頃、化学染料の普及や生活様
式の変容などを主な要因として衰退・中断を余儀なくされた。その後、1990
年代より、国を挙げて社区総体営造と称される内発的地域づくり運動が進めら
れると、三峽地域においては積極的に「失われた三峽藍染文化の復興」が行わ
れるようになった。 
こうした状況の中で、筆者らは、1994年より台湾政府が主導した政策｢社区
総体営造｣に共鳴して、三峽地域の伝統工芸である藍染の復興を取り上げ、｢文
化産業化｣｢産業文化化｣をテーマに、当該地域の振興活動の一端を担ってきた。 
本研究は、台湾三峽地域における藍染文化の再確認・再認識を行うとともに、
今後の当該地域における『藍染文化』を通した地域づくりに基づいての振興の
指針を導出することを目的としたものである。 
主な目的は以下の三点に集約される。 
（1）本稿では、当該地域における藍染産業の歴史を概観・整理するとともに、
藍染産業が三峽地域の社会に及ぼした影響を考察する。 
（2）｢三峽民権老街｣の展開の歴史を概観しまとめるとともに、同老街のファ
サードにみられる山牆や女児牆、ファサードに施された装飾文様などの文化的
特質を明らかにする。 
（3）文献調査ならびに現地調査を通して、今後、それらの認識に基づき、当
該地域の地域振興活動が適切に行っていくための基盤確立の一助とする。三峽
藍染文化産業の創新、生活づくりデザインと持続する環境を育み、豊かな学習
社会を目指す。 
 
３.主な先行研究 
3.1.世界における藍染の歴史 
藍染は“人類最古の植物染料のひとつ”と言われており、6000年以上もの
歴史があるとされていることは、藍染や染料関するネット上のブログや書籍で
目にすることができる。 
アメリカにおける主な用途は綿製の服や青いジーンズの染色である。世界中
で 10億着以上のジーンズがインディゴで染められている。 
藍染は第 1章でも触れたように、「藍」という名前の植物があるのではなく
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「インディゴ（インジカン）」という色素を含んでいるさまざまな植物から、
色々な方法で抽出されている。その抽出法や染め方は藍染を行っている世界各
地で独特の方法がとられている。 
藍に関する専門の書籍「indigo」は、ロンドンに在住の Jenny Balfour-Paul
教授が調査である[注４]。この本によると、紀元前 3000年頃インダス文明の
遺跡から藍染の染織槽跡が発見されている。また、紀元前 1336～1327 年に、
有名なツタンカーメンのミイラの巻布「マヌミー布」が発見されている。 
さらに紀元前 300年頃にシルクロードを通じて文明の交流が始まり、藍染の
布製品も盛んに行き来するようになった。中国漢時代には藍染の刺繌がほどこ
された布類が出土されている。つまり、5000年前に、藍染が記録さている。 
1897 年に BASFによって工業的合成法が開発され、1913年までには天然イン
ディゴはほぼ合成インディゴにとって代わられた。 
台湾・三地域における藍染の歴史については第１章の表１に示した。これに
よると、当該地域の成立の端緒は、中国福建省などから台湾に移住して来た人
びとが、故郷に酷似した三峽地域に定着し、自生していた藍草を用いて、故郷
から持ち込んだ技術を用いて藍染を始めたことに遡ることができる。 
この地域で、人びとは、藍草の栽培に着手し、20年以上にも及ぶ苦労の末
に成功し、三峽地域は水運にも恵まれていたこともあって、藍染する綿布を中
国から輸入し、独特の技法で良質な藍澱や藍染製品を台湾全土の他、中国や日
本などへ輸出するまでに興隆した。三峽地域の藍染産業が最も盛んになったの
は、1890年から日本統治時代の半ばに当たる 1920年頃であった。その後、日
本政府による石炭の採掘や木材の伐採で藍草の栽培地が激減し、藍澱生産量の
減尐や水運の衰退、さらには化学合成された藍の出現、洋装の一般化などを要
因として衰退していった[注５]。 
三峽地域の藍染産業の形成には、当該地域の人びとの｢互助精神｣｢結市｣など
の伝統がきわめて重要な要因になった。また、現在目にすることができる三峽
民権老街も、そうした人びとの活動の名残である。 
それは、｢三老陳｣に代表される藍染産業で財をなした経営者たちが、｢三角
湧農会署辧事処｣を自主的に設立し、同団体を通じて、耕地改良、養豚、養殖
など農業の振興、三角湧公学校設立による教育など多大な社会貢献を行ったこ
とからも推し量ることができる。 
このように、三峽地域における藍染産業は、当該地域特有の文化の形成と密
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接な関係を有していることが明らかになった。今後にあって、これらの知見に
基づく振興が不可欠であろう。 
日本における藍染の歴史と文化について、おおよそ 600～800年に、中国か
ら朝鮮半島を経由して日本に伝来した。この時代、上層貴族階級の人びとは藍
染の絹の衣類を着ていた。記録に残る藍栽培は徳島県美馬郡岩倉で、現在でも
徳島県は日本における藍の有数の産地である。 
戦国時代（1467～1531 年）まで主流だった、葉藍を水に漬け、染め液をつ
くる沈澱藍の手法が、すくもをつくり染める手法に変わる。江戸時代になると、
作業着から高級衣装まで、あらゆるものが藍染になった。明治後期には、イン
ドアイや合成染料が登場し、日本でも藍の国内生産量は激減していった。また、
昭和初期の第二次世界大戦中は、藍は栽培禁止作物になった[注６]。 
さて、ここまでは本研究が藍染産業と文化の関わりに的を絞ったもので、世
界、台湾、日本の藍染の歴史と文化ついて主に述べてきた。 
3.2.藍染に関する研究論文 
次に藍染に関する研究論文について記述する。 
第 1章で明らかにしたように、衣類の原材料の多様化や染料の化学合成に伴
い、近世まで多用された藍染は急激に廃れた結果、現在では地域に根ざした特
異な伝統工芸品的な様相を呈している。そのため、藍染に関する研究論文は極
めて尐ないのが現状と思われ、ネット検索では同好会的なグループの体験報告
の類いが殆どである。 
そんな状況であるが、藍染に関する学術的な研究を調査した結果、台湾にお
いては、筆者（2003 年）は「コミュニティ学習のスタート・三峽藍染に関す
る学習策略について」で、三峽藍染文化について、地域学習についてのあり方
や藍染文化の復興方策について提言している。 
また、蔡承豪（2002 年）は「從染料到染坊-17 至 19世紀台灣的藍靛業」で、
台湾における藍の植物と染坊について報告している[注７]。 
さらに、林炯任（2007 年）は「三峽藍染業の発展と蛻變」で三峽藍染産業
についての報告がある[注８]。 
日本においては、盛谷理恵(2014年)は、沖縄本島におけるリュウキュウア
イの泥藍づくりに関する研究で、沖縄・伊豆味において現地調査を行い、泥藍
づくりに関わる人びとの現状を明らかにした[注９]。また、未だ明らかにされ
ていない沖縄における泥藍づくりのルーツを探るために、中国・南部沿岸地方
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の現地調査を行い、その技術的比較の論考を試み、学位論文とした。 
これらの論文の中で、本調査研究に類似する報告は、盛谷理恵(2014 年)の
学位論文であると思われる。しかし、藍染技術を体系的に調査・研究した論文
の域を出ない可能性があり、著者が行った台湾・三峽地域における藍染の盛衰
が地域文化に及ぼした影響を論じたものとは若干異なると思われる。また、著
者は本論文の調査研究で得られた結果に基づいて、藍染産業の復興によって当
該地域の活性化を図る实践した状況報告も含んでおり、实態調査と实践を体系
的に論じた研究論文は見つけることができなかった。 
なお、日本本土ではタデ科の蓼（タデ）藍を使用しているが、沖縄ではキツ
ネノマゴ科の琉球藍が使われている。台湾では沖縄と同様の藍植物が使われて
いた。その後、世界的にはインド藍と呼ばれるマメ科の含藍植物が主流になり、
後には色素含有量が多い中央アメリカ産のものに変わった。したがって、台湾
で使用する藍植物はほぼ世界共通で、染色方法も世界各地で細部は異なるが基
本的な違いは大きくないと思われる。 
台湾の藍染で特異的なのは、製藍の抽出において、世界では 2段槽を用いて、
インディゴの抽出と沈殿を行っているのに対して、木桶で一つの水槽で抽出と
沈殿を行っている点である[注 10]。 
染色技法は、一般的には絞り染め、蝋染め、型染めなどに分類されている。
台湾の藍染は中国と同じ無地染めを用いていた。1895年以前は、台湾では無
地の服が多く、刺繡で文様をつくっていた。1895 年以降、移住して来た日本
人が絞り技法を伝えたばかりでなく、台湾人の衣服文化にも大きな影響を与え
た。 
台湾と日本の藍染の違いは、日本の染色技法は絞り技法が主流であったのに
対して、絞り染めが伝えられるまでの台湾では無地染めが主流であった。しか
し、絞り技法の良さを理解して、台湾でも絞り技法を徐々に取り入れるように
なった。 
 
４．研究方法及び構成 
4.1.研究方法 
本研究においては、文献調査、インタビューの現地調査からアプローチし
た。文献調査では、関係のある論文や古い写真、文書、藍染文化の歴史、発
展の経緯などを中心とし、台湾藍染の歴史のなかにおける、藍染文化の源流
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と生活、社会に及ぼした影響を考察した。現地調査では、三峽民権老街、三
角湧文化協進会及び三峽染工坊の職人を中心として、国立台湾工芸研究セン
ター、三峽区役所の担当者にインタビューした。また、藍染節の活動を記録
し、藍染の販売品、使用者の藍染めもの、コレクターの藍染を探究した。 
实施した調査は、主に、以下に示す４つである。 
(１)『三峽鎮志』[注11]等の地方史誌を中心とした文献調査を实施した。 
(２)当該地域の古老であり、代表的な染坊のひとつ｢金聯春染坊｣の経営者の
子孫である廖冨本氏[注12]と｢林茂興染房｣の経営者の子孫である林恭平氏
[注13]への聞き取り調査である。なお、この聞き取り調査は、1999年７月～
2013年５月に实施した。 
(３)1995年１～５月に实施した三峽民権老街の住民への聞き取り調査を实施
した。なお、この調査結果は筆者らが『老街風情』に取りまとめて出版して
いる。 
(４)三角湧文化協進会と三峽染工坊の主なに、1999年より、発展の経緯を記録
した。 
4.2.本研究の構成 
本論文の構成は、「序章」「第１章 台湾三峽地域における藍染産業の成
立─三峽地域におけるアイデンティティーの礎としての藍染産業の歴史」「第
２章 台湾・三峽地域「民権老街」における街路空間の文化的特質─建築物の
意匠の社会的･文化的意味の理解を中心に─」「第３章 台湾・三峽地域の藍
染産業の再興と地域活性化の研究―1999年以降の内発的な活動の再評価―」
「第４章 三峽染工坊での藍染体験の实績」そして「終章」である。 
序章においては、研究の動機や論文を作生に関する文献資料と先行研究、
研究の目的、研究方法と論文の構成について述べる。 
第１章では、本研究の一連の活動を通して把握した三峽地域における藍染
の歴史、人びとの生活と藍染との関係、当該地域における藍染の技術・技法、
藍染文化の特質を取りまとめ、今後の｢文化産業化｣｢産業文化化｣に向けた地
域振興の方策を導き出すことを目指したものである。 
第２章では、同地域の藍染産業の興隆がもたらした世界的歴史遺産ともいえ
る台湾最長の老街である｢三峽民権老街｣を取りあげた。本章においては、文献
調査ならびに現地調査を通して、｢三峽民権老街｣の展開の歴史を三峽地域の藍
染産業との関連で概観し、まとめるとともに、ヨーロッパの大聖堂や広場に見
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られるファサードは景観を整えたり、建物の象徴性を高めたりするために、華
麗な装飾が施される場合が多い。三峽民権老街のファサードも類似点は多いが、
ここにみられる山牆や女児牆に施された装飾文様には吉祥文様が多く、同地域
の文化的特質をあると思われ、これを明らかにすることを目的とした。 
第３章では、第1章、第2章の結果を、ひとたび消失した藍染産業の復活す
るためのさまざまな活動の立案に取り入れ、試行錯誤しながら行った实践活
動をとりまとめたものである。 
これらの活動は、地域の伝統工芸を活かして、地域の再興を図ろうとする
台湾政府の「社区総体営造」政策を推進するものである。 
「社区総体営造」の基本は、地域住民が参加し、伝統工芸の学習を行い、地
域再生行う運動で、三峽地域では「失われた三峽染の探求」をテーマにした活
動を1999年より取り組み、今日において一定程度の復興するに至っている。 
本章は、藍染工芸復興の活動を記録するとともに、社会学習が社区総体営造
の推進に与えた影響を議論するとともに、今後の展開への手法を考察した。 
なお、第４章では、筆者が理事長をしていた「三角湧文化推進会」が实施
している「藍染復活対策プロジェクト」の一つで、『三峽染工坊』での藍染
体験の实績ついても紹介した。 
終章では、各章の総括的考察で、台湾における「三峽民権老街」と「三角湧
文化協進会」の今後の藍染文化の在り方を導出する。三峽藍染は、1999年、三
角湧文化協進会による推進のもと、文化産業再生の気風を生みだし、台湾に藍
染ブームを巻き起こした。人材の育成訓練のための講座を開くとともに、染色
の作業場を人びとに開放し、地域の産業開発を計画した。本章においては、研
究研究結果を考察して、学習型コミュニティの発展目標を建議する。 
 
注 
１）台湾・行政院文化建設委員会編：社区総体営造簡報資料、行政院文化建 
設委員会、1995 
２）台湾では、三峽を｢サンシャ｣と称する。 
３）王志鴻、周守眞著：台北県的旧街、台北県立文化中心、83、1994 
４）Jenny Balfour-Paul,J.Indigo; British Museum: London,1998. 
５）王淑宜編：老街風情、台北県文化中心、1995 
６）原田弘子：有松しぼり―日本の歴史と文化に生き続ける藍染め、129-137 
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７）蔡承豪：『從染料到染坊-17至 19世紀台灣的藍靛業』 國立暨南國際大學 
歷史學系碩士論文 2002蔡承豪氏の修士論文に参考して整理をした。 
８）林烱任著：藍金傳奇、台湾書店、2008 
９）盛谷理絵：沖縄本島におけるリュウキュウアイの泥藍つくりに関する研究。 
大阪芸術大学、博士(芸術文化学)、2015 
10）牛田智：台湾での台北県三峽藍染節に参加して、繊消誌、89-97、Vol.47、 
No.２、2006 
11）王明義編：三峽鎮志、三峽鎮公所、1993 
12）｢金聯春染坊｣の子孫 
13）｢林茂興染坊｣の子孫 
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１．はじめに 
台湾においては、1994年より、全土を挙げた内発的地域振興活動である｢社
区総体営造｣[注１]が展開されてきた。これは、急速な西洋化のなかで消失す
る傾向にあった地域のアイデンティティを再確認し、それに基づいて生活づ
くりを展開しようという当時の台湾社会の要求のあらわれであった。 
近年では、地域の一層の自立を目指して、文化と産業とを関連付けながら
地域活性化に繋げる｢文化産業化｣｢産業文化化｣に向けた活動が各地で胎動し
つつある。 
本研究で取り上げる台湾北部の新北市に位置する三峽地域[注２]は、か
つて、台湾のなかでも最も藍染が盛んな地域であった。1910年頃には｢染坊｣
と称される染色工坊が20軒程に達し、まさに藍染産業を中心として繁栄した
歴史を有している。当時、当該地域の中心であった｢三峽民権老街｣[注３]に
は、今日においても多くの染坊の看板が残されるなど往時が偲ばれる。 
しかしながら、現在の当該地域には、産業として染色を行っている染坊は
存在せず、観光の街として賑わってはいるものの、このままの状態が続けば
地域の活力そのものが衰退することが危惧されている。 
こうした状況を鑑み、筆者らは、1994年より、藍染の復興を掲げ、当該地
域の振興活動の一端を主導してきた。本研究は、その一連の活動を通して把
握した三峽地域における藍染の歴史、人びとの生活と藍染との関係、当該地
域における藍染の技術・技法、藍染文化の特質を取りまとめ、今後の｢文化産
業化｣｢産業文化化｣に向けた地域振興の方策を導き出すことを目指したもの
である。 
特に、本章では、当該地域における藍染産業の歴史を概観・整理するとと
もに、藍染産業が三峽地域の社会に及ぼした影響を考察することを目的とし
た。 
実施した調査は、主に、以下に示す３つである。 
(１)『三峽鎮志』[注４]等の地方史誌を中心とした文献調査を実施した。 
(２)1995年１～５月に実施した三峽民権老街の住民への聞き取り調査を実施
した。なお、この調査結果は筆者らが『老街風情』[注７]に取りまとめ出版
している。 
(３)当該地域の古老であり、代表的な染坊のひとつ｢金聯春染坊｣の経営者の
子孫である廖冨本氏[注５]と｢林茂興染房｣の経営者の子孫である林恭平氏
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[注６]への聞き取り調査である。なお、この聞き取り調査は、1999年７月～
2013年５月に実施した。 
 
２．｢三峽地域｣の地理と歴史の概略 
｢三峽｣という地名は、元来、当該地域の周辺に居住する尐数民族のひとつで
あるタイヤル(泰雅)族の言葉｢三角躅｣に由来している。その発音を聞いた漢
人の開拓者が｢三角湧｣と表記し、その後、｢三角湧｣と呼ばれるようになっ
た[注８]。因みに、｢湧｣の意味には、三つの川が流れ込んで、波が立つ様子
が含まれている。日本統治時代の初期に相当する1899(明治32)年には、総督
府によって｢三角湧庄｣[注９]が置かれ、日本統治時代の行政改革の過程で、
閔南語系の発音の｢三角湧(sa-kak-eng)｣に発音が似た日本語の｢三峽(さん
きょう、Sankiyou)｣に、そして1920(大正９)年に｢三峽庄｣へと改名された。 
その後、人口が増加し、1940(昭和15)年に｢三峽街｣となった。戦後、1946(民
国35)年に｢三峽(サンシャー)鎮｣と名称が変更された。さらに、2010年12月25
日には、台北県が新北市に改編されたことに伴い、｢三峽区｣と改称され現在
に至っている。ただし、当該地域の人びとは、｢三角湧｣の呼称に愛着をもっ
ており、現在でも｢三角湧｣と呼ぶ人が尐なくない。このように、当該地域の
呼称は変遷しているが、本研究では｢三峽地域｣と記することとする。 
現在の三峽地域は、人口約11万人、面積は191.4809㎢で、新北市で第２位
の面積を要する市轄区である(図1-1)。当該地域は、大嵙坎渓(今日の大漢渓)、
三角湧渓(今日の三峽渓)、横渓の三つの川に囲まれた肥沃な土地で(図1-2)、
三峽地域の近隣の山地には、藍染の原料である｢山藍｣(台湾では、｢馬藍｣ある
いは｢大菁｣を｢山藍｣と呼んでいる)が群生していた。 
また、三峽渓の川の水量は豊富でかつ清浄であったため、染めた布を洗っ
たり岸辺で日光に晒す作業に適しており、染物産業が大いに繁栄した。さら
に、完成した染物製品の多くは、淡水河の水運を利用して、艋舺[注10](図1-3)
を経由して、廈門、廣州、福州、上海などへ輸出された。このように当該地
域は、染物業が発展するための優れた資源と環境に恵まれていたといえよう。 
『三峽鎮志』によると、三峽地域が開墾されたのは、1685(康熙24)年
のことで、中国福建省東南部の泉州から渡来した陳瑜が始めたという[注11]。
その記述によると、すでに当該地域は、原住民であるタイヤル族によって開
拓が行われており、農耕の他にも、山の多い地形を利用して、林業、薪炭業、
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籐の採取などが行われていた。その後、次々と開拓民が入り、山地に居住す
るタイヤル族との紛争を引き起こしながらも開拓地を拡大していった。現在
の三峽民権老街周辺の開拓は、董日旭という人物が1755(乾隆20)年に行った
と記されているのが最初の記録である[注12]。清朝の乾隆帝時代には、福建
省の安渓からの移住者が増加し｢渓集落｣が形成された。それが現在の三峽地
域の中心市街地である｢三峽民権老街｣ならびに｢清水街｣の原形となっている。 
藍染産業の最盛期は、1880年代の清後期～日本統治時代の1920年頃に相当
する。当時の三峽地域の主要産業は染物、樟脳、茶であった。いずれも、三
峽民権老街を集散地として、発達した水路を利用して台湾全土はもとより、
海外にも輸出されていった。特に、1880年頃には[注13]、船舶の出入りが多
く、三峽地域は大いに栄えた[注14](図1-4)。 
 
 
図 1-1 新北市三峽地域地図（google map）図 1-2 三角湧渓などの三つの川で流れ込む 
三峽地域（台灣堡圖） 
 
図1-3 三峽地域から淡水河口への水運路     図1-4 運搬船が行き交う三峽渓 
（1880年頃：李景陽）          （中研院-台湾百年歴史地図） 
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３．染料の工程 
当該地域の藍染においては、｢藍澱(泥藍)｣を原料として使用し、これを二
つの段階を経て水に溶けるようにしてから布を染める方法が採られた。その
方法は概ね以下の通りである。 
3.1.｢藍澱｣の製造工程 
まずは、｢藍澱｣をつくる必要がある。それは、以下の手順で行われた。 
(１)地面につくった｢菁礐｣(図1-5)と呼ばれる池に、藍草の開花前の新鮮な葉
を入れて、水を満たし、その上から重石を載せて24～36時間放置する。 
(２)藍の葉などに付着しているバクテリアによって、徐々に発酵が進む。発
酵が進むと気泡が発生し、次第に液が緑色を呈する。発酵が終わったら、発
酵した残滓を取り除く。 
(３)醗酵させた液を隣につくってある｢菁礐｣よりやや小さい池に移し、これ
に石灰を加える。激しくかき混ぜて石灰で色素を分離して、色素を沈澱させ
る(図1-6)。 
(４)数日間経過した後、上澄み液を捨て、沈殿物を取り出し、水分を抜いて
藍澱をつくる(図1-7)。 
もう一つの方法は、木桶を用いる方法で、藍澱をつくる。これは、生葉を
水に漬けて醗酵させ、泥藍と呼ばれるブロック状の塊をつくる方法である[注
16](図1-8～1-9)。この方法は、中国で行われてきたものと同様である。当該
地域では、主に、前述した藍澱を材料とする方法が用いられてきた。 
なお、当該地域においては、藍澱を粉状にしたものが、古くから青色の顔
料(青黛)として用いられてきた。筆者らは、 年に、この方法を再現し成
功させている。 
 
図1-5～1-6 菁礐で藍澱を造る様子[注15] 
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図1-7 水分を抜いて藍澱をつくる 
 
図1-8～1-9 木桶を用いる方法で、藍澱をつくる 
 
3.2.｢藍液｣の製造工程 
 次に、前述の藍澱から藍液をつくる工程が必要である。そのつくり方は、
概ね以下の通りである。 
(１)木樽に藁灰と湯を加える。 
(２)別の木桶に、(１)の上澄み液である｢灰水｣と藍澱を入れ、木の棒で攪拌
する。 
(３)さらに、酒と水飴(砂糖)などを加えて、木の棒で攪拌する。 
(４)２～７日間発酵させ、染色液が緑になると、藍液ができ上がる。 
 この藍液を用いると藍染が可能になる(図1-10)。上記のような２段階を経て
染料を造る方法は｢建染め(発酵建て)｣といわれる[注17]。 
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 藍草の葉に含まれる藍の色素であるインディゴは水に溶けないため、藍染
は草木染めのような｢煮出し｣ではできず、まずインディゴを酸化し、次いで
還元させてから染める技法が必要である。水に溶かさなければ染めはできな
いので、藍を可溶性にして染め液をつくる。これを｢建てる｣という。 
なお、藍液の製造工程での発酵は微生物の力を借りて行われており、専門
の労働者が付きっ切りで世話をする必要があり、きわめて根気を要する作業
であった。 
3.3.藍染の工程と使用道具 
 金聯春染坊の廖富本氏への聞き取り調査によると、三峽地域で行われてき
た藍染の工程は以下の順序である[注18]。 
(１)煮布と打底(読みは｢ダーディー｣で｢下染め｣を意味する)：生地に藍が浸
透し易くするための下処理で、生地を染める前に薯榔や骨膠[注19]を溶かし
た液に布を浸す。この段階で布は茶色になる(図1-11)。 
(２)染布：布を染める工程である。(１)で打底した布を染桶に入れ30分ほど
浸した後に、布を干して乾燥させ3る。この過程を数回繰り返す。この間７～
10日間を要する(図1-12)。 
(３)洗滌(読みは｢シディー｣で｢洗うこと｣を意味する)：染めた布を川で洗い、
余計な染料を洗い落とす(図1-13)。 
(４)晒布(読みは｢サイブウ｣で｢晒すこと｣を意味する)：(３)で染めた布を日
光に晒す工程である。洗った布を三峽川の川岸に並べ、夕方5まで日光に当て
た後、畳んで片付ける(図1-14)。6 
(５)繃布(読みは｢ボンーブウ｣で｢4巻くこと｣を5意味する)：干した布を繃布
機で巻く工程である(図1-15)。 
(６)碾布(読みは｢ネンーブウ｣で｢碾くこと｣を7意味する)：巻いた布を｢踏櫃｣
に入れ、一人が布を引き、もう一人が｢踏石｣を左右に動す。これによって布
の平滑度が増し艶が出る(図1-16)。 
 藍染は、一般的には｢染める｣というが、一方で｢付ける｣ともいう。布に付
着した藍は酸化し青くなると、色移りはしない。定着すれば色落ちもしない。
糸や布に付着した藍の上に藍を重ねる、つまり何度も染めることができ、青
味を濃くすることができる。後述するように、この特性に対応して、人びと
は、当該地域特有の布を生み出してきた。 
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図1-10 「藍液」の製造工程（絵:高錦恵） 
  
図1-11  布を染桶に入れ染める 図1-12  染めた布を川で洗う 図1-13  布を｢踏石｣で碾く 
 
図1-14  布を染桶に入れ染める 図1-15  染めた布を川で洗う 図1-16  布を｢踏石｣で碾く 
※図1-８～1-16は、金聯春染坊の廖富本氏への聞き取りに基づき、筆者らが主催する三角湧文 
化協6進会でイラスト化したものである（絵：劉美枝）。 
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４．三峽地域における藍染産業の盛衰 
4.1.材料としての藍の採取・栽培史 
 台湾の人びとは、1900年 から、藍草で20藍染した衣服を身に着けてき
た。藍染に適した藍は、主に山藍(図1-17)、木藍(図1-18)、蓼藍(図1-19)と
菘藍(図1-20)の４種類である。これらの藍は世界で最も古くから用いられて
きた植物染料といわれており、地域毎にそれぞれ独特の方法で9染料が取り出
され用いられてきた。 
 三峽地域の近隣の山地には、多くの｢山藍｣(台湾では馬藍あるいは大菁を山
藍と呼んでいる）が自生しており、当該地域では主に山藍を材料として藍染
めがなされた。木藍も使われてはいたが、生産量は山藍より尐なく、山藍ほ
どは使われなかった。 
 当該地域で藍の人工的な栽培が始められたのは三峽藍染産業の黎明期であ
る1820年代で、その場所は、海山堡成福区[注20]であった。1822(道光２)年、
翁添が艋舺で｢金聚成商号｣を設立し、方清という人物に藍栽培を命じ、中国
大陸から移住してきた労動者を雇用して藍の栽培を続けた。 
 
図 1-17  山藍               図 1-18  木藍 
 
図 1-19  蓼藍               図 1-20  マツ藍 
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しかしながら、これは、20年程を経ても成功することはなかった[注21]。
また、翁添は方清から藍の栽培を引き継いで経営した。翁添は栽培した木藍
と山藍から採取した藍澱の一部を中国大陸へ輸出・販売し、一部を翁家の経
営する染坊で利用した[注22]。 
 翁家の｢金聚成商号｣のように山地で藍を生産し艋舺で輸出する方法は、当
時の台湾北地方の産業の代表的な例の一つである。このように、台湾におけ
る藍の生産技術を礎とした産業は、中国を見習い、また接点を保ちながらも
当該地域の気候風土に適うかたちで形成・発展してきたのである。 
 1851(咸豐初年)年に、林左売らの移住者が、海山堡成福地区で山藍を栽培
し、地面に｢菁礐｣をつくり、藍の葉を入れて、発酵・沈殿させ、その上澄み
液で藍澱をつくった。 
 ｢菁礐｣の近くに｢菁寮｣[注23]を設置し、藍の葉の発酵・沈殿を監視・管理
させたのである。このような技術的な進歩と管理によって当該地域における
藍の栽培と染料づくりがようやく成功した[注24]。 
  1870年頃(同治年間)、海山堡公館尾庄で、李氏兄弟が｢金益泰號｣を興し、
藍澱の輸出を目的に三峽地域の｢上帝公山｣と｢烏塗窟山｣に山藍を植え、｢菁
礐｣と｢菁寮｣をつくり、藍の染料づくりを始めた。しかしながら、藍の栽培地
がタイヤル族の居住する場所と近かったためにしばしば諍いが起きて失敗に
終わった[注25]。 
 さらに、藍染産業興隆期の初期に相当する1891(光緒17)年、三峽地域の白
鶏で初めて山藍が栽培された[注26]。また、1900(明治33)年の統計によると、
海山地域での藍染を行う染坊は５軒であり、年間生産量は約2,600kgであった。
1903(明治36)年の統計では、海山地域で藍染を行う染坊は７軒に増え、年産
量は約3,500kgとなった[注27]。 
 1920年代(大正年間)には、三峽地域の山藍の生産量が減尐したため、八里
や社子などの他の地域から藍靛を購入するか、あるいは化学染料を使用する
ようになった。この頃から、当該地域の藍染め産業は衰退するようになって
いった。 
4.2.三峽地域の藍染産業の盛衰史 
 本稿では、三峽区における藍染産業の盛衰に関する調査結果を、黎明期～
最盛期～衰退期～再興期(現在)に整理した。その概略を示したのが表１であ
る。 
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 以下、それぞれの期間についてみていきたい。 
4.2.1.黎明期(1820～1880年) 
 ｢染坊｣とは台湾における藍を用いた藍染を行う工坊のことである。日本に
おける｢紺屋｣に相当する。三峽地域は多くが山地で占められており、藍染の
原料である｢山藍｣の産地に近く、また、三峽渓を利用して淡水河(台湾北部地
区の主要な水源であり、大漢渓は支流の一つ)から藍染した布を輸送するのに
適していたことから藍染産業が発展した。 
 藍染産業の黎明期の初期(1820～1880年頃)において、三峽地域の藍染業は、
近隣住民の需要を満たすのみであった。1830年頃に、中国・安渓から渡来し
た林資曽[注28]が三峽地域に初となる染坊を設立した。以来、その家族が台
湾に相次いで渡来して、染坊を設立した。 
 当初、染料は中国福建省安渓から入手していたが、後に、三峽地域で材料
が入手できるようになり、故郷の安渓より良質の製品をつくることができる
ようになった。 
 1840年(道光年間)になると、染坊、すなわち自己生産・自己販売の｢農業社
会における簡易工業｣[注29]が三峽地域に登場し始めた。 
 1851(咸豐初年)年頃には、既に｢三峽民権老街｣で最も多い店舗は、藍染業
を営む商店となった[注30]。その後、三峽の山地が茶の栽培に適しているこ
とが分かり、また、天然資源の楠木も豊富に存在したため、人びとは茶の栽
培と樟脳の製造を始め、藍染、樟脳、茶が三峽地域の主な産物になった。 
4.2.2.最盛期(1880～1920年) 
 同治・光緒時代(1870～1890年)になると、藍染産業の規模が増大し、清朝
末期から日本統治時代の1916(大正５)年頃までに、三峽地域の藍染産業は、
｢林元吉染坊｣｢永裕染坊｣｢老元吉染坊｣｢建成染房｣｢金聯春染坊｣｢成合染坊｣
｢林榮祥染坊｣｢建發染房｣｢張亦樂と張亦泰商行｣など多数の染坊が設立され、
20軒前後の染坊が軒を連ねた。これが、まさに、当該地域の最盛期といえよ
う。この時期に、現在みられる三峽民権老街の街並みも形成された。 
三峽地域は、台湾北部で最も重要な藍染産業の中心地として藍染技術が磨
かれ、店舗によって多種多様の技法や門外不出の秘訣も創出されていった。
たとえば、｢藍液の原料に酒と砂糖とその他に何を加えるか｣、あるいは、｢『烏
漂洋布』を染め上げるには何を入れて何回で染めると色が褪せないか｣などは、
門外不出の秘伝とされた。 
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また、後述する｢天色漂洋布｣についても、｢どのような順番で染めると、色
が浅く綺麗になるか｣も、やはり秘伝であった。 
 今日でも、三峽民権老街を訪れると、当時の染坊のファサード(閔南語系の
発音では｢秀面｣という)が至る所に林立しており、当時の台湾北部で随一の染
布街であったことがうかがえる。 
 日本の明治時代から大正時代にかけて(1896～1916年頃)は、三峽地域の藍
染産業は引き続き極めて盛んであった。当時の藍染産業は、｢文武市｣という
形式で営まれていた。｢文市｣とは小売であり、｢武市｣とは卸売のことである。
当該地域では両者の方法が行われていた。卸売業務の範囲は、当時すでに、
台湾北部のみならず台湾中南部にまで広がっていた。藍染の服は特に客家人
によく好まれ、主な得意先は客家人であった。商人は店舗で販売するのみな
らず、布を担いで、桃園、中壢、新竹など、客家人が居住する村々へも行商
した(図1-21)。 
 
 
図1-21 商人は店舗で販売するのみならず、布を担いで、客家人が居住する村々へも行商し
た（出典：廖富本氏にインタビューによると、遠流 彭大維絵 三峽区歴史文物館） 
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 1871(同治10)年に陳種玉が設立した｢陳恒芳染坊｣は(図1-22)、1903年(明
治36)年に開催された日本の第５回内国勧業博覧会に｢烏漂洋布｣を出品し
｢褒状賞｣を受賞した(図1-23)。 
 同治年間に、陳嘉猷が設立した｢元芳號染坊｣の布に｢烏本｣｢烏漂｣｢浅夏布｣
などがあり、これらも好評を博した（図1-24）。また、｢元芳號染坊｣も｢天色
漂洋布｣を第５回内国勧業博覧会に出品し、｢陳恒芳染坊｣と並んで｢褒状賞｣を
獲得した。なお、第５回内国勧業博覧会は日本統治時代に、初めて海外から
の出品が許された博覧会であった。当時の当該地域の染房が、いかに精力的
に染布の開発と生産を行っていたかがうかがえる。 
 烏漂洋布と天色漂洋布は、三峽地域の藍染産業を代表する技術である藍染
と碾布を用いてつくられたものである。前述したように、この技術は踏石を
用いて、布の表面に光沢が現れるまで磨きあげるきわめて労力のかかる作業
であったが、この技術があったからこそ、内国勧業博覧会でその名を轟かせ
るまでの名品が数々生み出されたのである（図1-25）。 
 
      図 1-22 「陳恒芳染坊」の看板  図 1-23 第５回内国勧業博覧会において褒状賞を
受賞した｢烏漂洋布｣ 
 
図1-24試作した天色漂洋布で台湾の伝統的な男性の服と｢烏漂洋布｣で伝統的な客家女性の服
を再現した（2015年） 
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図1-25作業をされる「踏石」で碾布する様子と作業のない時には椅子として使われた「踏石」 
（台北市文献委員会） 
 
4.2.3.衰退期(1920～1940年) 
 日本統治時代の中期になると、日本が三峽地域の近隣にある山で、石炭の
採掘と材木の伐採を始めたことをきっかけに、工業が発展していった。また、
この頃には洋服が一般化し、藍染産業は次第に衰退するようになっていった。 
 また、三峽民権老街は戦火の影響や老朽化で衰退が進みつつあった。そこ
で、日本統治政府と住民が協力して、1916(大正５)年、現在の三峽民権老街
を再生し、以前は三峽渓に向いていた正面を、三峽街路に面するように立て
替える整備事業を行った。併せて、道路、水道、下水道も整備された(図1-26)。
この事業は｢街路改正｣と称される。その際、各染坊は正面にファサードを敷
設した。 
金聯春染坊の廖富本氏(図1-27)への聞き取り調査によると、当時つくられ
たファサードには、さまざまな装飾が施された。また、たとえば、｢金聯春染
坊｣の正面には、｢本染坊不惜重資精撰原料嚴督加工製造發售｣(｢当店の製品は
厳選した材料と厳しい生産管理の下で製造されています｣)と刻まれるなど、
往時の活気のある状況を偲ばせる。 
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また、街路から垣間見える部屋には染桶や鍋や碾布石(図1-28)などの藍染
の道具が置かれ、まさに藍染の街としての表情が形成されていた。その後、｢金
聯春染坊｣は、1920(大正９年)に、天然染料の代わりに化学染料を使用し、大
稲埕で日本布を販売するようになった。 
 また、1921(大正10)年には、林清渓が｢林元吉染坊｣を引き継ぎ、品質が良
い｢烏布｣は評判になった。しかし、同時に、1920年代(大正年間)には、三峽
地域の山藍の生産量が減尐し、八里や社子などの他の地域から藍澱を購入す
るか、あるいは化学染料を使用するようになっていった。 
 1932(昭和７)年には、この地域の藍染工坊は１～２軒へと激減し、客は高
齢者ばかりとなっていった[注31]。 
 このように、化学染料が多く輸入されるようになり、三峽地域の伝統的な
藍染産業は、その影響を受けて生産量は減尐していくこととなった。さらに、
20世紀初めには、洋服や日本式の着物からの影響で、住民の服装も変化し、
藍染市場は不景気に見舞われ、染坊の多くが没落していった。 
 
図1-26 日本時代の三峽民権老街     図1-27 「金聯春染坊」の廖富本氏（1995年） 
 
図1-28「金聯春染坊」の正面と内部空間（絵：彭大維） 
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表１ 三峽地域における藍染産業に関する年表 
＊白地の欄は藍に関する事項で灰色の地の欄は染坊に関する事項である。 
 
区分 西暦 発展史概略 
 
 
 
 
 
黎 
明 
期 
1822 翁添が「金聚成商号」を設立し、成福地区で藍を植え、20年ほどを経
たが、成功しなかった。 
1830 安渓の林資曾氏が染め屋を設立した。 
1840 翁添が成福地区で木藍を引き継ぎ、経営を行った。この頃、農業社会
における簡易工業が出現した。 
1851 林左売らが、「紫微坑」などの地域で山藍を栽培した。「菁寮」（山藍の
葉を北光発酵させる）を掘り、藍の原料を作った。 
1850 
年代 
林国品が「林茂興染房」を設立した。 
周邦法が「周勝発染房」を設立した。 
1870 李氏兄弟が三峽で山藍を植え、「菁寮」を掘り、「金益泰」號を経営し
た。しかしながら、成功しなかった。 
1871 陳種玉が「陳恒芳染坊」を設立した。 
 
 
 
 
 
最 
盛 
期 
1880
ごろ 
陳嘉猷が「元芳號染坊」を設立した。 
1890 廖水田が中国の泉州から淡水に渡来し、「元芳號染坊」に雇用された。 
1891 三峽地域の白鶏で、初めて山藍が植えられた。 
1896 廖水田が「金聯春染坊」を設立した。 
1897 林金井が「林元吉染坊」を設立した。 
「林元吉染坊」の製品（烏布）は上質で有名であった。 
陳国治が「永裕染坊」を設立した。 
陳年茂が「成合染坊」を設立した。 
1900 海山地域における藍工場は５つになり、年産量は 2640kgに達した。 
1903 海山地域における藍工場は７つになり、年産量は 3486kg に達した。 
1906 
 
林赤牛が「林榮祥染坊」を設立した。 
林清圳が「老元吉染坊」を設立した。 
張亦樂が張亦泰商行を設立した。 
1916 簡阿牛が三角湧街で「建発染屋」を設立した。 
李清爽が「李義發染房」を設立した。 
劉新居が「劉成芳染坊」を設立した。 
 三角湧街において街区改正が行われた。 
1920 「金聯春染坊」において、天然染料を使用しなくなった。 
 
衰 
退 
期 
1921 林清渓が「林元吉染坊」を引き継ぎ、経営を行った。 
1931 陳士豹が染房を設立した。 
1932 三峽地区の染坊は 1箇所となった。 
1941 三峽地区の染坊は 2箇所となった。 
 
 
 
 
再 
興 
期 
1999 著者が参画している三角湧文化協進会は、藍染の復活に向けて、『三
峽染伝統技術復原プロジェクト』を創立した。 
2000 『三峽染伝統技術復原プロジェクト』において、藍染展覧会を開催し
た。 
2001 三角湧文化協進会（著者は 2003 年から理事長就任）が、『三峽染工房』
を創立し、著者が主体となって運営している。ここでは、藍染小物を
販売している。 
2002 第一回の三峽藍染節が開催された。 
2003 著者がメーンで運営してる「藍染展示中心」では、市民、小中学生を
対象とした藍染教室を創立した。 
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4.2.4.再興期(1999年～)
1999年、著者が参画している｢三角湧文化協進会｣は、藍染復活に向けて、｢三
峽染伝統技術復原プロジェクト｣を創立した。同年７月19日、このプロジェク
トの参加者は、染色専門家と共に山地の調査を行い自生する藍を採取した。
この藍こそが、70年ほど前に三峽民権老街から姿を消したものであった。上
記の衰退期以降、人びとが野生の山藍を目にする初めての機会となった。こ
のことを契機として、三峽の伝統的藍染技巧の回復に対する期待が大いに盛
り上がるようになった。 
その後、同プロジェクトの参加者は野生の藍葉を摘み取り、水に浸して染
料を作成した。2000年、｢三峽染伝統技術復原プロジェクト｣において、藍染
展覧会を開催した。2001年には、三角湧文化協進会が｢三峽染工坊｣を創立し
た。なお, 著者は、2003年より三角湧文化協進会の理事長に就任し、今日、
三峽染工坊は、著者が主体となって運営されている。 
ここでは、藍染小物を販売する他、2002年には第一回の｢三峽藍染節｣を開
催した。これは、作品の展覧会を行うイベントであり、以来、毎年、新しい
藍染作品の発表を行っている。 
また、2003年からは、著者が主体となって運営している｢藍染展示中心｣に
おいて、市民、小中学生を対象とした藍染教室を行っている。藍染を地域の
人びとに広く広報するためには、地域の人びとに体験を通して学んでもらう
のが重要であるとの考えに基づいた活動であり、他にもさまざまな活動を企
画・実践している。 
 
５．三峽地域独自の藍染製品 
 本研究における藍染は、当該地域の伝統的な藍建染料である藍澱(泥藍)を
用いたものである。前述したように、｢烏本｣｢烏漂｣｢井淺｣といった数々の名
品が創出されたが、それらの製品の実物資料は今日残されていない。しかし
ながら、『苑裡志』[注32]の記述から、推定することが可能である。 
また、藍染産業最盛期の半ばまでは、三峽地域の染坊の製品には、図案の
無い｢素布｣が多かった。他の色の草木で染めた後に藍で染めることもしばし
ば行われ、そうすることによって多様な色彩の布が生産されたようである。
これらを総合して勘案すると、｢烏本｣と｢烏漂｣は黒い布であり、｢井淺｣は青
い色であったと考えられる。 
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 国立台湾工芸研究発展センターの研究者である馬芬妹の研究には、最初に
薯榔(沖縄では｢紅露｣と称される)(図1-29)で布を染め、後に藍で染めると、
布の色は紺色もしくは黒色になることが報告されている[注33]。布は色が微
妙に変化するだけではなく生地そのものが硬く丈夫になった。これは、冬季
の衣服に用いられたと考えられる。 
 事実、1999年に実施した金聯春染物屋の廖富本氏への聞き取り調査の記録
によると、三峽地域では｢烏布｣(黒い布)が多かったという。また、1995年に
実施した当時93才であった劉烏森への聞き取り調査の記録によると、日常生
活で着用した主な服の色は白・青・黒のいずれかであったという[注34]。 
 『元芳号染坊』の製品で｢烏本｣｢烏漂｣｢天浅夏布｣は何度洗っても色が変わ
らないという特色があることで知られており、同染房の代表的な品目と評価
されていた。これらは、いずれも、苧麻を用いた平織りで、繊維の長さが木
綿の６～10倍もあり、吸水性が良く、乾きやすくて通気性もあり、夏や秋に
着ても涼しく感じられる特性が同時に評価されていたという。 
 『陳恒坊染坊』の1911(明治44)年の帳簿を見ると、当時販売していた品目
は｢烏本｣｢烏漂｣｢時井草｣｢天本｣｢大象天票｣｢西王母井淺｣｢天洋緞｣｢上井草｣
｢井淺｣｢池毛｣｢烏小象｣｢雙魚天本｣｢雙魚烏本｣｢中井草｣などがある[注35][注
36]。 
 日本統治時代に入ると、さまざまな工芸技術が台湾に伝達した。その一つ
に｢甘木染｣という絞り技法がある。これは、江戸時代に始まり昭和初年から
九州で発展した｢鹿子絞り｣(図1-30)に似た技法である。しかしながら、三峽
地域においては普及しなかった。その原因は不明だが、当該地域の製品には
素布が多かったことを勘案すると、人びとは、冬は黒や青い服を着用し、夏
は薄い青い色を着用していたことがうかがえる。 
 その後は、前述したように、三峽地域の藍染産業に化学藍染染料が輸入さ
れるようになり、伝統的な藍染産業は影響を受けて生産量は減尐していった。
さらに、20世紀初頭には、人びとの服装は、洋服や日本式の着物などの影響
を強く受け、藍染製品は次第に使われなくなっていった。加えて、こうした
変化に対応した製品開発が後手に回ったこともあり、藍染製品の市場は縮小
され、藍染産業そのものが次第に衰退していったのである。 
 
 
第 1章 台湾三峽地域における藍染産業の成立 
 
33 
 
 
 
図1-29 薯榔          図1-30 「鹿子絞り」（竹田耕三 制作）  
 
６．三峽藍染産業の盛衰とコミュニティー形成 
 清時代後期は三峽地域が最も繁栄した時代で、主要産業は染物、樟脳、茶
であった。これらの産物は、いずれも、三峽地域を集散地として、発達した
水路を利用して台湾全土はもとより、海外へも輸出された。この時期、すな
わち、1880年頃には、当該地域への船舶の出入りが多く、｢三峽民権老街｣も大
いに栄えた。1916(大正５)年には、街を整備する｢街区改正｣政策が実施され、
現在の｢三峽民権老街｣の原形ができ上がった[注37]。さらに、1918(大正７)
年に三峽民権老街と三峽地域の東北方にある成福を結ぶ軽便鉄道が建設され、
主要な交通手段となった。 
日本統治時代後期になると、皇民化政策が推し進められ、1933(昭和８)年
には、その後の当該地域のシンボルともなった｢三峽橋(三峽拱橋)｣が完成し
た。それとともに、水上運輸時代は幕を閉じ、三峽地域の消費形態は地域内
に依存するものへと次第に変わっていった[注38]。 
6.1.三峽地域藍染産業における｢互助精神｣と｢結市｣に基づく三峽民権老街の
形成 
 三峽民権老街の藍染産業の起源は、1830年に林資曽が設立した染坊である。
その後、続々と染坊が設立されて染坊街となった。そのことからもうかがえ
るように、当該地域の発展に関しては、染坊を経営していた地域の有力者た
ちの影響が尐なくない。彼らは、どのような地域に貢献をしたのであろうか。
次に、彼らが、三峽民権老街の形成過程や地域社会に与えた影響などについ
て概観する。 
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 ところで、台湾語に｢結市｣という言葉がある。｢結市｣とは同業社が集結す
る市を意味するが、単に同業者が集合するのではなく、同業者の互助の精神
に基づいた集合といった意味が内包されている。｢結市｣には集客し易いとい
う利点がある。また、客としても一箇所で商品を比較検討して購入できる楽
しみに満ちた場所である。 
また、｢結市｣は長い時間をかけて形成されたが、三峽民権老街は、藍染産
業の｢結市｣と彼らの｢互助｣｢団結力｣が巧みに組み合わされたことで賑やかな
街として成立したといえよう。 
 文献調査と聞き取り調査の結果からは、染坊が多く集まる三峽民権老街の
周辺には、｢三角湧店仔街｣という名称の第二市街が形成されたことが判明し
た。『三峽鎮志』の職業分類[注39]によると、同市街には、樟脳、茶店、裁
縫、布地販売店、呉服店、漢方薬店、米屋、油屋、雑貨屋、お菓子屋、風呂
屋、旅館、理髪店、洋医(学)病院、寺院と道教の祭壇などの日常生活と関連
する店が多く集まっていた。 
 この三角湧店仔街も、藍染産業の興隆に伴い賑やかな街になった。最も栄
えた1917(大正６)年には、およそ100店もの商店が連なり人口は1,529人とな
った。さらに、1930(昭和５)年には、人口は1,777人にまで達している[注40]。 
 当時1930(昭和５)年の三峽地域の人口は18,961人であった。その後、藍染
産業の衰退とともに、この第二市街も賑わいを失っていったが、生活密着型
のこの市街は三峽民権老街ほどには衰退しなかった。 
6.2.三老陳の社会貢献の礎としての藍染産業 
6.2.1.三老陳について 
 三峽地域の発展の陰には、地方団体の事務を担当したり、慈善家として当
該地域の振興活動を牽引した陳種玉、陳嘉猷と陳国治の三氏がいた。この三
氏は｢三老陳｣と称され、現在に至るまで人びとに親しまれている。｢三老陳｣
は、いずれも、当該地域の染坊経営者であり、かつ、地元の名士で｢頭人｣と
もいわれた人びとであった(図1-31)。 
 ここでは、それぞれの来歴と当該地域への貢献について概観することを通
して、染房の経営者らがどのような社会貢献を展開しつつ当該地域が発展し
ていったかを概観したい。 
 陳種玉氏は、1857(清咸豐７)年に三峽民権老街に生まれた。同氏は子ども
の頃に漢籍を学ぶほど優秀であったという。1871(同治10)年には｢陳恒芳染
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坊｣を設立し、藍染技術の改良に尽力した人物である。 
 陳嘉猷氏は、1859(清咸豐９)年生まれである。同氏は1882(光緒８)年に三
峽民権老街で初めて科挙制度の郷試の受験資格を得たほどの秀才であった。
彼は地域で｢元芳号染坊｣の経営者として地域の発展に協力し、1897年に三角
湧弁務署参事と保甲局長を担当して、1900年に三角湧公学校を設立した。1908
年には三角湧興殖合股会社を創立して、1600甲(１甲は9699.3平方メートル)
の土地を開拓した。その他にも、三峽信用組合長、三峽金融会社の理事長、
桃園の軌道株式会社、海山の軽鉄株式会社などの職務を歴任した。 
陳国治氏は、1865(同治３)年に生まれた人物である。同氏は、1899(明治32)
年に三角湧弁務署参事と保甲局長を担当し、1900(明治33)年に大嵙崁弁務署
第一区街長などを歴任した地方官であり、かつ、藍染商人として『永裕染坊』
を経営した。また、彼は日本語に精通し、日本人と地域住民の通訳としても
貢献した。 
このように、｢三老陳｣は、藍染産業の仕事以外の地域事務に積極的に関わ
り、地域振興に多大な貢献をなしたことがわかる。文献資料によると、｢三老
陳｣は、地域の宗教行事にも参画し、さらに、三峽農会と三峽小学校の設立な
ど、多くの面で多大な社会貢献を行った。彼らの社会貢献の礎は、藍染産業
の経済的基盤にあったのである。 
 
 
図 1-31 「三老陳」の陳種玉氏、陳嘉猷氏、陳国治氏(左から) 
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6.2.2.｢三角湧農会署辧事処｣の設立と藍染産業 
 ｢三角湧農民協会｣の前身となる団体が設立されたのは、1900(明治33)年９
月である(図1-32)。当初の名称は｢三角湧農会署辧事処｣であった[注41]。当
該地域の華鈞(華師爺の尊称)、｢三老陳｣の陳種玉と陳嘉猷、また、その他、
劉振美、黄純青、陳寛柔、王地利、王歌生など、当該地域で農業を営む人が
会員となり、桃園庁海山堡三角湧区役場を拠点に、｢三角湧農会署辧事処｣を
構成した。 
日本政府は、耕地の改良と養豚、養殖事業を奨励し経費を補助した。これ
に対して、『三角湧農会署辧事処』は、日本政府に貨幣と穀物を収めるよう
催促する仕事に協力した。 
こうした活動は、その後、台湾各地に、続々と｢農民協会｣が創立され、｢台
湾農会｣が設立されるきっかけとなった。当時の農民協会は民間組織であり、
法律や経済に関わる基準も無く、主に互助協力や農民の耕地利用の権利の保
障や地租の負担軽減などの業務を行った。さらに、1917(大正６)年には、｢三
角湧信用組合｣が創立許可を得て、公的な機関として事業を開始した[注42] 
(図1-33)。 
また、｢三峽信用利用購買販賣組合｣の前身である｢三角湧農会署辧事処｣の
結成においても、｢三老陳｣の内の二人が助力しており、この地域の農業発展
と三峽地域藍染産業が果たした役割が非常に大きいことは明らかであるとい
えよう。 
 
 
図1-32 1900年に設立された三角湧農会 図1-33 ｢三角湧信用組合｣を創立申請書（1917年） 
                         (李景暘 提供) 
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6.2.3.三角湧公学校設立に貢献した｢三老陳｣ 
三角湧公学校は、陳嘉猷、陳国治、陳種玉の三氏を主とした三峽地域の有
力者が資金を寄付し、1900(明治33)年１月26日に設立された。同年４月３日、
清水祖師廟で入学式が開催されている(図1-34)。初代の校長は日本人の長山
友八であった。児童数は26人で、その後しばらくは祖師廟の廂房を学び舎と
した。1905(明治38)年に、現在の三峽国民小学校の所在地に校舎を建設し、
児童数も100人に増加した。1921(大正10)年に、三峽公学校に改名された。 
｢三老陳｣の陳嘉猷氏と陳種玉氏は、設立当初よりこの学校において教師を
担当して漢文を教えた。1903(明治36)年には三角湧公学校の校舎建設委員を
担当し、1909(明治42)年には学校の学務委員に招聘された。以後長期に渡り
地元の教育に力を尽くしたがゆえに、彼らを慕う弟子は今日でも非常に多い
[注43]。このように、｢三老陳｣、すなわち三峽地域藍染産業が地域教育に果
たした好影響は計り知れないのである。 
 
図1-34 創設時(左)と現在(右)の清水祖師廟 
 
6.3.三峽地域藍染産業の活性化と三峽清水祖師廟の創建 
三峽地域の漢人は福建省泉州府安溪県から移入した人が大多数であった。
人びとは、故郷から分祀した清水祖師を崇拝した。なお、当該地域の清水祖
師廟は、1769(乾隆34)年に創建されたものである。 
清水祖師の俗名は陳昭應といい、出身地は福建永春(北宋時代の福建泉州安
溪)で、宋国を守るために元兵と戦った英雄である。後に明太祖は陳昭應を追
慕して彼の魂を｢護国公｣に封じ、福建省安渓県清水巌に祠を建てて祀った。
それ以来、安渓の人びとは護国公を祖師公と呼ぶようになり、祠を｢祖師廟｣
と呼び、広く信仰されるようになった。陳昭應は生前清水巌に隠居していた
ため清水祖師とも呼ばれている。 
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300年余り前、安渓の人びとは、清水祖師を守り神として、鄭成功とともに
海を渡って台湾へ到達した。その後、故郷の安渓に非常に良く似た三峽地域
を発見し開墾を始めたことは前述した通りである。 
三峽地域の人びとは三峽渓の西岸に祖師廟を建立し、廟の名を長福巌と命
名し、清水祖師公を祀った。こうして清水祖師は三峽地域の人びとの心の支
えとなったのである。 
祖師廟では信者の苗字によって、陳、李、劉、林、王、大雑姓、中庄雑姓
などの七大株に分かれ、毎年順番で祖師廟の事務と正月初六の祖師誕生の祭
祀大典を担当する。なお、清水祖師廟は建立されて以降、これまでの間に、
三度の大規模な修復がなされている。 
一度目は1833(道光13)年で、台湾北部を襲った大地震により損壊した際に
修復された。地元の人びとは資金を出し合って祖師廟を修復・増築した。 
二度目は1895(明治28)年、日本軍が三峽地域に到達した際、興隆宮と共に
抗日の拠点となったことが原因である。清時代の末の1895(光緒21)年、台湾
は下関条約により日本に割譲された[注44]。日本軍が台湾に上陸した後、最
初に抵抗したのは三角湧の義軍であった。その結果、100人もの日本人が殺傷
された。 
この事件は『乙未年三角湧抗日事件』といわれる[注45]。これに対して、
日本軍は復讐のため、住民を殺害し、街を焼き払った。同時に、｢三峽民権老
街｣と祖師廟が焼き払われたが、日本統治時代初期の1899(明治32)年に、地元
の有志によって再建された。なお、三峽民権老街も、その後の1916(大正５)
年に再建されている。 
三度目の修復は1947(民国36)年に始まったものである。第二次世界大戦で
日本が敗戦し、台湾が中華民国に編入された頃、長年に渡り放置された祖師
廟は大きく損傷していた。兵隊として海外派遣されていた三峽地域の若者が
無事に戻って来られたのは清水祖師の加護の賜と考えた地元の人びとが再建
を決意したのである。この再建築以来、すでに70年近くが経過しているが、
未だに完成していない。当初、再建築の指揮を取ったのは、芸術専科学校の
美術・彫刻主任であった李梅樹教授である。李教授は、祖師廟を中国の歴史・
文化・寺廟芸術を総合させた建築物として再建するために、亡くなるまでの
36年間、費用も時間も惜しまずに全身全霊を傾けて祖師廟再建に取り組んだ。
台湾ではこの祖師廟を知らない人はいないといわれており、｢東方芸術殿堂｣
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｢彫刻博物館｣と賞賛されるようになった[注46]。 
約300年前に福建省州府安溪県から三峽地域に渡ってきた漢人の人びとは、
この地を開拓し定着し、山地に自生している藍草を用いて、さまざまな工夫
を凝らして藍染産業を築くまでになった。その努力の成果を如実に示してい
るのは藍染工坊が軒を連ねていた三峽民権老街といえる。また、故郷で慕わ
れている清水祖師が彼らを三峽地域に無事に導いてくれたとの信念が、藍染
産業で繁栄し財を成したことと相まって、三峽民権老街の一角に三峽清水祖
師廟を建立したと考えられる。清水祖師廟の再建に、何度も躊躇なく取り組
む姿には、開拓と藍染産業で獲得した人びとの団結心が反映されているので
ある。 
 
７．おわりに 
文献調査ならびに地域の古老や住民への聞き取り調査に基づき、三峽地域
の藍染産業の歴史と藍染産業が地域社会に及ぼした影響を考察した結果は、
以下のように総括することができる。 
(１)当該地域の成立の端緒は、中国福建省などから台湾に移住して来た人び
とが、故郷に酷似した三峽地域に定着し、自生していた藍草を用いて、故郷
から持ち込んだ技術を用いて藍染を始めたことに遡ることができる。 
(２)人びとは、藍草の栽培に着手し、20年以上にも及ぶ苦労の末に成功し、
三峽地域は水運にも恵まれていたこともあって、藍染する綿布を中国から輸
入し、独特の技法で良質な藍澱や藍染製品を台湾全土の他、中国や日本など
へ輸出するまでに興隆した。 
(３)三峽地域の藍染産業が最も盛んになったのは、1890年から日本統治時代
の半ばに当たる1920年頃であった。その後、日本政府による石炭の採掘や木
材の伐採で藍草の栽培地が激減し藍澱の生産量が減尐したり、水運の衰退、
さらには化学合成された藍の出現、洋装の一般化などを要因として衰退して
いった。 
(４)三峽地域の藍染産業の形成には、当該地域の人びとの｢互助精神｣｢結市｣
などの伝統がきわめて重要な要因になった。また、現在目にすることができ
る三峽民権老街も、そうした人びとの活動の名残である。それは、｢三老陳｣
に代表される藍染産業で財をなした経営者たちが、｢三角湧農会署辧事処｣を
自主的に設立し、同団体を通じて、耕地改良、養豚、養殖など農業の振興、
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三角湧公学校設立による教育など多大な社会貢献を行ったことからも推し量
ることができる。 
このように、三峽地域における藍染産業は、当該地域特有の文化の形成と
密接な関係を有していることが明らかになった。今後にあっても、その見直
しと、その知見に基づく振興が不可欠であろう。 
著者らは台湾全土において推進されてきた｢社区総体営造｣(1994)の施策に
参加し、三峽地域藍染産業を礎とした｢文化産業化｣｢産業文化化｣に取り組み、
すでに一定の成果を上げつつある。 
具体的には、著者が加わっている三角湧文化推進会では、1999年に、当該
地域の藍染産業の復活と地域活性化を目指した「三峽伝統染色技術復原プロ
ジェクト」を策定し、主要なメンバーとしてその推進に主体的に取り組んで
いる。主な活動および成果は、失われた三峽藍染の探求、藍染技術の研究、
藍染技術の担い手の育成、藍染普及活動、三峽藍染節のプログラムの実践な
どがある。また、「三角湧文化推進会」の下につくられた「三峽染工坊」で
は、三峽藍染を目指す人びとの技術研修や藍染に関心のある地域住民に藍染
に接する機会の提供などを行っている。 
こうした実践と成果から、三峽藍染文化の復活には、地域の歴史的資源の
活用、三角湧文化推進会と政府、民間機構、教育機関などとの連携が極めて
重要であることが明らかになりつつある。 
しかしながら、いまだ途上にあるともいえ、さらなる進展のためには、本研
究で概観してきたように、今後の三峽地域の藍染め産業の復活と地域振興の
ためには、染め技術を確立した粘り強さと地域全体で協力し合った「互助精
神」や「結市」、｢故郷を思いやる精神｣、｢文化を慈精神｣などが不可欠と思
われます。 
 
注および参考文献 
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第 1章 台湾三峽地域における藍染産業の成立 
 
41 
 
４）王明義編：三峽鎮志、三峽鎮公所、1993。『三峽鎮志』は三峽地域の地
理、開拓、住民、行政、地方自治、地政、財政、專賣、金融、社會、建設、
交通、農業、畜産業、林業、工業、商業、礦業、衛生、警政、軍事、教育、
文化、民俗、宗教、人物、勝蹟などについて、24章に渡り記された史誌で
ある。 
５）｢金聯春染坊｣の子孫 
６）｢林茂興染坊｣の子孫 
７）王淑宜編：老街風情、台北県文化中心、1995 
８）前掲書４）、83 
９）｢三角湧庄｣の｢庄｣とは、台湾の行政区画の名称であり、日本統治時代に
用いられた。今日の町・村に相当する。 
10）今の萬華である。 
11）前掲書４）、78 
12）前掲書４）、108 
13）前掲書４）、908-909 
14）林烱任著：藍金傳奇、台湾書店、54-60、2008 
15）蔡承豪撮 
16）李瑞宗･陳玲香著：藍･台湾的民族植物與消失産業、陽明山国家公園管理
処、33-36、1990 
17）台湾でも日本から導入されたこの呼び名が使われる。発音は、日本語と
同じである。 
18）頼君勝、李修瑋、王智平：三峽、遠流出版公司、1990。および金聯春染
坊の廖富本氏への聞き取りに調査よる。 
19）動物の骨から煮詰めて抽出した液。 
20）三角湧庄は海山堡の一つの庄である。 
21）王世慶著：臺灣私藏古文書影本、第一輯02-01-100、NO.115 
22）王世慶著：海山史話、台北文献直字37、56、1976 
23）菁寮は道具を入れる倉庫、労動者が寝泊まりする場所。 
24）桃園廳編：桃園廳志、成文本、112-128、1905 
25）李章栄：先景李氏族譜(同著者)、42-43、1974。転引自陳正明：清季福建
安溪大坪高張林三姓族人移墾臺北之研究、33 
26）桃園廳編：桃園廳志、成文本、112-128、1905 
第 1章 台湾三峽地域における藍染産業の成立 
 
42 
 
27）前掲書４）、1093 
28）前掲書４）、1084、林恭平氏への聞き取りに調査よる。 
29）王志鴻、周守眞著：台北県的旧街、台北県立文化中心、82、1994 
30）前掲書４）、129 
31）前掲書４）、1083、1093 
32）本地自染黑者、曰｢毛烏｣、有｢大毛｣、｢二毛｣之別、為上料、 之不退；
藍者、曰井淺、井沉、毛藍、淺天藍、井澳、淺澳、沉澳、毛澳、天藍。 
33）馬芬妹：青出於藍-台湾藍染技術系譜與藍染工芸之美、20、1999 
34）前掲書７）、103 
35）前掲書26）、215、2008 
36）台銀編：『安平線雜記』、文叢52種、83、1957 
37）前掲書４）、850-860 
38）王世慶著：淡水河流域河港水運史、48、1998 
39）前掲書４）、1149-1153 
40）前掲書４）、49 
41）前掲書４）、796 
42）前掲書４）、797 
43）呉文星、鷹取田一郎、《臺灣列紳傳》 
44）前掲書４）、1650 
45）前掲書４）、1277-1278、1993 
46）前掲書４）、1595-1598 
 
第２章 台湾・三峽地域「民権老街」における街路空間の文化的特質 
 
43 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第２章 
台湾・三峽地域「民権老街」における 
街路空間の文化的特質 
─建築物の意匠の社会的･文化的意味の理解を中心に─ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第２章 台湾・三峽地域「民権老街」における街路空間の文化的特質 
 
44 
 
１．はじめに 
本研究は、台湾新北市に位置する三峽地域における｢文化産業化｣｢産業文化
化｣を目指した活動の方向性を導出するための調査・研究である。本章におい
ては、同地域における台湾最長の老街である｢三峽民権老街｣を取りあげた。 
筆者は、1994年より、当該地域における地域振興活動を主導してきた。前章
においては、当該地域が、清朝末期における台湾北部の重要な藍染産業の地と
して成立・発展したこと、また、｢三峽民権老街｣と藍染産業の結び付きは古く
しかも密接であることなどを明らかにした[注１]。 
本章においては、文献調査ならびに現地調査を通して、｢三峽民権老街｣の展
開の歴史を概観しまとめるとともに、同老街のファサードにみられる山牆や女
児牆、ファサードに施された装飾文様などの文化的特質を明らかにすることを
目的とした。今後、それらの認識に基づき、当該地域の地域振興活動が適切に
行っていくための基盤確立の一助となることを目指した。 
 
２．研究方法 
本研究は、『三峽鎮志』[注２]と『老街風情』[注３]を中心とした文献調査、
ならびに、伝統的な染房の経営者の子孫で当該地域の歴史に詳しい廖冨本氏
[注４]、李景暘氏[注５]、林恭平氏[注６]、陳柏熊氏[注７]への聞き取り調査
に基づいて实施した。 
 
３．三峽民権老街の成立と特徴 
三峽民権老街は、19世紀後半の当該地域における藍染産業の興隆とともに形
成された。その後、日本統治時代の1915(大正４)年の｢街並み改正法｣に基づき
整備され、今日みられるような、通りの両側に100軒以上の古い建物が建ち並ぶ
全長約260ｍにもおよぶ台湾北部で最長の老街となった[注８](図2-1～図2-2)。 
建物の構成は台湾における伝統的な長屋形式であるが、街路側のファサー
ドはバロック様式で、１階部分にはアーチ状の 
｢亭仔脚｣が付された｢騎樓｣すなわちアーケードとなっている。このアーケード
に面して店舗が設えられ、その奥が住宅、さらに最も奥には河川｢三角湧渓｣
につながる出入り口があり、川からの取水や貨物の運搬に利便性の高いつくり
になっている。 
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図2-1 1916年頃に建築されたの三峽民権老街   図2-2三峽民権老街のイメージ図 
 
図2-3 2004年１月に復興工事が行われる前の老朽化が激しい三峽民権老街 
 
図2-4 三峽民権老街（2006年、復興工事後） 
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しかしながら、再建後約70年を経過した1980年代には、すでに、建物表面の
ファサードやアーケードの老朽化が進み、建物の壁は汚れ、廃墟に近い建物ま
で出現するようになっていた(図2-3)。一時は取り壊しが検討されたものの、
1990年頃に台湾全土で起こった老街修復運動[注９]の一環で、1991年に三峽民
権老街は台湾内政部によって｢三級古街｣に指定された[注10]。当時、台湾にお
いては、全土で急速な都市開発が進展しており、その過程で破壊された伝統的
な街並みは尐なくない。こうしたなかにあって、三峽民権老街は、住民からの
反対の声もあったものの保存がなされ、今日では台湾を代表する貴重な文化遺
産となっている。 
なお、当時は、三峽民権老街の保存の是非の決定はなされなかったが、その
後も議論が続けられ、1999年にようやく｢三峽老街区再発展方案｣が策定され、
この老街が歴史的建築物として保存される決定をみた。行政院と文化建設委員
会から３億台湾ドル余の資金拠出を得て、2004年１月に工事が始まり、３年の
工期を経て2006年に市街の復興工事が完成した。この復興工事によって、今日
まで往時を偲ばせる雰囲気が色濃く残されているのである。こうして、赤レン
ガの三峽民権老街は、今日、台湾における有数の観光地の一つとして知られる
に至っている[注11](図2-4)。 
また、この｢老街再造｣の实施が幸いし、今日においても、｢三峽民権老街｣
には多くの藍染工坊の看板がみられる(図2-5～図2-7)。しかしながら、その一
方で、多くの工坊跡が土産物店などに様相を変えつつあり、地域のアイデンテ
ィティは急速に消失しつつある。今日、その再確認・再認識がまさに急務であ
る。 
 
４．三峽民権街の形成と歴史の概略 
｢三峽｣の歴史は、清時代にあたる1685年頃、中国福建省・安渓から台湾に移
住してきた人びとが、淡水河に沿って上流の大漢渓の畔にある三峽地域まで開
墾したことに遡る。三峽の地形が故郷に似ていたため人びとは定着し、｢渓口集
落｣が形成され、それが現在の｢民権老街｣と｢清水街｣の原形となった[注12]。そ
して、人びとは、その山地に自生していた藍草を用いて、故郷からもち込んだ
技術を用いて藍染を始めた。さらには藍草の栽培にも着手し、水運にも恵まれ
ていたこともあって、苦労の末に一大藍染産業を築いた。 
 
第２章 台湾・三峽地域「民権老街」における街路空間の文化的特質 
 
47 
 
奇数番号 
 
偶数番号         図2-5 三峽民権老街街屋平面図 
（大渓、三峽、湖口老街街屋調査と研究‧林会承 台湾大学都市計画研究室/遠流‧彭大維） 
 
 
 
図2-6 三峽民権老街の平面図、染坊は黒い部分 
（大渓、三峽、湖口老街街屋調査と研究‧林会承‧台湾大学都市計画研究室） 
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図2-7 三峽民権老街の染坊の位置 
 
図2-8 ｢三峽民権老街｣のファサードとその種類（左から中国式、西洋式、日本式の建築様式） 
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このような三峽地域の藍染産業の興亡のなかで、三峽地域の藍染産業ととも
に、三峽民権老街が形成された。それには、当該地域の人びとの｢互助精神｣｢結
市｣など文化が大きく寄与していることは前報で述べた通りである。｢三老陳｣
に代表される藍染産業で財をなした経営者らは、自主的に｢三角湧農会署辧事
処｣を設立し、同団体を通じて、耕地改良、養豚、養殖など農業の振興、三角
湧公学校設立による教育など多大な社会貢献を行った。 
1900年に、台湾総督府は、｢台湾家屋建築規則｣などを発布し、台湾における
インフラの整備を進めた。これは、日本本土においても明治から大正時代にか
けて实施された｢市区改正｣と称される都市改造・整備事業と連動した市街地の
近代化を促進する事業の一環であった。 
三峽民権老街の市区改正は、達脇良太郎という地方官僚が实施した。達脇は、
日本統治時代の1915(大正４年)４月に三角湧支庁長に着任した人物であった。
彼は三角湧支庁の兵事主任等の職を5年間も歴任した経験があり、三峽地域に
対する認識を十分に持っていた。彼の育った京都は[注13]は、生活環境に優れ
た所で、その経験を環境の劣悪だった三峽の市街改造に尽力した。その事業は
旧来の店舗街を取り壊し、排水溝などを整備し、 街道の道幅を拡充する事業
であった。 
住民は自前で100～200円の大金(現在の貨幣価値で200～400万円)を準備し
なければならなかった。それゆえに、当初は反対する住民が尐なくなかったが、
達脇が事業推進にあまりにも熱心なために、住民も次第に協力するようになっ
たという[注14]。｢互助精神｣｢結市｣といった文化も手伝って、｢財力のある
人は財力を提供する、財力のない人は力を出す｣という状況のなかで工事は順
調に進められ、街路が拡張され、新築の｢紅磚｣と称される赤レンガの騎楼街が
完成し老街の装いは一新された。 
三峽民権老街は、現地官僚主導型の日本統治期における地域開発の典型であ
り、市区改正の具体的過程を伝える好例であるといわれている。しかしながら、
上述したように、同老街は、住民自らが高い意識を参加しつつくり上げた街で
あるともいえよう。 
なお、具体的な市街改正は、1916(大正５)年から始められた。当時は日本本
土でヨーロッパのバロック様式が流行した時代であり、図2-8に示したように、
完成された街並みは中国式、西洋式、日本式の３種類とこれらの融合したもの
が混在していた。 
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５．民権老街のファサードに関する調査 
5.1.ファサードの山牆 
当時、三峽民権老街に店舗を構えていた人びとの多くは、比較的富裕な層で
あった。それゆえに、建物の形式と建築材料は、当時入手可能な最高の品質も
のが選ばれ、海外からの輸入品も尐なくなかった。建築士をイギリスから招聘
した例もあった。また、多くの建物は、正面の中央部が高く両側が低くつくら
れているが、この山形の壁は、当該地域で｢山牆(サンチャン)｣あるいは｢牌樓
(パイロウ)｣と称されている。これは典型的なバロック建築であり、直線を組
み合わせた鋭角的な形態が、威風堂々とした雰囲気を醸し出している。また、
｢山牆｣あるいは｢牌樓｣は、竜、麒麟、獅子、魚、鳥、花、太陽、雲や幾何図形
などの紋様によって装飾されている。 
｢山牆｣の有無またその形状に関する現地調査の結果は図2-9の通りである。
｢山牆｣が付された建物は計15軒であり、｢円弧形｣｢山尖形｣｢軍帽形｣に分類され
る[注15]。｢円弧形｣の｢山牆｣は、No.53の｢金聯春染坊｣とNo.71の二つの建
物にみられる。 
｢山尖形｣の｢山牆｣は、No.120の漢方薬店、No.41と43の藍染工坊、No.45、No.47
と49の藍染工坊、No.55と57の油屋、No.103、No.107の雑貨店、No.109の漢方
屋、No.117、No.139の12軒にみられる。｢軍帽形｣の｢山牆｣は、No.83の藍染工
坊である。 
当該地域の｢山牆｣には、中国式、西洋式、日本式の各様式があるが、つくら
れた当時は折衷建築の時代でもあり、３つの様式が取り込まれており、それが
当該地域の建築物のファサードの大きな特徴の一つでもある。 
建築様式は、しばしば家主の社会的役割を反映する。たとえば83号の張亦泰
商行の｢山牆｣には日本式の軍帽形の文様が飾られている。これは、家主と日本
政府との関連が密であったことを示している。事实、当時の家主の長男の張武
勝氏は台北州立第四中学の学生で日本語が堪能であった。また、この家は｢国
語家庭｣に認定されており[注16]、そのことは、同家屋の正面に飾られた文様
の多くが日本式であったことと決して無関係ではない。 
 また、｢横額｣には、藍染工坊、雑貨屋、米屋、呉服屋などの店舗であること
が示され、販売する物や職業が一目で分るようになっていた。 
 他にも、文様を飾った｢山牆｣の様式と素材によって、家主の意識や近隣の
家々との繫がりを推察することができる。たとえば、｢山尖形｣にデザインされ 
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たNo.107の雑貨屋とNo.109の漢方薬屋は、２つの｢山牆｣が同じ様式であり、
飾られた文様のモチーフも同じである。この事例からは、建築の際、両家主
が何らかの協力に基づいてデザインしたことが明らかである。 
また、すでに消失してしまっているが、No.52とNo.54の藍染工坊のファサ
ードも両者は同様の形式であった(図2-10)。No.52は｢円弧形｣で、No.54は｢山
尖形｣であり、様式こそ異なるが、同じ材料と同じ文様で飾られていた。この
ように、三峽民権老街のファサードの山牆は、単なる装飾ではなく、それら
には、家同士の社会関係などが織り込まれているのである。 
 
図2-9 ファサードの山牆 
 
図2-10 消失したNo.52とNo.54のファサード 
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図2-11 ファサードの女児牆 
 
5.2.ファサードの女児牆 
 この老街の建築物には、屋根の上に、高さ約33～100㎝程の小さな壁が設え
られているのが多くみられる。それらは当該地域で｢女児牆｣と称され、いずれ
にもバロック風の飾りが施されている。なかには、｢鏤空｣(ロウクウ)と称され
る透かし彫りや額を付すなどの技法で装飾されたものもある。 
 ｢女児牆｣は、その名称の通り、その家に生まれた女児のためにつくられたも
のである。一般的には、それは女児の安全を願うためにつくられたといわれて
いるが、李景昜氏への聞き取り調査によると、それよりも、むしろ、当時は自
由に外出することができなかった女児に、祭りをみせるためにつくられたもの
であるという[注17]。このように｢女児牆｣は、家主の愛情のあらわれであった。 
 その様式を、聞き取り調査を踏まえてまとめたのが図2-11である。 
これによると、三峽民権老街の女児牆は、｢単横額｣｢三横額｣｢鏤空横額｣｢中
央額・両側鏤空｣｢瓶形鏤空横額｣の５つに分類することができた。 
 ｢単横額｣は、女児牆の横額框が一つしかなく、壁が長いタイプである。横
額框には家主の代表的な文様が飾られており、偶数番号のNo.68、70、74、
82、86、94、112、114、118、122、126、136、ならびに、奇数番号のNo.59、
69、77、105の17軒にみられる。 
｢三横額｣は、三つの横額框があるタイプである。中央の横額には家主の名や
屋号が示されているものが多く、両側の横額には吉祥文様が飾られている。偶数
番号のNo.44、46、62、64、72、76、78、80、88、90、92、96、98、100、108、
110、116、130、132、ならびに、奇数番号のNo.65、67、75、81、89、93、111、
113、121、123、127の30軒にみられる。 
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｢鏤空横額｣は、赤レンガで鏤空がつくられ、｢十｣字あるいは｢亜｣字に並ん
でいるものである。偶数番号のNo.40、42、84、124、134、138、奇数番号の
No.37、39、131、133、145、147の12軒にみられる。 
｢中央額・両側鏤空｣は、｢三横額｣と同様、三つの横額框があるタイプである。
中央の横額には家主の名や屋号が飾られているが、両側の横額には鏤空がつく
られている。偶数番号のNo.60、102、106、110、奇数番号のNo.51、61、73、
87、91、95、97、125、129、135、137、143の17軒である。 
｢瓶形鏤空横額｣は、瓶が欄干に並んで鏤空がつくられている。形は単横額あ
るいは二横額、三横額であるが、瓶には緑釉または水洗石磨加工法が用いら
れている。偶数番号のNo.58、140、奇数番号のNo.85、99、115、119、141の
７軒である。 
5.3.ファサードの横額 
三峽民権老街の建物のファサードに刻まれている文字は、いずれも、家主の
苗字や名前、業種や店名を示したものである。当時、台湾では商店に掲げた看
板に屋号や苗字を刻むことが多かったが、それらとは異なり、当該地域の場合
は、中央に店主の名前や屋号が、そしてその両端には店舗で販売されるものな
どが書かれている場合が多い。 
調査した時に残っていた104軒全ての建物のうちの横額30個を分類す
ると、店舗には、藍染工坊10軒、雑貨屋7軒、米屋2軒と菓子屋2軒、ほか
は油屋、人参屋、漢方屋、お茶屋などがある(図2-12)。たとえば、人参を
取り扱っている店舗には人参の彫刻が施されたり、地面から屋根まで石づくり
のバロック式の飾りが付された建物もある。 
  また、看板の文字に｢染｣と書かれた石の表札が掲げられたものも多く、No.62
の周勝発、No.72の成和染坊、No.76の林栄祥染坊、No.78の老元吉と80の林元
吉染坊、No.41の林茂興染坊、No.53の金廉春、2004年に修復される前に倒壊し
たNo.65の陳恒芳染坊の８軒がこれに相当する。藍染産業がこの地域の特色で
あったことがうかがえる。 
 
６．ファサードに付された文様 
次に、ファサードに付された文様について概観する。 
一般的に、文様のモチーフには、自然につくられた文様と人工的につくられ
た文様がある。自然につくられた文様としては、たとえば、指紋や旋毛、警告
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色のように動物の体表に表れるもの、砂紋、地層、植物にみられる葉脈や年輪
などがある。人工的につくられた文様は、刺青や衣服、实用品、建築などに施
され、塗布、彫り付ける、焼き付ける、刷り付ける、織り込むなどの技法で描
き出される。地域を問わず、古代より土器や服飾、建築装飾や实用品に至るま
で文様が施された。人工的な文様は、警告や注意のため、装飾のため、また、
魔除けの意味をもたせることもある[注18]。 
三峽民権老街では、屋根の突出部や２階の窓台に付されたものが多く、さら
に、中国式文様、洋式文様、和式文様がある。それらは、いずれも吉祥の意味
が内包された文様であり、同老街の美しさを際立たせるのみならず、人びとの
生活に対する思いが表現されているといえよう[注19]。 
 
図2-12 ファサードの横額 
 
図2-13 三峽民権のファサードに付された文様の分類 
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当該地域の文様は、動物文様、植物
文様、幾何文様、器物文様、自然文様
に分類することができた(図2-13)。次
に、それぞれについて特徴を概観する。
なお、登場回数を割合で示したものが
図2-14である。これによると、植物文
様が98で全体の47％と最も高く、次い
で動物文様が48で全体の23％、幾何文
様が28で全体の13％、器物文様は21で
全体の10％となっている。自然文様は
14で全体の７％で最も尐なかった。それぞれの文様について、次に述べる。 
6.1.植物文様 
三峽民権老街のファサードに施さ
れた植物文様は、花木や果物、野菜が
あり、合計21種類、総計98個であった。
これらの植物文様の登場回数をまと
めたものが図2-15の円グラフである。
最も多いものが唐草の32、次いで菊の
12、椿、牡丹各７と続いている。 
花木には、｢松｣｢竹｣｢柏｣｢梅｣｢菊｣
｢蓮｣｢椿｣｢捻じ八重桜｣｢花水木｣｢牡
丹｣｢曇花(月下美人)｣｢唐草｣｢鷹爪花｣
があり、果物と野菜には、｢根蕉｣｢葡
萄｣｢パイナップル｣｢桃｣｢石榴｣｢南瓜｣｢糸瓜｣｢白菜｣などがある。 
6.1.1.花 
｢花｣の発音は中国語で｢フア｣であり、｢発｣の発音と同じであることから、
｢花｣には｢発達する｣という意味が内包されている。中華文化における植物文様
には、蓮やボタン、菊などがよく使われてきたが、当該地域で最も多い花の文
様は菊である。菊は魔を除け、富貴と吉祥を願う文様として、通年にわたって
好んで使われてきた[注20]。菊が飾られた建物は、N0.41、43、83の藍染工坊、
N0.55の油屋、N0.90の米屋、N0.109、120の漢方屋、N0.125の菓子屋である。 
 
 
図 2-14 総合 
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図 2-15 植物文様 
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蓮の花は、仏教と儒教の教えである超然・高潔な人間の正直さに喩えられ、
生命創造と繁栄の象徴として親しまれてきた[注21]。この文様は、N0.43の藍
染工坊、N0.107と113の雑貨店、N0.120の漢方屋に飾られており、子孫繁栄を
願ったものと考えられる。 
6.1.2.果物と野菜 
子孫繁栄を意味する文様は、蓮の花の他に芭蕉、葡萄、石榴、南瓜、糸瓜な
どがある。葡萄は西方から中央アジア経由で中国にもたらされた植物である。
葡萄は实の数が多いため、古くから多産と豐饒を象徴し子孫繁栄の意味が込め
られてきた[注22]。また、葡萄の蔓は強い生命力を表し、キリスト教美術の重
要な装飾文様の一つでもある[注23]。 
根が付された芭蕉は｢根蕉｣と称され、台湾語で｢蕉｣は｢招｣と同じ発音である
ことから｢貴子を招来する｣という意味とされてきた。結婚する際に、新婦の家
が植物の｢根蕉｣を新郎の家に植える習慣があったほどである。 
石榴は赤い果实のなかに数多くの種子があることから、中国では子孫繁栄の
象徴として結婚に関する品々にしばしば使われてきた文様である。N0.41藍染
工坊(芭蕉、葡萄)とN0.53の藍染工坊(葡萄)、N0.78の藍染工坊(南瓜、糸瓜)、
N0.113(石榴)の雑貨店とN0.120の漢方屋(石榴)などの家は、これらの文様を飾
って子孫繁栄を祈願したものと思われる。 
また、パイナップルは、台湾語で｢旺來｣(オンライ)といい、金運と良運を願
う意味がある。No.49の藍染工坊は、当時の三峽区長の家であり、この家は、
イギリスから招聘した建築士が設計したものといわれている[注24]。飾りの一
つとしてパイナップルが用いられており、これは、金運と良運が到来して縁起
が良く子孫が栄える願いがあらわれたものと考えられる（図2-16）。 
その他、No.53の藍染工坊とNo.120の漢方屋には桃の文様を使用されている。
桃には不老長寿の意味がある。 
6.1.3.木 
長寿を意味する文様には、松、柏などがある。たとえば、No.41(藍染工坊)、
76(藍染工坊)、107(雑貨店)、109(漢方屋)には松、No.113(雑貨店)には柏の文
様が使用されている。松は、高潔さ、世俗から離れて長寿をする象徴としても
良く知られている。また、常緑樹で緑がどの季節でも変わらないことから、古
くから吉祥樹とされてきた。No.76とNo.107の家には松に加えて竹と鹿などが
施されているが、いずれも長寿を願う代表的な文様である[注25]。 
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NO.49 
 
         図2-16～2-17 三峽民権老街NO.49の唐草とパイナップル 
 
6.1.4.飾りもの 
唐草文様は、蔓性の植物を空間的に充填させた文様で、花と葉が付された蔓
が律動感のある曲線を描いている。唐草文とも呼ばれるが、元来は遠くギリシ
ア、ローマの連続文様のパルメットから発展したとの説もあり、いずれにせよ
無限の発展の意味が包含されている[注26]（図2-17）。三峽民権老街において、
この唐草文様は最も多い文様の一つであり32が確認された。なお、No.41、49、103、
107の家に飾られている唐草文様は西洋式のものであると考えられる。 
日本式の花が飾られている家は、No.92の捻じ八重桜、No.43、53、98、137の
花水木である。椿は春を告げる花でもあるが、古来より呪力をもつ神木とされ
てきた[注27]。台湾では｢山茶花｣とも呼ばれよく目にし、当該地域におても、
No.43、55、107、94、100、109、113などに文様として飾られている。 
なお、No.55の油屋には、鷹爪花の实がなっている様子を造形化したと思わ
れるフックが飾られている。鷹爪花は香り花で、芳香を発する特性があり、｢当
店の油は良い香りがする｣とのアピールと考えられる。 
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6.2.動物文様 
三峽民権老街のファサードに施され
た動物文様は、計15種類、総計48個で
あった。それらは、｢想像上の動物｣
と｢自然動物｣の２種類に分類できる。
想像上の動物には、｢竜｣｢麒麟｣｢鳳凰｣
が、自然動物には｢鳩｣｢鶴｣｢犬｣｢犀｣
｢豚｣｢獅子｣｢鹿｣｢蝶｣｢魚｣｢貝｣｢蝙蝠｣
などがあり、それらをまとめたのが図
2-18である。これをみると、獅子が11
と最も多く、次いで貝が８、鶴が７の
順になっている。 
6.2.1.想像上の動物 
たとえば、想像上の動物は、N0.41、53の藍染工坊（図2-19）とNo.113の雑
貨屋に施されている。龍は中華文化において偉大な霊獣とされ、皇帝のシンボ
ルとして扱われた文様である。一方、麒麟は普段の性質は非常に穏やかで優し
くて、王が仁のある政治を行う時にあらわれるとされる神聖な生き物である。
また、麒麟は龍、鳳凰、亀とともに四霊と呼ばれ吉祥を表す想像上の幻獣であ
る[注28]。 
これらの想像上の動物がN0.53の藍染工坊に施されているのは、N0.53の藍染
工坊が、当時、当該地域を牽引するリーダー的な存在であったことと無関係で
はない。そういった自覚のあらわれであり、かつ、それらを当該地域の住民が
認めていたことがうかがえる。事实、N0.53の藍染工坊は、三峽民権老街の建
設に当たって牽引役であり、とりわけ、当老街の始点にある｢三峽福安宮｣再建
においては、中国本土の福建省様式への改修を率先して行った实績がある。今
日にあっても、三峽民権老街を守る意識の高い家である。 
No.113の雑貨屋には、竜と鯉が合わされた｢登竜門｣の文様が施されている。
鯉は竜門という急流を登りやがて龍になるとされ、これが｢登竜門｣である。｢竜
門に登る｣とは、非常な難関を突破して躍進の機会を得ることを意味するので
ある。なお、魚は、中国では古代より富や子宝繁栄の象徴である[注29]。No.41
の藍染工坊にも、龍と唐草が組み合わされた想像上の動物の文様が施されてい
る。 
 
 
図 2-18 動物文様 
 
竜, 2 麒麟, 2
鶴, 7
獅子, 
11
犀, 2鹿, 2蝶, 1
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2
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土鳩, 2
不明, 4
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No.53 
 
 
図2-19～2-20  No.53のファサードに飾られている竜と｢豚｣の文様 
 
 
図2-21 No.53の廖富本氏と捧げるの豚   図2-22 三峽清水祖師廟に豚を捧げる 
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6.2.2.自然動物 
その他は、比較的生活に馴染みのある動物がモチーフとなっているが、いず
れも、吉祥の意味が込められたものばかりである。たとえば、最も多い文様に
獅子がある。獅子は中国文化のなかで守護神の意味をもち、自らの生活を守り
たいという人びとの意識のあらわれと捉えることができる。 
特に、No.113の雑貨店のファサードは興味深い。一般的には、建物の入口に
施される獅子は、龍側がオス、虎側がメスとされるのが通例であるが、この建
物のファサードにおいては、両側ともにオスが配置され、かつ、いずれもの獅
子が毬(球)を踏んでいる。台湾においては｢球｣と｢求｣の発音が同じであり、ま
た、竜側の獅子は口が尐し開いており、虎側の獅子は口が大きく開けられてお
り、これは、｢竜側から虎側へ求財する｣という意味があると考えられる。また、
No.53のファサードに飾られているのは｢豚｣の文様である（図2-20）。当該地
域において毎年の正月６日は清水祖師公の誕生日とされ、その日には三峽清水
祖師廟に豚を捧げるのが恒例とされている（図2-21～2-22）。｢豚｣の文様はこ
うした文化から生み出されたものと考えられる[注30]。 
また、これらの動物文様は、いずれも中華文化の影響を受けた文様である。
このことは、三峽民権老街が建設された当時、すでに日本領有時代でありなが
らも、生活そのものは、既に当該地域の人びとに習得されていた中国式の生活
様式が遵守されていたことを如实にあらわしているといえよう。まさに、この
三峽民権老街をつくったのは当該地域の生活者であったことの証左に他なら
ない。 
6.3.幾何文様 
幾何文様は、｢八角形｣｢円形(内
菱)｣｢菱形(複菱、三菱、連続双菱｣
｢連続三角形｣｢四角｣｢四角家紋｣が
あり、合計６種類、総計28個であ
る。それらの登場回数を示したの
が図2-23の円グラフで、最も多い
のが菱(単菱、複菱)で16、次いで
八角形で７であった。 
6.3.1.八角形と菱形 
八角形は風水で陰と陽の中間の
 
図 2-23 幾何文様 
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形、あるいはその両方を合わせた形であると考えられており、風水を代表する
文様である[注31]。この文様はNo.55の油屋に使われている。また、No.55のみ
に連続的な三角形文様が使われ、装飾性が高まっていることが分かる。特に、
一般的には、菱形は｢勝利｣の意味が、双菱が交わると｢同心｣という意味がある
が、当該地域では、複数の｢菱｣が連続する｢複菱文様｣が使われている。 
また、｢円形(内菱)｣とは、円形の裏に菱形の造型が入れられたものである。
これは、中国式の銭幣を文様にしたもので、富裕を祈る意味がある。｢八角形｣
｢円形(菱)｣｢菱形｣を合わせた幾何文様が施された家はN0.74の藍染工坊のみで
あり、これらは邪を避け、財富を手に入れる、すなわち、勝利を勝ち取るとい
う意味のある文様である（図2-24）。 
6.3.2.四角形 
その他にも、No.83には、２つの四角形の家紋がある。No.83は藍染工坊であ
るが、前述したように、この家は｢国語家庭｣という別号があった[注32]。それ
ゆえに、この家は、配給品が一般家庭より多いなど、当時の総督府から優遇さ
れていた。同家の正面に飾られた文様の多くが日本式であるのは、そうした関
係のあらわれである。 
 
 
NO.74 
 
図2-24 N0.74の藍染工坊 
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6.4.器物文様 
三峽民権老街のファサードに施
された器物文様には、｢花瓶｣｢注縄｣
｢八卦｣｢銭幣｣｢瓢箪｣｢払｣｢球｣｢磬｣
｢帯｣があり、合計９種類、総計21個
である。これらの器物文様を数量比
率として示したものが図2-25の円
グラフで、最も多いのが花瓶で10、
次いで球、瓢箪、払子がそれぞれ２
となっている。 
6.4.1.瓶 
瓶に花を入れた文様には平安の意味がある。梅、水仙、椿、百合、蘭などの
四季の花を瓶に入れた様子は｢四季平安｣と称され、四季にわたる平安への願い
が込められている(図2-26)。同様に、瓶に如意文様が付されると｢平安如意｣
の意味がある。｢四季平安｣や｢平安如意｣を祈願する家は、No.41(藍染工坊)、
55(油屋)、107(雑貨屋)、109(漢方屋)(図2-27)、113(雑貨屋)(図2-28)などで
ある。 
6.4.2.八卦 
その他にも、N.43の家には八卦が飾られている。八卦は全ての自然現象と形
象を説明するものと信じられてきた幾何学的な象徴物である。人びとは八卦の
なかに全ての人間の人生と自然の真理が入っていると信じてきた。 
6.4.3.銭幣と瓢箪 
No.113の銭幣は、平たい円形で中央に孔が空いた形をしている。昔の銭幣は、
良い印とされ、人びとは職位によらず、悪鬼退けとして昔の銭幣を大事にする
傾向がある。それは、かつて、お金に幸運の言葉が刻み付けられていたことに
由来している。No.41、No.43、No.113の家には、八卦、瓢箪、銭幣などの文様
が飾られており、魔を除けて裕福に暮らすことを願って使われていたことがう
かがえる。 
6.4.4.磬と帯 
No.107の雑貨屋には、中国古代の打楽器である｢磬｣が飾られている。磬は中
国語で｢慶｣と同じ発音と意味であり、慶祝・祝いという意味である。No.113
の雑貨屋は｢繡球｣が使われている。｢繡球｣は中国語で｢喜び｣の意味がある。そ
 
図 2-25 幾何文様 
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第２章 台湾・三峽地域「民権老街」における街路空間の文化的特質 
 
63 
 
れらは、No.55、No.107、No.113の家に使われ、｢年々有余｣と｢吉祥喜慶｣が祈
願されていたことが分かる。 
なお、他にも、さまざまな文様があり、No.55の油屋には西洋式の帯文様が、
前出のNo.83の藍染工坊には日本式の飾緒文様が確認される。 
 
NO.41 NO.53 NO.55       NO.107 NO.109 NO.113 
 
 
図2-26 瓶に花を入れた文様には平安の意味がある。 
 
図2-27 三峽民権老街NO.109       図2-28 三峽民権老街NO.113 
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6.5.自然文様 
自然文様には｢太陽文｣｢雲文｣｢雷
文｣があり、合計３種類、総計14個で
あった。それらを図2-29にまとめた。 
6.5.1.太陽文 
太陽は人びとの生活に大切なもの
であり、太古より信仰の対象とされ
てきた。太陽は活力の源とされて、
生命と光明と幸福の意味がある。三
峽民権老街でファサードに太陽文様が施された家は、No.107の雑貨店（図2-30）
とNo、109の漢方屋である。なお、ファサードのデザインと使用された素材を
みると、No.107とNo.109は隣家が協力し合って建築されたことがうかがえる。 
6.5.2.雲文 
最も多くみられる自然文様は雲である。これは祥雲とも呼ばれ、如意と長寿
の意味がある。古来、中国では神仙が住むと考えられた山から立ち上る雲は雲
気と呼ばれた。この文様は、No.53の藍染工坊に飾られている（図2-31）。こ
こで多く用いられる雲形は、霊芝の形に良く似た霊芝雲である。霊芝雲は如意
の形と同じなので如意雲とも呼ばれる[注33]（図2-32）。これは、No.55、109、
113、125の家にみられる。 
 
図2-30 太陽文（NO.107）  図2-31 雲文（NO.53）     図2-32 雲文（NO.113）  
 
6.5.3.雷文 
その他、No.71の家には、２つの雷の文様が飾られていた。これは雷を形象
化したもので、直線が数回にわたって曲がったものと曲線で表わしたものの両
者がある（図2-33）。雷文は回文とも言われ、線が連続していることから、絶
え間ないことをあらわしており、文様が続いて絶えないことは、吉祥が絶えな
いということを意味していた[注34]。 
 
図2-29 自然文様 
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NO.71
 
 
図2-33 三峽民権老街NO.71の雷文 
 
７．三峽民権老街における装飾文様の文化的・社会的意味の考察 
前章で詳細に検討してきたように、多樣な文様と色彩を有する三峽民権老街
の歴史的建築物は、造形的な美しさのみならず、そこに住む人びとの精神と感
情の表現としても重要な役割を担ってきたことが明らかになった。 
次に、三峽民権老街における建築様式の時代性、ファサードの装飾文様の文
化的、社会的意味などを考察したい。 
7.1.建築様式の時代性 
三峽民権老街の｢山牆｣には、中国式、西洋式、日本式の様式がみられた。当
時は折衷建築の時代であり、三つの様式が混在していることが当該地域の大き
な特徴のひとつである。 
このように、三峽民権老街の建築様式には、当時の国際化の波に当該地域が
組み込まれていたことが反映されている。また、当時、台湾は日本の管理下に
あり、その時代に日本式の建物に居住することのできた家は日本政府と密接な
関係を有していたことが分かる。また、イギリスの設計士を招請して輸入品を
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多く用いて建物をつくった藍染工坊の主人は、当時の三峽区長であったことか
ら、当該地域の藍染産業の興隆を象徴していると考えられる。 
また、建物に付された｢横額｣には、当時のその家の職業が一目で分かり易く
示されており、それらをみると、この街には藍染工坊が数多く存在し、それら
を中心としながら、雑貨屋、米屋、呉服屋、金屋、人参屋などの多様な店舗が
あったことを知ることができる。 
建築の様式にも、当時の家主の社会的役割が反映されており、たとえば、83
号の｢山牆｣には日本式の文様が飾られているが、これは、家主が日本政府と密
接な関連にあったことを反映したものと考えられる。 
7.2.近隣の関係が表象されている 
文様を飾る｢山牆｣の様式と素材によって、家主の意識と近隣の繫がりをもみ
て取ることができる。たとえば、山尖形にデザインされたNo.107の雑貨屋と
No.109の漢方屋の｢山牆｣が同じ建築様式であり、飾り文様も同じモチーフであ
る。このことから、これらの建設物をつくる際に両家が共同してデザインした
ことが推定できる。 
また、現在の媽祖廟や既に消失焼失したNo.52とNo.54の藍染工坊のファサー
ドは一方が円弧形で、もう一方は山尖形と、山牆の様式が異なるが、同じ材料
と文様が飾られており、これらには密接な関係があったと推察できる。 
このように、建設物の飾る｢山牆｣の様式と素材を詳細に観察することによっ
て、家主同士がどのような関係にあったかを考察することが可能と考えられる。 
7.3.ファサードを装飾文様の意味 
当該地域の老街のファサードに使われている文様は、動物文様、植物文様、
器物文様、自然文様に分類することができた。 ファサードの装飾文様の意味
を総括すると、それらの文様に伝わる言い伝えに託して、人びとが、家族の平
安、子孫繁栄、家業繁栄、年々有余、吉祥喜慶などの吉祥を祈願したことがう
かがえる。これは、中国、台湾を始めとする旧暦の正月を祝う国々で、それぞ
れの各地にある廟からいただいてきて、玄関先に飾る赤い札に託す家内安全、
家業繁栄を祈願する風習と切っても切れない関係があると考えられる。 
また、これらの文様は中国の影響を強く受けていることが示された。このこ
とは、三峽民権老街が建設された当時、日本政府の管理下にありながらも、住
民の生活様式は伝統的な中国・福建省のものを基盤とした生活が遵守されたこ
とを示している。日本様式の文様も使用されていることからは、地域社会、地
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域文化も常に変動していたことが分かるが、当該地域の社会的、文化的な側面
は中国の影響を強く残しながら進展してきたと捉えるべきであろう。 
7.4.生活文化の記録 
ファサードの文様にみられると、No.53には豚が飾られている。当該地域で
は毎年の正月六日は清水祖師公の誕生日のために豚が飾られるが、文様と地域
文化の関連性が指摘できる。このように当該地域で創出されたと思われる文様
もみられ、まさに、当該地域の建築物のファサードに施された文様は、人びと
が育んできた生活文化の記録でもあるといえよう。 
 
８．おわりに 
台湾北部の新北市に位置する三峽地域では、かつて、台湾のなかでも最も藍
染が盛んな地域であった。しかし、今日では産業としての藍染は行われておら
ず、当地域のアイデンティティを維持しつつ地域の活性化を図るための方策が
求められている。そこで、本報では｢三峽民権老街｣が建設された当時の街路空
間の文化的特質を把握することを目的として調査・研究を行った。 
文献調査および古老らへの聞き取り調査を中心とした現地調査を行い、以下
のことがらを明らかにした。 
(１)今日残る｢三峽民権老街｣は、総督府の命によって再建が開始されたが、建
物のファサードに付けられた装飾文様の多くは中国式であり、日本施政下であ
りながら当地域の人びとによって主体的に装飾が施されていた。日本様式、西
洋様式も混在し、時代的背景との関連もみられる。 
(２)建物のファサードに付された装飾文様には、動物文様、植物文様、幾何文
様、器物文様、自然文様などがあり、個々の文様には当時の人びとの生活に対
する願望や家族の安全と繁栄への祈りが色濃く反映されている。 
(３)隣家同士で装飾文様の素材やモチーフが同じであるなど、何らかの形で協
働が行われた様子がうかがえ、地域共同体としての連帯意識の強さがみて取れ
る。 
以上、三峽民権老街の街並みにみられるファサードには、往時の当該地域の
人びとの文化が如实に反映されていることが判明した。また、それらは、決し
て固定されたものではなく、当該地域の人びとが生活のなかで密接な関わりを
もちながら展開させてきた姿をも確認することができた。筆者らは、今日、政
府が推進している｢社区総体営造｣の一つの目標である｢文化産業化｣｢産業文化
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化｣に参与しながら、三峽地域における｢藍染産業の文化化｣を進展させている。
今後、ますますの当該地域の振興を図るためには、伝統的な藍染めの復興を中
軸に据えつつも、最新の動向を適宜取り入れながら、また、そこに｢三峽民権
老街｣という歴史的生活空間を連動させながら、当該地域で生活する人びとが
活動の中心となり、まさに当該地域のコミュニティーをより強固にする方向性
を志向する必要があろう。 
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１．はじめに 
 前章で、筆者は台湾･三峽地域における藍染産業の成立要因、および藍染産
業の盛衰が地域生活文化に及ぼした影響を明らかにした[注１]。また、藍染
産業の興隆によって形成された「三峽民権老街」の街路空間の文化的特質を把
握し[注２](図 3-1)、260ｍにも及ぶ街並みに章残るファサードに付された装
飾文様には当時の人びとの生活に対する願望、協働、連帯意識、子どもたちへ
の優しさなどが反映されいることを明らかにした。 
これらの研究結果から、当地域の藍染産業は当地域に移動してきた漢人の
「互助精神」「結市」「団結力」など独特の伝統に委ねられていたことが分かっ
た。また、現在の三峽民権老街もこれらの伝統を引き継いだ人びとによって維
持されていることを明らかにした。さらに、当時、藍染産業で財をなした人び
との社会貢献の精神を引き継ぎ、1947年に始まった三峽清水祖師廟の３回目
の修復が現在も続いていることにも、それらの伝統を見いだすことができる。 
 本章では、これらの研究結果を踏まえつつ、当地域の藍染産業の復活と地域
活性化について、「三角湧文化推進会」で検討・策定されたプロジェクト（プ
ログラム）とそれらの実践と成果を報告するとともに、今後の取り組みを考察
する。 
 
２．「三角湧文化協進会」について 
「三角湧文化協進会」は、三峽の旧地名にちなんで命名された団体で、三峽
地域における文化資産を研究し、保存することを通して、地域の文化、教育お
よび生活の質を向上させることを趣旨として結成された。会員の大部分は地元
の住民である。 
この協進会の前身は、三峽の歴史・文化を調査するために、1994年に、会
員７名で結成された「三角湧文史工作室」である。その後、多方面にわたる事
業を推進するため 1996 年に現在の「三角湧文化協進会」に発展的に改編され
た。その時の会員数は 30名で、現在は約 50名である。事務所は三峽老街 37
号、114 号から、現在の 84丁目２号に置かれた。 
なお、協進会の運営費は政府が推進している「社区総体営造」の補助金を受
けたこともあるが、概ね会員のボランティアで運営している。著者は当協進会
の前身である「三角湧文史工作室」からの主要メンバーである。 
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現在、協進会の主目的は三峽藍染文化を普及させることであり、地域活性化
のために、観光客に対する地元文化を紹介するツアーガイドも主な事業活動の
一つである。 
ツアーガイドは三峽地域に藍染産業が復活することが地域活性に結びつく
との考えで実施している。具体的には、地域観光と藍染体験の連携を前提に、
１日コース、２日コースなどのツアーガイドプログラムをつくって実施してい
る。なお、二つのツアーは以下の表 1のようなコースとなっている[注３]。 
なお、三峽民権老街や三峽清水祖師廟への観光客や著者が運営の主体となっ
て運営している三峽染工坊への見学者や藍染体験参加者を合わせると、年間十
万人にも及び、地域活性化に大いに貢献しているといえる。 
表１ 日帰りプランと１泊２日プラン 
プラン 内容 
日帰り 
プラン 
・長福駐車場で、長福橋から鳶山と三峽渓を眺望する(図 3-2)。 
・古街の染物屋など古街の風情とファサードを満喫する。 
・「東方芸術の殿堂」と言われる祖師廟の緻密な細工を観賞する。 
・三峽区鎭歴史文物館で、三峽の史跡を鑑賞する。 
・三峽染工坊で、藍染の体験をする。 
・李梅樹記念館を見学する。 
・李氏一族の邸宅である宰樞廟を見学する。 
１泊２日 
プラン 
 
２日目 
 
・五寮渓を散策する。川原で美しい石を拾うことができる。 
・昼食はタケノコ料理を賞味する。 
・大阪根森林遊楽区の熱帯原始林を探検する。 
・楽楽谷を観光する。 
・満月園森林滝を観光する。 
 
 
図 3-1三峽民権老街      図 3-2 長福橋から鳶山と三峽渓を眺望する 
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３．協進会で策定された藍染復活対策プロジェクト 
 協進会ではかつて興隆を極めた藍染産業の復活を目指して、『三峽藍染復活
対策プロジェクト』（以下、『三峽染』と記す）を策定した。 
 なお、プロジェクト開始と同時に実践に移されたプログラム（失われた三峽
藍染の探求プログラム）もあるが、その他のプログラムはプロジェクト開始と
同時に策定されたものばかりではなく、プロジェクト参加者や講師からの意見
や要望を取り入れて、話し合いを持ちながら策定して、逐次実施するようなス
タイルを取った。各プログラムの概略と開始時期は以下の通りである。 
3.1.失われた三峽藍染の探求プログラム 
 1999年からかつて興隆を極めた藍染産業の復活の必要性を強く感じた会員
は三峽藍染の復活を目指して、取り組みを始めることを決議し活動を開始した。 
3.2.藍染技術の研究プログラム 
 三峽藍染の復活の復活には、先人が築いた藍染技術の習得が必要に気が付い
た『三峽染』メンバーは技術習得に取り組むこととなった。 
3.3.藍染技術の担い手育成プログラム 
 藍染産業の復活には継続的な努力が必要と感じた『三峽染』メンバーは担い
手育成に取り組むこととした。 
3.4.藍染普及活動プログラム 
 藍染を地域の人びとに広く広報するには、地域の人びとに体験してもらうの
が重要と考え、さまざまな活動を企画・実践した。 
3.5.三峽藍染節プログラム 
藍染復活対策プロジェクトで実施しているプログラムの実践成果をフィー
ドバックするため、『三峽藍染』はイベントとして、展覧と作品発表を毎年行
い、会員に活動参加への満足感と達成感を与えるように努力している。 
 
４．藍染復活プロジェクトの実践と成果 
4.1.失われた三峽藍染の探求プログラム 
1999 年（民国 88年）１月３日に開催された三角湧文化協進会の会員大会で
決議された「三峽藍染の再興」に沿って、同年７月 12日に第１回「三峽藍染
発展座談会」が開催された。その座談会に出席した会員は、三峽に伝わる藍染
技術を復原する重要性と切迫性を痛感し、『三峽伝統染色技術復原プロジェク
ト』（以下、『三峽染』と略記する）を立ち上げることが提案されて賛同を得た。 
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７月 19日、『三峽染』の参加者は、陳景林講師と共に登山を行い、自生する
藍を採取した。多くの人びとにとって、これが野生山藍を目にする初めての機
会であった。皆が驚喜し、三峽の伝統的藍染技巧の回復についての期待が盛り
上がった。その後、『三峽染』の参加者たちは藍葉を摘み取り、水に浸し、染
料を作成、山藍植物の染料とともに充実した日々を過した(図 3-3、図 3-4、図
3-5)。この藍草は、70 年ほど前に三峽民権老街から姿を消したものであった。 
『失われた三峽染を探求する』という研究プログラムが開始されてから陳景
林、馬芬妹、劉世鈞、荘世琦といった講師の指導・激励のもと『三峽染』グル
ープは、伝統的手工芸藍染の技巧に関して研究を行い、かつて先人が行ってき
た作業を探求しようと試みた。そして、この活動を通じて、地域住民の郷土意
識を一層喚起し、さらには三峽の藍染が、かつての彩りを取り戻し、再生され
ることを見えた[注４]。 
 
 
図 3-3 山藍葉を摘み取る 
 
図 3-4 水に浸し、泥藍を作成 
 
図 3-5 砂糖と酒を入れて、発酵させて藍液を作成 
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4.2.藍染技術の研究プログラム 
『三峽染』は、三角湧文化協進会の推進の下で展開された。１年目には、伝
統的染め液技術の研究が重点的に行われ、会員たちは、藍の植物生態を学び、
また藍を採取し、染色液の抽出法を学んだ。栄養剤や酸・アルカリ度の調整ま
でが行われた。２年目には、染色技法と製品制作に重点が置かれ、『三峽染』
の会員たちは、尐しずつ、しかしながら確実に学習を積み重ね、一歩一歩、成
長していった。 
それ以後、毎週木曜日の午後には三峽染工坊（民権街 84巷）で勉強会が行
われ、金曜日の午後には、会員たちは台湾師範大学の人文センターの染色芸術
課程に参加した。荘世琦氏の指導の下、染色技法はめざましく進歩し、『三峽
染』会員の藍染に対する愛情はさらに深まっていった。師範大学での２年間に
およぶ染色芸術の課程が修了すると、会員たちは輔仁大学の織物服装研究所に
転校し、さらに２年間の専門訓練を展開した。研修を進めるのみならず、会員
たちはその成果を、毎年、三峽藍染特別展で発表した。 
三峽藍染体験活動や地方文化祭への参加が、彼らの持続的藍染学習の指標と
なった。2002年に第１回の三峽藍染祭が開催され、以降、これまで第 16回開
催されている。会員たちは、藍染に関連する活動に協力するためにさまざまな
団体の活動・行事に参加し、こうした経験を通して成長した。そうして、地域
建設を推進するうえで、重要な役割を果たすようになった。 
しかしながら、三角湧文化協進会は非営利団体であるため、ほとんどの会員
は地域のボランティアであり、活動場所確保の問題など、いくつもの困難に直
面した。学習課程・研修過程の計画、藍染活動処理の適切性、藍染体験活動の
経済的な問題など、解決しなくてはならない多くの課題が山積されている。 
三峽藍染の復興には、地方伝統文化の再生という価値とともに、三峽藍染そ
のものがもたらす価値がある。地域の人びとが郷土的一体感を得ながら貢献度
を高めていくこと、地域の人びとによる学習、生活の芸術化の実践、藍染と伝
統的祭典の結合、伝統的文化の教育・伝承と経済発展の契機を考慮すれば、三
峽の学習経験から地域文化再生に関する手がかりが導出されることが期待さ
れるようになった。 
4.3.藍染技術の担い手育成プログラム 
藍染技術の担い手の育成プログラムでは、技術研修課程を策定し、技術訓練
を主軸に置くことしたいた。技術訓練実施に当たっては、三角湧文化協進会か
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らの協力を得て、三峽藍染第一世代を訓練・育成する課程と、地域住民が参加
することができる短期藍染体験課程を設立した(図 3-6)。 
1999 年以降、それぞれの研修において、研修生の技術習得程度が異なって
きたこともあり、研修内容について、検討が加えられた。その結果、毎年、必
ず開講される短期基礎入門クラスと長期人材育成クラスの二つのコースが設
けられた。さらに、藍染を志す若者を対象に、師範大学や輔仁大学との連携で、
本格的な藍染技術習得を真座主コースの創設や、「蝋染め」「型染」など特殊技
術を必要とする技術習得コースとして、委託実行課程やワークショップを採用
している。 
さらに、藍染を志す人びとが毎月集会を開催して、講演会や勉強会、鑑賞会
など行いながら技術向上と会員同士の連携を深める試みも実施している。 
それらの詳細は以下のとおりである。 
4.3.1.藍染基礎技術習得コース 
藍染めの基礎教育と絞り染め、蝋染め、型染めなどのコースを含み、講師は
藍染め経験３年間以上の生徒が担当する。このコースは市民大学、新北市と藍
染節の活動と連携して続けている。 
4.3.2.藍染長期研修コース 
毎週一回に共同研修コースで、長期的且つ定期的な集まりで藍染めの技芸と
創作を学ぶ事を目的としている。具体的には、2000年から 2002年までの二年
間に台湾師範大学人文センターの染色芸術を履修した。さらにその後、2002
年から 2004年まで産学との連携を推進するために、輔仁大学の織物服装研究
所は、三角湧文化協進会の藍染学生のために関連課程を創設し、２年にも及ぶ
教育を行っている(図 3-7)。輔仁大学で藍染のデザインと制作について学んだ。
なお、それらの費用は自費であった。 
この第１期生として筆者は師範大学大学院・修士課程でに在籍し、染色技術
を学んだ。また、2009 年から現在まで、工芸研究センターとの研究プログラ
ムで、このプログラムでは革を染めたり、藍染革の商品を開発している。 
4.3.3.青少年藍染研修コース 
このコースでは藍染めに対する認識、染色技術の指導（絞り染め、蝋染め、
型染め）、図案設計、工芸美学、共同学習などの研修を行っている。なお、講
師は藍染め経験３年間以上の生徒が担当している。このコースは三峽地域の学
校との連携で実施している。 
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図 3-6 地域住民が参加する短期課程の様子 
  
 
図 3-7 2000年から 2004 年まで、師範大学人文センターと輔仁大学の織物服装研究所は、 
産学との連携を推進するために、三角湧文化協進会の藍染学生のために関連課程を創設した 
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4.3.4.月例集会コース 
毎月１回の月例会は、藍染めの講演および藍染め商品の設計を含み、個人的
な風格のシリーズ設計商品をつくっている。『三峽藍染』が開始されて２年目
に、学生は、自分達が定期的に集まることができる時間をつくりたいと思い、
要望を提出し、毎月１回、定期集会を開催する計画を立て月例会の開催が決ま
った。これが月例会の発端である。集会の形式は多様で、特別講座の開催や、
会員の旅行体験の紹介、藍染に関する専門書の輪読、藍染作品の紹介や鑑賞な
どが、集会のテーマとなった。単なる集会の域を超え、藍染に関する学習を広
く検討する勉強会となった。 
月例会は、2000年 11月 25日に第１回が開催された。多くの人が月例会の
重要性と意義を認めた。これも、藍染学習の機会の維持・拡張といえる。 
4.4.藍染普及活動プログラム 
藍染を地域の人びとに広く広報するには、地域の人びとに体験してもらうの
が重要と考え、主に藍染日を固定して関心ある人びとに公開する活動と藍染体
験を実施している。さらに、具体的な試みとして、以下にその具体的な活動を
記す。 
4.4.1.藍染日を固定して関心ある人びとに公開する活動 
藍染日を固定化して、その日は『三峽染工坊』を解放して、藍染に関心ある
人に参加してもらい、より広く学習や交流ができるようにした。これは２年目
の提案で実施が決まった。 
これを実施によって、三峽藍染に対し多くの人的資源が集結した。三角湧文
化協進会が作業場所と藍染料を用意し、それらを利用しながら、学生達は協力
して「三峽染工坊」を設置した。工坊開放の時間は、毎週４回、午後１時 30
分から６時までであり、午後４時には討論と情報交換の時間が設けられた。 
こうした試みが約３年間に渡り継続された。学生達は自発的に工坊の環境を
整理し、藍の採集と製作を協力していった。このような実践は、染色を持続的
に行うためには、良質な染料液の手配が極めて重要であり、染色がうまくいか
ないと、自分達が染め物に対する興味を失い、工坊に対する関心を失ってしま
う可能性があることを自覚していたためであった。 
また、仲間同士の関係が悪くなれば、人びとの創造性も発揮され難くなる。
藍染料液の製作と手入れは困難であるが、藍染料液の製作と採集はさらに困難
である。 
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そのため、『三峽染工坊』は、長期にわたり藍染料液を処理することができ
る場所を確保することが必要となった。これは一つの試練であった。藍染を実
践する日の固定化は継続して実行することが重要であるが、今後も継続して実
行するに当たっては、実施計画や『三峽染工坊』の保安・管理についても、共
通認識に持つように責任ある議論が必要であると思われた。 
今日の三角湧文化協進会の『三峽染工坊』は、教育課程に関しては、適度に
開放しているが、いまだ、全面的に解放されているわけではない。なお、会員
が持続的に藍染の学習活動を行っている例として、中園国小、台北大学などが
あり、これらにおいては原料を購入し自ら藍染が行われている。 
費用や人的な面の問題を解決して、『三峽染工坊』も、さらに開放できる体
制を築いていく必要があると。 
4.4.2.藍染体験 
藍染体験は地域の住民や観光者の藍染体験である。休日の藍染め体験は藍染
め経験３年間以上の生徒が順番に担当し、週１回と月２回の当直に分けて、民
衆や観光客に藍染めの体験を提供する。藍染め基礎技芸コースは藍染めの基礎
教育と縫い染め、蝋染め、型染めなどのコースを含み、講師はこの数年の育成
訓練により第一世代の生徒が担当し、住民や観光客に藍染めの体験を提供する。 
三峽藍染の推進と宣伝の効果を考えると、藍染体験がとりわけ効果的である
と思われる。藍染体験に参加した民衆は、深い印象を受け、特に自らの意志で
参加した人は、染め作業の過程で青色が変化していく過程に喜びを見い出して
いる(図 3-8)。三峽藍染体験のタイプは多様で、親子の協同に基づく染布、地
域の交流、校外学習、社員旅行の藍染体験や工芸研究センターの藍染学習の支
援などが用意されている。参加した人は、これまで 10万人にも上る。 
藍染文化振興に協力する人的資源は、三峽地区では、藍染に関する材料がお
よそすべて調達することができ、また、多様な染色技法を選択することができ
る。さらには、染色の流れを計画することができ、こうした好条件により、人
的資源を有効に活用し、また物資の消耗を押さえることができる。三峽藍染活
動の特徴はこうした点に求められよう。 
4.5. 三峽藍染節プログラム 
学習の成果をフィードバックするため、『三峽藍染』はイベントとして、年
度展覧と作品発表を行い、会員に活動参加への満足感と達成感を与えルように
努力している。 
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図 3-8 藍染体験に参加した民衆は、深い印象を受け、特に自らの意志で参加した人は、染め
作業の過程で青色が変化していく過程に喜びを見いだしている。 
 
図 3-9 2000 年、『失われた三峽染の探求』の研究計画を発表した 
 
ここ数年の年度展覧は以下の通りである。 
(１)2000 年：『失われた三峽染の探求』三峽伝統染色工芸技術復原研究計画発
表、三角湧文化協進会計画、主催(図 3-9)。 
(２)2001 年：『三峽染織生活用品展』、三角湧文化協進会計画、主催(図 3-10)。 
(３)2002 年：第１回三峽藍染節『穿越古今藍染情』、三角湧文化協進会計画、
主催(図 3-11)。 
(４)2003 年：第２回三峽藍染節『妙韻藍染生活展』 
(５)2004 年：第３回三峽藍染節『藍染美学―点靛成金』 
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(６)2005 年：第４回三峽藍染節『情染饗宴・藍采無限』 
(７)2006 年：第５回三峽藍染節『深藏 Blue・三峽 Go炫』 
(８)2007 年：第６回三峽藍染節『三峽藍・染三峽』 
(９)2008 年：第７回三峽藍染節『藍金歳月・恋染湧現』 
(10)2009 年：第８回三峽藍染節『青出好藍・炫染三峽』 
(11)2010 年：第９回三峽藍染節『愛恋三峽』 
(12)2011年：第 10回三峽藍染節『天空藍・海水藍・三峽好藍』 
(13)2012年：第 11回三峽藍染節『靛藍亮彩・楽活三峽』 
(14)2013年：第 12回三峽藍染節『靛藍亮彩・楽活三峽』 
(15)2014年：第 13回三峽藍染節『蔚藍風華・炫染三峽』 
(16)2015年：第 14回三峽藍染節『幻采湛藍・炫染三峽』 
(17)2016年：第 15回三峽藍染節『百年老街・藍染風情』 
(18)2017年：第 16回三峽藍染節『靚艷藍染・絕色三峽』(図 3-12) 
2000 年から現在まで、三峽藍染節の内容は毎年多尐の違いはあるが、以下
の項目を実施している。 
(１)藍染服装の設計コンクール：コンクールは予選と決選に分けられ、モデル
が藍染め服装を身につけて花道を歩き、専門家の審査及び現場大衆の投票によ
って、優勝作品が決められる(図 3-13)。 
(２)藍染作品の見学展：藍染め創作者を対象として広く集め、それも設計コン
クールと案内展に分かれる(図 3-14)。 
(３)藍染専門家の講演：藍染技術の交流及び現場で実施されている藍染作業技
術について、各国の豊富で多様な藍染文化と藍染技術を報告してもらい、文
化・技術交流を図る(図 3-15)。 
(４)藍染 DIY：藍染 DIY の活動を通して三峽藍染の歴史や藍植物、藍染の製作
過程などを紹介し、現場で各種の簡易な絞り染め技法を見てもらう。 
(５)藍染風俗の旅：三峽は豊富な人文資源を擁しており有名な東方芸術殿堂の
『清水祖師廟』、三峽民権老街の街並み、三峽歴史文物館を見て歩きながらそ
れらを解説する。 
(６)芸術の饗宴：現地及び演芸チーム、町の芸能人などを招いて、音楽、舞踏、
戯劇などを行う。 
(７)文化産業市場：三峽区役所が統一して企画し、三峽の各藍染工作室、文史
工作室、社会団体、農会などの機構を招聘して、三峽の特色ある藍染商品、竹
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芸術品、農産物を販売し、三峽の地方産業物産の宣伝と販売の拡大を図る(図
3-16)。 
(８)藍染の夜：三峽藍染文化を地域の人びとや地域外の人びとに宣伝する目的
で、音楽祭を通してこのイベントに参加を促進する。 
現在に至るまで 18 回開催し、新北市政府と三峽区役所が共同して行った地
方の文化活動である。このイベントには服装設計師、学界、業界、各国藍染工
芸師、現地の作業者達が集結している。藍染の発展が多様化し、またイベント
が地方の観光、経済、教育並びに文化などの面で良い影響を及ぼすことを期待
している。 
しかしながら、2009 年から、地域の区役所を主催し、台湾の文部省の予算
が尐なかったので、藍染服装の設計コンクールが続けて行けなかった。。ほか
は、藍染専門家の講演について、2008年からも中断されていた。2016 年に、
藍染専門家の講演を行っていた。2017年、市役所の支援金がほとんどないの
状況で、三峽区役所は三角湧文化協進会と地域の工坊を協力して、三峽藍染節
は続けて行っていた。 
 
 
図 3-10 2001年、『三峽染織生活用品展』が開催された 
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図 3-11、2002年、第１回三峽藍染節『穿越古今藍染情』 
 
図 3-12 2017年、第 16回三峽藍染節、『靚艷藍染・絕色三峽』 
 
 
図 3-13 藍染服装の設計とコンクールの様子 
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図 3-14 三峽歴史文物館で藍染作品の見学展の様子 
 
図 3-15 海外から藍染専門家の講演（2005 年） 
 
 
図 3-16 区役所が統一して企画し、三峽の特色ある藍染商品、地方産業物産の宣伝と販売の 
        拡大を図っている 
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５.『三峽染工坊』の設立と運営 
三角湧文化協進会の下に設立された三峽染工坊は三峽藍染の実践と藍染の
技術学習や教育に大きな役割を担っている。その運営などは以下の通りである。 
5.1.『三峽染工坊』の運営 
『三峽染工坊』は、三角湧文化協進会が、2001 年に、三峽藍染を学ぶ会員
の実践や教育普及の場として設立された。また、『三峽染工坊』は学び舎でも
あると共に、三峽地区の住民、主に主婦たちが藍染を実際に体験する場でもあ
り、作品を制作する場でもある。さらに、三峽を訪れた人びとが藍染を体験す
ることができる場にもなっている(図 3-17)。 
2003 年（民国 92年）に、三峽藍染節が始めて開催した時に、藍染小物を販
売した。給与無しの方式で、藍染生徒の中から一人を店長に選び、運営を行っ
ている。店長は生徒が順番に交代で努めている。なお、製品の売上から 10％
徴収して管理販売の費用としている。 
三角湧文化協進会の会員がボランティアとして共同で三峽染工坊を運営し
ている。1999年のメンバーは９名であったが、その後、三峽染工坊のメンバー
は増加し、2003年には22名となった。活動の初期は、住民の藍染への興味を呼
び起こすことと藍染を復興するための支援を行っていた。その後、活動の内容
は高度となり、専門家としての活動へと移行した。その結果、2017年には、専
門家として14名になっている(図3-18)。こうした実践と成果から、三峽藍染
文化の復活には、地域の歴史的資源の活用、三角湧文化協進会と政府、民間
機構、教育機関などとの連携が極めて重要であることが明らかになりつつあ
る。 
 
図 3-18 1999～2017年の三峽染工坊のメンバー数の変化 
 
5.2.三峽染工坊での販売品について 
『三峽染工坊』で、これまで開発された商品は家庭工芸品、生活用服飾品、
• 1999年
• 9名
失われた三峽染
を探求する
• 2001年
• 18名
三峽染工坊を設
立
• 2003年
• 22名
藍染展示センタ
ー
• 2017年
• 14名
三峽染工坊と藍
染展示センター
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大青養生料理の食材、染色の素材、及び染色に関する出版品など５種類である
(図 3-18)。具体的には以下の通りである。 
(１)家庭工芸品：簾、抱き枕、壁飾り及び地方の特色を持つ藍染め縁など。 
(２)生活用服飾品：大小の手提げ袋、香を入れる包み、名刺挟み、小銭財布、
ノート、四角な布、包み布、藍染人形、多くの藍染装飾品など。 
(３)大青養生料理：大青養生料理に合わせた各種食材、お茶包みなど。 
(４)染色の素材：各種の布、藍染の原料、各種染色用品など。藍草の栽培と藍
原料の生産するために、民間レジャー農場の夏季に、未利用の田畑で藍植物の
栽培を依頼している。それによって、農業の経済効果を上げることができると
考えている。 
(５)染色の出版品：三峽染坊を通じて色々な藍染に関連する書籍を取り扱うこ
とで、藍染関係者との交流を促す。 
 
 
図 3-17 『三峽染工坊』は三峽を訪れた人びとが藍染を体験することができる場にもなって
いる 
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図 3-18 『三峽染工坊』では生活用品の主な商品を製作‧販売している 
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5.3.三峽藍染工坊と連携組織・業者 
藍染の推進には多方面の組織や関係者との連携が重要との考えに基づき、当
工坊が連携を取っている教育機関、学術機構、紡績工場、設計部門、デパート、
レストランなどが多数ある。詳細は以下の通りである(図 3-19)。 
(１)学術、教育、研究機関：三峽区にある三峽中学、三峽小学校、安渓小学校、
介寿小学校、台北大学、輔仁大学紡績服装研究所、台北医学院、国立台湾工芸
センター、紡績開拓会など。 
(２)染色材料：遠東紡績公司、天染工坊、陳徳和綿布店、富勝紡績、三麻行、
建良公司、王文龍藍染場、江夏農場など。 
(３)設計機構：中国女工坊、円点工作室、流行設計工作室など。 
(４)デパートとレストラン：連携しているデパートは台湾の新光三越である。
連携しているレストランは山中伝奇、大板根レジャー･センター、福容飯店な
ど。 
 
 
図 3-19三角湧文化協進会が連携を取っている中園小学校 
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６．藍染産業の再興と地域活性化活動についての考察 
昨今、台湾では、終身学習社会が到来したといわれている。終身学習とは、
学校に限らず家庭や地域、社会において、一人の人間が生涯を通じて学び続け
ることを意味する。こうした社会変化を踏まえ、地域の学校や団体は地域住民
の多大なる学習要求・学習需要を見越して、近年、各種の学習クラスを次々に
開設している。 
行政機関の一つである教育部が、1998年に公表した「学習社会への前進」
白書では、14項目の行動案が提示され、学習社会を構築する具体的方法が示
唆された[注５]。それは、学習型家庭、学習型組織、学習型地域という三要素
を主軸に据えつつ、点から線、線から面へと学習環境を発展させていくことを
通して、統一された学習社会の構築を構想するものである。地域学習の参加者
は、同地域に暮らす人びとにより構成される。個人の学習要求と地域の発展需
要を満足させるためには、地域内における学習および公共的な討論を通じ、新
しい学習環境構造を作りあげ、同時に地域の問題に対処していくことが肝要で
ある。 
また地域の構成員へ、終身学習の経験と知識を提供し、それらを実際の生活
のなかで運用できるようにすることも大切である。こうした学習型地域の目指
すところは、最終的には、人づくりであり、場づくりであり、そして物づくり
であろうといわれている[注６]。 
このような考えに沿って、著者らは三角湧文化協進会が策定した藍染復活プ
ロジェクトでさまざまなプログラムを実践してきた。その成果についてはすで
に述べた通りである。 
それらの実践から全体を通して得られた点について以下に考察する。 
6.1.地域の歴史的資源の活用 
地域の歴史的資源は、ここでは藍染文化、三峽民権老街、三峽清水祖師廟が
当てはまるが、地域の生活文化を反映したものである限り、社会学習を通じて
郷土文化運動へと連動させ、また芸術教育活動に発展させる題材になることが
重要である。特に、三峽地域の土台ともいえる藍染産業、藍染文化は地域の人
びとにとっては忘れることのできない文化であり、非常に関心が高く、参加者
が多く、かつ時間を惜しまずさまざまな分野で極めて協力であった。 
政府機関から出された「学習社会への前進」白書で強調されている学習社会
を構築する具体的方法に、学習型家庭、学習型組織、学習型地域という三要素
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を主軸に据えつつ、点から線、線から面へと学習環境を発展させていくことを
通して、統一された学習社会の構築を奨励している。三峽地域の歴史的資源を
活用は、白書が求める学習社会構築には極めて有効な題材と考えられる。 
6.2.三角湧文化推進会の役割 
藍染復活プロジェクトは三角湧文化推進会が策定したもので、その役割の重
要性は言を俣たない。また、三峽藍染工坊の設置は藍染を学ぶための長期学習
コースと短期体験コースの設定になくてはならない場所である。 
さらに、地域の人びとが藍染体験する場でもあり、藍染文化に接する場でも
ある。この工坊の設置にも三角湧文化推進会が果たした役割は大きく、三峽地
域の人びとに藍染が浸透する契機となったと思われる。 
6.3.政府、民間機構、教育機関などの役割 
三角湧文化推進会、その下にある三峽藍染工坊の活動は、主に地域住民が主
体となってボランティアで支えられている。しかし、政府、民間機構、教育機
関などの支援がないと三峽藍染工芸と地方文化産業を推進していくことは困
難である。今後とも、これらの支援、援助が非常に重要と考えられる。 
 
７．藍染を通した地域づくりの進展をめぐる今後の有り方 
三角湧文化推進会で策定された藍染復活プロジェクトで、三峽藍染の復活と
地域活性化に取り組んできて、地域的歴史資源である藍染を通しての地域づく
りを更に進展させるための方策について、以下の点について提案したい。 
7.1.三峽藍染文化専門チームの再編成 
専門チームは企画班と実行班に分けられる。企画する領域は藍染文化の営造
専門、藍染学習課程の設計、藍染技術専門、商品セールス及び設計、藍染原料
の専門などを担う。 
また、実行班は藍染体験の指導、藍染商品の製作及び作業代行、藍染商品の
販売などを担う。これらの役割分担を明確にすると、それぞれの分担を効率的
に進められると思われる。 
7.2.藍染専門技術の認証 
現在、県市政府では、「地域企画師」の認証制度が推進されている。藍染の
「藍染工芸士」も認証制度に加えてもらうと、該当者も仕事の励みになると思
われる。 
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7.3.教師養成コースの企画 
学校教師を養成する際のコース企画では、授業の対象は学生が主であること
を前提に企画する。しかし、学校教師が地域教師を兼任する場合、藍染技芸の
指導以外、学校本来のコース企画あるいはテーマ活動の設計も欠かせない。 
7.4.ボランティアの組織及び訓練 
三峽藍染体験の文化ガイド解説部分は、この地区特有の三峽清水祖師廟や三
峽民権老街など歴史的資源を組み入れたガイドとは別に、藍染文化をガイドで
きるように訓練するようにしたら良いと思う。可能であれば、藍染文化ガイド
の組織化を提案したい。この組織内の人員は、専門的な藍染技術を習得する必
要は無いが、藍染文化の知識を是非学んで欲しいと思う。 
7.5.藍染美学の養成 
三峽藍染の展示会を何回か見学して感じたことであるが、この地方的な表現
が欠けていると思われ、地域の特色を熟知していただく講習が是非とも必要と
思われる。 
また、藍染製品の図案の造詣設計及び地方的な文様を向上させることを提案
したい。そうすることは同時に三峽藍染文化の質的向上をもたらすと思われる。 
7.6.藍染学習交流センターの提供 
藍染月例会と地域での藍染体験を行うべきと思われる。そのためには、藍染
勉強活動は布染作業も含んでおり、各地域の勉強地点では毎週の布染日活動を
決め、かつ適正な材料費を徴収して藍染体験を実施した方が良いと思われる。 
7.7.定期的に三峽藍染会へ参加 
各地域は日常における交流、研修を通じて、藍染知識、技芸、美学などの潜
在的な能力向上に努めると共に、皆さんで声を掛け合い三峽藍染祭りに参加す
るようにしたら良いと思われる。そうすることによって、三峽藍染祭りに参加
することが普通になり、自然と互いに三峽へ一緒に行くことが話題になること
が期待される。 
7.8.『二年展覧会』の催し 
毎年開催される三峽藍染祭りは、現在中央政府が主催している。これを中央
政府と地方役所が隔年で主催する形にすれば、地方役所が主催の年は現地の団
体も参加し易くなり、しかも協力体制を取りやすいと思われる。現地の団体が
参加して協力することこそ三峽藍染祭りという本来のあるべき姿になるので
はと思われる。 
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８．おわりに 
前章まで、台湾･三峽地域における藍染産業の成立要因、および藍染産業の
盛衰が地域生活文化に及ぼした影響を明らかにした。また、藍染産業の興隆に
よって形成された「三峽民権老街」の街路空間の文化的特質を把握し、260ｍ
にも及ぶ街並みに残るファサードに付された装飾文様には当時の人びとの生
活に対する願望、協働、連帯意識、子ども達への優しさなどが反映されいるこ
とを明らかにした。 
本章では、これらの研究結果を踏まえつつ、当地域の藍染産業の復活と地域
活性化について、「三角湧文化協進会」で検討・策定された「三峽伝統染色技
術復原プロジェクト」で、失われた三峽藍染の探求、藍染技術の研究、藍染技
術の担い手育成、藍染普及活動、三峽藍染節のプログラムを試行錯誤しながら
実践した成果を記録するとともに、考察を行った。また、同様に「三角湧文化
協進会」の下につくられた「三峽染工坊」で、三峽藍染を目指す人びとの技術
研修や藍染に関心のある地域住民に藍染に接する機会の提供を行った成果を
取りにし出た。 
それらの実践と成果から、三峽藍染文化の復活には、地域の歴史的資源の活
用、三角湧文化協進会の役割、役政府、民間機構、教育機関などとの連携が極
めて重要であることを明らかにした。 
また、藍染を通しての地域づくりを推進していくための活動のあり方につい
て、三峽藍染文化専門チームの再編成、藍染専門技術の認証制度の導入、教師
養成コースの企画、ボランティアの組織及び訓練、藍染美学の養成、藍染学習
交流センターの提供、定期的に三峽藍染会合へ参加、『二年展覧会』の開催方
法等についての提案をまとめた。 
 なお、三峽の藍染をさらに一歩進めて産業として成立させるためには、資金
調達手段としてクラウドファンディングやネット販売の充実を図るために、ビ
ジネスセンスの高い人材やマーケティングのできる人材の発掘･養成も必要と
考えられた。 
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１.はじめに 
『三峽染工坊』は、三角湧文化協進会が、2001 年に、三峽藍染を学ぶ会員
の実践や教育普及の場として設立された。また、『三峽染工坊』は学び舎でも
あると共に、三峽地区の住民、主に主婦たちが藍染を実際に体験する場でもあ
り、作品を制作する場でもある。さらに、三峽を訪れた人びとが藍染を体験す
ることができる場にもなっている。 
「藍染展示センター」は、2002年に三角湧文化協進会が計画書を提出して、
2003年から三峽区役所が『三峽染工坊』に併設した。ここでは藍染体験の工坊
と藍染作品の展示販売が可能となった。「藍染展示センター」の前身は区役所
の宿社であり、20年ほど使わない古い建物であった。 
三角湧文化協進会は藍染展示センターで運営する期間は2003年10月～2009
年9月、2013年10月～現在までの二段階に分けることができる。 
本章では2013年から、「藍染展示センター」にある「三峽染工坊」で藍染体
験に参加した体験者数の推移や体験者の感想を取りまとめるとともに、考察を
行った。 
また、資料編に示した三角湧文化協進会の年度別活動記録にしたがって、藍
染活動の研修、展覧会、海外との交流などの実績について、簡潔に記すことに
する。 
 
２.藍染体験の実績（2013年 10月～2017年 12 月） 
藍染体験は地域の住民や観光者の藍染体験である。藍染め体験は藍染め経験
３年間以上の生徒が順番に担当し、週１回と月２回の当直に分けて、民衆や観
光客に藍染めの体験を提供する。 
三峽藍染の推進を図るためには、藍染体験の実施は宣伝効果も高く、藍染振
興にはとりわけ効果的であると思われる。藍染体験に参加した方々は、深い印
象を受け、特に自らの意志で参加した人は、染め作業の過程で青色が変化して
いく過程に喜びを見い出している。 
三峽藍染体験のコースは多様で、親子の協同に基づく染布、コミュニティの
交流、校外学習、社員旅行の藍染体験などが用意されている。参加した方は、
2013年以来、これまで35000人を超えている。藍染文化振興に協力する人的資
源は、この数年の育成訓練により誕生した第一世代の人びとで構成されている。 
三峽地区では、藍染に関する材料がおよそすべて調達することができ、また、
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多様な染色技法の実践に対応できる体制になっている。さらには、染色の流れ
を計画することができる人材が揃っている。こうした好条件により、人的資源
を有効に活用できるとともに、藍染材料の無駄な消耗を押さえることができる。 
 
３.藍染体験参加者数 
1999年から 2017年における藍染体験参加者数の月別、年次別の推移を表１、
表 2、図 4-1、図 4-2 および図 4-3に示した。なお、筆者は、仕事と博士課程
に国内及び日本へ進学したため、活動に直接参加していなかったために欠落し
た。 
月別の藍染体験参加者を示した図 4-1によると、2002年 6月は人数が特に
増えているが、これは第一回藍染節を開催する前に、市役所が支援してくれて、
三峽地域の公立幼稚園児が藍染体験に参加したためである。 
年度別の藍染体験参加者を示した図 4-2によると、1999年から 2003 年まで
は、年間の参加者は 2000人以下であったが、2013年には参加者は 3000 人に
達し、その後、急激に増加し、6000人から 8000 人となった。 
月別の藍染体験参加者を示した図 4-3によると、５月から学校が夏休みにな
る８月にかけて多くなる傾向が伺える。また、季候が良くなる 10月から藍染
フェスティバルのある 11月までの期間が多い傾向がある。なお、12月から３
月までの冬期間の参加者は減る傾向である。 
2013 年 10月から「藍染展示センター」にある「三峽染工坊」で藍染体験に
参加した体験者数が多く、特に藍染体験を開始した 2014が多くなった。2015
年、2016年は減尐したが、2017年に入って参加者はやや回復する傾向がある。 
藍染体験の予約団体の回数は資料編の三角湧文化協進会の年度記事に示し
たが、2013年の 67回、2014年の 194回、2015 年の 158回、2016年の 181 回、
2017年の 141回であった。 
2015 年 8月に、三峽民権老街の近くに「藍染公園工坊」を設立されたため、
「三峽染工坊」での体験数は、2015年に減尐したが、「藍染公園工坊」での体
験者を加えると、地域全体を考えると体験人数は増えていると思われる。 
なお、藍染体験は有料で、その収支は図 4-4 に示した。NPO法人であり、利
益を目的としていないので、運営費に該当する経費が賄えればと思っており、
順調な収支と判断される。 
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表１ 三角湧文化協進会 1999～2003 年の藍染体験人数 
月      年 1999 2000 2001 2002 2003 
1 / 50 / / / 
2 / / / / / 
3 / / / / / 
4 / / / 40 / 
5 / 40 / / / 
6 / / / 600 40 
7 / 250 40 / / 
8 / 250 80 800 390 
9 / / / / / 
10 40 40 / 300 / 
11 30 / / 120 / 
12 / 20 30 50 50 
計 70 600 150 1910 480 
 筆者記録（2003 年） 
 
表２ 三峽藍染展示中心における 2013～2017 年の藍染体験人数 
三角湧文化協進会 劉美鈴氏 提供 
 
 
月      年 2013 2014 2015 2016 2017 
1 472 356 649 753 355 
2 21 104 450 439 306 
3 245 429 345 467 299 
4 253 611 214 489 1154 
5 374 1058 594 771 916 
6 480 515 330 689 679 
7 661 924 802 654 733 
8 412 1122 553 710 847 
9 101 300 349 216 223 
10 345 800 539 702 405 
11 279 981 830 633 1269 
12 285 334 654 420 811 
計 3089 8039 6309 6943 8007 
第４章 三角湧文化協進会と『三峽染工坊』における藍染の実績 
 
99 
 
 図 4-1 三峽藍染展示中心での藍染体験者数の月別推移（1999～2003年、2013～2017 年） 
 
図 4-2 三峽藍染展示中心での藍染体験者数の年別推移（1999～2003 年、2013～2017年）
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図 4-3 三峽藍染展示中心での藍染体験者数の月別推移（2013～2017 年） 
 
 
図 4-4 三峽藍染展示中心における藍染体験事業の収支の年別推移（2014～2017 年） 
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４.藍染体験した方々の感想文 
2017 年 11月 23日から、12月 12日まで、三峽藍染展示中心で三峽藍染を体
験した方に感想文を記入していただいた。その一部を以下に示す。 
11月 23 日、2017 Pop Up Asaix 手創世代のメンバーで三峽藍染体験をした方々
の感想） 
 今日は、色々な藍染技法を学ぶことができるて、本当に面白かった。特に、
どのように染め上がるのか、見るまで期待が大きかった。（社会人、女） 
 体験する前に想像していたのとは違ったが、藍染が好きになった。（社会
人、女） 
 初めて藍染を体験した。私は規則的なパターンが好みでなかった。色は薄
い色が好きで、藍染は色にグラデーションがあり、素敵である。（社会人、
女） 
 ビックリした。スカーフを染めてみたが、一つとして同じ色に染まるスカ
ーフが無かった。また次回も体験したい。（社会人、女） 
 家にいろんな服があるので、ここへ持ってきて染めてみたい。（社会人、
女） 
 藍染が好きな人は増えていると思う。手づくりの物が好きな人も増えてい
る。自分で服をつくって、それを藍染して使うことは、いいことである。
（社会人、男） 
11月 27 日、輔仁大学の修士一年生 
 藍染の技法はいろいろな種類があることは全然知らなかった。片野絞りと
いう技法が大好きで、この技法が学びたい。もし、この技法についての課
程があったら、参加したい。（学生、女） 
 藍染は本当に綺麗で、染め方で色々な色に染められそうなので、他の色に
も染めてみたい。（学生、女） 
 今日は、水管（塩ビパイプ）で絞って綺麗な文様に染めることができて嬉
しかった。（学生、女） 
 今日は絞り技法を体験した。また、次回は臘染めをやりたい。（学生、女） 
 藍液の匂いはちょっとよくないと思う。学校にも藍液が一つある。毎回、
藍瓶の近くを通ると、この匂いが鼻につく。（学生、女） 
 藍染が大好きで、家にある布を染めてみたいので、次回は自分で布を準備
して参加したい。（学生、女） 
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11月 29 日、桃子脚小学校教師 
 ああ、きれい、初めてこんなにきれいなスカーフをつくりました。色が濃
いところもあるし、薄いところもあって。こんなグラテーションのある色
は大好き。先生、ありがとうございました。（教師、女） 
 染め上がったのも見ると、最初に想像した色と違い、前回より綺麗に染ま
っていた。（教師、女） 
 また今度、Ｔシャツをつくりたい。藍染で服を染めて着てみたい。（教師、
男） 
 藍染のことを色々勉強していたので、このパターンはこの絞りの技法で作
られていることを知っていました。このスカーフは白色と藍色がはっきり
分かれていて好きです。（教師、女） 
 染めるのは大変な仕事と思う。何回も染めて濃い色が出てくれる。藍染は
大変ですが、楽しい。一番面白いは染め上がったのを見る瞬間です。（教
師、女） 
 私は濃い色が好きである。今日は絞り技法で染めたスカーフが好きです。
（教師、女） 
11月 30 日、聖心小学校 
 藍液が一寸臭かったが、藍染は面白かった。（小学生） 
 藍染の染め方を知らなかったが、先生が教えてくれて、きれいに染める事
ができました。（小学生） 
 藍染は面白かった。（小学生） 
12月 1 日、林口幼稚園 
 臭い、この匂いが嫌い。でも、藍染がすき。（幼稚園児） 
 藍染が面白いですが、匂いが臭い。（幼稚園児） 
 絞り面白い、でも、臭い。（幼稚園児） 
 幼稚園の子どもたちが小さくて、藍染を見る体験だけでもよく、染めるの
は大人が手伝った方がいいと思った。幼稚園児は小さいですので、服が汚
くなっている（幼稚園児の母） 
12月 1 日、台湾人寿  
 藍染は面白くて、染めたハンカチも綺麗です。でも、染める時間が掛かる。
（社会人、女） 
 この匂いが臭くて、染めた布がきれいです。（社会人、女） 
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 藍染は面白かった。今度は、我々会社のお客様を連れて来て藍染体験をし
てもらう。（社会人、男） 
 藍染をする布は家族のみんなで一緒に手づくりしたい。（社会人、男） 
12月 3 日、週末のお客様 
 藍染は複雑で面倒をお掛けしましたが、大変面白かった。（社会人、男） 
 三峽の裏山にはたくさん藍の植物があるか。とってもいい。（社会人、男） 
 藍染はきれいで、また今度、友達を連れて来て藍染体験をしたい。（社会
人、女） 
 また参加して、今度、暖簾をつくりたい。 
 今日は、娘を連れて来て染めたが、私の方が娘より興味があり、次回は、
早めに来て染めようと思う。（社会人、女） 
12月 7 日、瑞芳小学校 
 藍染は臭いけど、面白かった。私はゴムと木片を使って絞り染めをした。
自分でつくった染め物が大好き。 
 水が冷たかったが面白かった。藍液が藍色から緑色になって、染めた布が
緑色から青くなっていた。マジックみたいな感じ。 
 私は変わった模様をつくった。これまでの感想と違って、藍染が好きにな
った。 
 藍染は可愛い、好きです。ゴムと木で布を挟み、一緒に絞って染めた。染
め上がったパターンは想像していた図案とはちょっと違っていた。 
 染めるのは嫌いだ。水が手袋に入っていた。 
 今回の藍染体験は三回目で、好きで、臭くないと思う。 
 初めての染めで、興奮し、好きになった。染めた布は変な図案であったが、
良い色が好き。 
 染めるのは楽しかった。元々は葉の形をつくりたかったですが、結局、葉
の形にできなかった。でも、好きです。また今度、父と母を連れてくる。 
 手づくりは面白かった。私は天然素材が好きである。子どおたちを連れて
きて、藍染を行って、面白い手づくりを体験した。藍染作業は面倒くさい、
昔の人は染物で辛い思いをしていたと思うが、それを子どもたちが体験で
きてよかったと思う。（教師） 
 藍染に感動した。みんなで藍染製品をつくって、面白かった。（母） 
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12月 12 日、明志科技大学 
 初めての藍染体験で、新鮮だった。(ベトナム留学生) 
 面白かった。水が冷たかった。(ベトナム留学生) 
 匂いが臭い。(ベトナム留学生) 
 藍染は不思議。藍染液が酸化して、色が変化して藍色に染まる工程が面白
かった。 
 どのように染め上がるか、とてもワクワクした。 
 想像と違って、失望した。(ベトナム留学生) 
 藍染は三回目ですが、毎回、別の色に染まり、とても驚いた。 
 驚いた。(ベトナム留学生) 
 面白かった。(ベトナム留学生) 
 初めて藍染を体験したが、染まり方が不思議で、驚いた。(ベトナム留学
生) 
 初めて染める作業をみて、とても不思議で驚いた。(ベトナム留学生) 
 想像と違っていたが、とても好きである。(ベトナム留学生) 
 とても新鮮であった。(ベトナム留学生) 
 染めるのは、材料費が掛かったが、染め上がった藍染は価値があった。体
験しながら、藍染の知識を知ることが出来た。若い世代にとって、すばら
しいことであった。 
 以前から藍染に期待感を持っていた。今回は初めての体験で、もっと他の
技法を習いたい。 
 藍染体験はとても特別な体験で、いいと思った。 
 手づくりの体験は面白かった。手づくり市で、もっと人びとに宣伝する。 
 好きですが匂いが臭い。藍染は個人の創意が限りなく、奥が深いと感じた。 
 匂いがダメだ、他に問題ない。(ベトナム留学生) 
 藍染は不思議で特別であった。染める度に染まる色が全然違った。(ベト
ナム留学生) 
 臭い、楽しかった。(ベトナム留学生) 
 また今度、ほかの技法で染めてみたい。 
 昔は、このような作業工程で布を染めていたことを、今日、始めて知る事
ができてとても良かった。 
 体験した藍染は自分の想像とは違ったが好きになった。(ベトナム留学生) 
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 染めていて、どんな色に染まるか期待した。楽しかった。(ベトナム留学
生) 
 嬉しかった。好きです。(ベトナム留学生) 
 染め上がったとき、満足感を感じた。(ベトナム留学生) 
12月 12 日、亜太技術学院 
 今回の藍染体験では新しい技法を学ばして貰った。今回はスカーフをつく
りましたが、大いに満足しました。素晴らしい体験であった。 
 初めて、染め物を作った。また、来たい。 
 今回は違う技法を学び、毎回藍染体験は違う成果があって、とても面白い。 
 絵を描いていたが、染め上がった絵は想像していたものとはちょっと違っ
た。でも、とても美しく染まっていた。 
 今回は、新しい技法を学ぶことができて、嬉しかった。（教師、女） 
 
５.感想文のまとめ 
2017 年 11月 23日から 12月 12日まで、三峽藍染展示中心で三峽藍染を体
験した 11の団体の皆さんの感想文を要約すると以下の通りであった。 
① 11月 23日、2017 Pop Up Asaix 手創世代のメンバーの皆さん 
社会人の方が多く、藍染を体験する方がほとんどで、藍染はどのようにして
おこなうのかを期待を持って参加した人が大多数であった。 
実際に藍染を体験して、体験する前に想像していたものとは違って、染め上
がったスカーフを見て、想像以上に、色のグラデーションがあって、驚くとと
もに、藍染がいっぺんに好きになったという感想が多かった。 
また、藍染は正しく手づくりの世界で、藍染を愛好する方々が増加している
と感じていて、自然な材料を用いての藍染は環境問題を考えると良いことと思
うとの感想もあった。 
② 11月 27日、輔仁大学の修士一年生の皆さん 
藍染が初めての学生もいたが、何度か体験している学生もいた。その中で藍
染の手法について、特に絞り染めへの関心が何人かいた。そして、蝋染めや絞
り染めの技法についての過程があったら参加したいとの感想もあった。 
藍液の匂いがちょっと苦手という学生もいたが、大半の学生は藍染に好感を
持ったようであり、自分で布を持ち込んで再度挑戦したい学生もいた。 
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③ 11月 29日、桃子脚小学校教師の皆さん 
体験を通じて、藍染の複雑さ、大変さが理解できた。また、藍染でスカーフ
を作り、染め上がった色にグラデーションがあって、感動し、大好きになった
との感想もあった。また、再度挑戦して、Ｔシャツなどを染めてみたいとの希
望もあった。 
④ 11月 30日、聖心小学校の小学生の皆さん 
初めて藍染を体験した小学生は、藍液の匂いに戸惑いを感じた子もいたが、
大方は綺麗に染まる藍染に好感を持ったとの感想であった。 
⑤ 12月 1日、林口幼稚園の園児の皆さん 
小学生と同様に、藍液の匂いが苦手との感想が多かった。ただし、藍染の楽
しさを感じたとの感想も多かった。 
なお、参加した園児の母は、幼稚園児は小さくて、服を汚したりして、一人
で藍染をやるのは大変だから、大人が手伝った方がいいとの指摘もあり、大変
参考になった。 
⑥ 12月 1日、台湾人寿の皆さん 
藍染で染めたハンカチは綺麗で、時間が掛かるが面白いとの感想や、藍染は
匂いがきついが、でき上がった作品は綺麗で感動したとの感想があった。 
また、家族皆で参加して一緒に藍染体験したいとの意見や我々の会社のお客
さんを誘って、体験してもらおうとの意見もあった。 
⑦ 12月 3日、週末の一般のお客の皆さん 
三峽の裏山には沢山の藍がじせいしていることを聞いて感動した。藍染は複
雑で、教えて頂いた先生に面倒をおかけしたが、大変良い体験であったとの感
想であった。 
また、藍染した作品は大変綺麗で、友達を連れてきたいとか、暖簾を染めて
みたいなどの感想があった。 
⑧ 12月 7日、瑞芳小学校の皆さん 
藍染は臭いけど、面白かった、ゴムと木片を使って絞り染めをしたが、自分
で作った染め物が大好き、水が冷たかったが面白かったなどの感想があった。 
また、藍液が緑色になって、染めた布が緑色から青くなって、マジックみた
いに感じた、ゴムと木で布を挟み、一緒に絞って染めたら、染め上がったパタ
ーンは想像していた図案とはちょっと違っていて驚いた、初めての藍染体験で、
興奮し、染め上がった色は綺麗だったなどのさまざまな感想があったが、藍染
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体験については概ね好評であった。 
父や母を連れてきてまた体験したいとの感想もあった。 
一方、水が手袋に入ってきて、染め物は嫌いという子もいた。 
一緒に参加した先生は、手づくりは面白かった。私は天然素材が好きである。
子どもたちを連れてきて、藍染を行って、面白い手づくりを体験した。藍染作
業は面倒くさい、昔の人は染物で辛い思いをしていたと思うが、それを子ども
たちが体験できてよかったと思うとの感想をいただいた。 
⑨ 12月 12日、明志科技大学の学生の皆さん 
  初めての藍染体験で、新鮮だった、染めの課程で色の変化に驚いた、3回目
の体験であるが、その都度染まる色が同じ出ないのに驚きを感じたなどの感想
が多かった。 
  また、藍染の知識を得ることができて良かった、藍染は個人の創意工夫次第
で、色々な形、色合いが実現できて奥が深いと思ったなどの感想があった。概
ね好評であったと言える。 
  一方で、匂いがきつい、水が冷たかったなどの感想もあった。 
⑩ 12月 12日 亜太技術学院の皆さん 
  藍染経験者が多く、藍染の技法への関心が高かった。また、再度トライした
い、自分が描いた絵を染めたら、とても美しく染め上がって嬉しかったなどの
感想もあった。 
 
６.藍染体験の実績のまとめと考察 
  三峽染工坊での藍染体験者数は 2014～2017 年で、年間 10,000～8,000 人に
達し、2016 年からの藍染公園工坊での参加者を含めると、全体としては年々
増加している。 
  また、藍染体験をした参加者の感想文をまとめると、藍染の染め上がりの色
のグラデーションに新鮮な驚きと楽しさを、幼稚園児、小学生、大学生、一般
人などの皆さんに共通した感想であった。また、最初は藍染に馴染めない感じ
の参加者も、体験することによって藍染の素晴らしさを感じて、好きになった
との感想が多々見られた（図 4-5）。 
  さらに、藍染の技法についてもっと学びたいとの感想もあった。 
  一方で、藍染は工程が複雑で難しいとの感想や、藍液の匂いが臭いとの感想
も見られた。特に匂いに関しては小さな子どもに多かった。これらは藍染の特
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性であり、それを含めて学んでもらえるよう、教え方をしていく必要がある。 
  地域の伝統工芸として、できるだけ多くの人びとに体験してもらい、藍染を
知ってもらうことは藍染復活の最大の課題と考えられ、これからも藍染体験を
充実していきたい。 
 
  
図 4-5 藍染体験の様子 
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７.三角湧文化協進会の活動実績について 
本章では、「三峽染工坊での藍染体験の実績」について、年度毎の参加者数
の推移や体験者の感想文を取りまとめた。その結果、藍染体験は極めて有意義
と考えられ、藍染振興には藍染体験の充実と拡大の必要性を提起した。 
著者が関与してきた三角湧文化推進会の活動状況について、1996年～2017
年に記録されている三角湧文化推進会の記事に示したように（資料編の参考資
料）、三角湧文化推進会の活動は 2006年までは、年間の活動数は 20～50 回く
らいであったが、2007 年からは 100回を超える年が多くなっている。これは
三峽地域の藍染を復興させようとする活動が徐々に活発になっている証でも
ある。特に、藍染体験や藍染活動が 2007年頃から活発になってきたこと、藍
染フェスタへの関与が多くなってきたこと、さらにはデパート等のイベントで
藍染の宣伝活動も多くなってきたことが上げられる。 
また、三角湧文化推進会の活動記録について資料編として記載した。これに
よると、当文化推進会の活動は近年大幅に多くなっていて、地域住民の藍染の
認識度は高まっていることが明らかとなった。藍染の復興についての当文化推
進会の活動は極めて有意義と考えられ、著者は今後もこの活動に積極的に加わ
ってゆきたいと考えている。 
次に、資料編に示した三角湧文化協進会の年度別活動記録にしたがって、藍
染活動の研修、展覧会、海外との交流などの実績について、簡潔に記すことに
する。 
7.1.藍染研修 
1999 年、三角湧文化協進会は初めての藍染研修を行った。今後は、藍染技
法を学ぶための藍染研修を毎年行くこととした。 
2000 年から 2003年まで、荘世崎先生のご指導を受けながら、藍染研修のメ
ンバーは国立台湾師範大学と輔仁大学で、前後 4年間に藍染についての専門技
術とデザインを自費で勉強した。 
2004 年～2005年まで、『社区文化産業再造』のテーマで、台湾政府の文化建
設委員会（元文化部）の支援を受けて、人材育成、藍染の学習環境を整え、藍
染作品をつくるための研修を実施した。この間に、三峽農会と三峽市役所から
も支援を受けて、地元の藍染生徒を受け入れて育成に取り組んだ。 
2009 年～2016年に、国立台湾工芸研究発展センターのプログラムの支援を
受けて、『藍染革』（素材の革を藍染する方法）の技術を開発した。また、三峽
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地域の名物のお茶生産農家と連携して、『藍茶道』という商品を開発した。 
2016 年には、有松絞りの専門家である村瀬先生にお越しいただき、有松絞
りに関してのワークショップを行った。このワークショップに参加したメンバ
ーは、自費の状況で、『三峽染工坊』のメンバーの他に、台湾の藍染専門家も
一緒に参加した。これらの活動は、NPOとしての三角湧文化協進会の一つ役割
である。 
なお、毎年継続して行われていた三峽藍染節での人材育成課程は、予算不足
のために 2017年から中止となった。 
7.2.藍染展覧会 
藍染展覧会は第三章の三峽藍染節に記してあるが、三角湧文化協進会との連
携で開催した展覧会については、その概略を以下にまとめた。 
2000 年に、初めて三峽地域で開催した藍染展覧会は、三角湧文化協進会の
藍染組のメンバーが作成した三峽地域の藍染作品を、学習の成果として発表し
たものである。 
2002 年から現在まで、毎年、三峽文物館で三峽藍染節の展覧会が開催して
いる。この他、三峽市役所、三峽地域の三峽小学校、安渓小学校、中園小学校、
台北大学、新北市客家文化園区（2015年）、三峽農会、『梅樹月』展覧会（2012
年～2017 年）、福容ホテル（2014年）、三峽民権老街（2006年）など各部署で
開催している。 
2001 年に、三角湧文化協進会の藍染作品展覧会が、初めて三峽地域以外の
場所である台中県文化センターで開催され、2010 年、2013年、2015 年、2017
年にも同じ場所で開催した。 
この他では、台北当代会館（2013年、2017年）、国立工芸発展センタ （ー2014
年）、華山文化園区（2005年、2017年）、新光三越デパート（2013年、2015
年）、台北『单門町 323』（2014年）、台湾宜蘭デザイン年会（2015年）、台北
市社会教育館（2008 年）、国立中央図書館台湾分館（2008年）、台北京華城デ
パート（2017年）などで開催さした。 
さらに、海外では、中国の厦門（2008年、2009 年）、上海（2009年）、韓国
の大邱（2008年～2010 年）、光州（2009年）、羅州（2015年、2017年）など
で開催した。 
7.3.海外との交流 
1999 年までに、三峽藍染をある程度の再現の見通しがたった以降、三角湧
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文化推進会は海外との交流を考え始めた。最初の藍染交流は、2003年に中国
貴州の元文化局の帥學劍とであった。さらに、同じ年には、韓國大邱(テグ)
カトリック大学名誉教授、金芝希先生が三峽に来られた。それ以降、現在まで
の 10数年間にわたり、韓国との交流は続いている。 
2005 年には、三峽藍染節の活動のなかで、国際シンポジウムとワークショ
ップが開催された。出席した海外の専門家は金芝希先生（韓国）、牛田智先生
（日本）、Monoleena Banerjee氏（インド）、Carol Anne Grotrian氏（アメリ
カ）、Patricia Cheesman（タイ）氏である。その時は、台湾染色の専門家も参
加して、情報交換を課発に行った。 
また、2006年の三峽藍染節でもシンポジウムとワークショップを開催した。
その時には、デザイナーの神戸憲治氏（日本）、国選定卓越技能賞『現代の名
工』の滝浦輝夫氏と徳島の古庄紀治氏、徳島県立工業技術センターで専門研究
員の川人美洋子先生、イギリスの藍染研究家の Jenny Balfour-Paul先生に参
加していただいた。 
そして、2008年に韓国で開催された天然染色国際会議に、約 30名の台湾の
染色専門家が参加した。この会議のきっかけで、2014年に、天然染色国際会
議を、国立工芸研究発展センターが主催して、台湾の草屯で開催された。 
国際シンポジウムを契機に、近年、台湾や三峽地域では、海外との交流が盛
んになった。特に、2009 年８月、日本絞り協会は、藍師の佐藤昭人氏、有松
絞りの創始者である竹田庄九郎の流れをくむ竹田嘉兵衛商店の竹田耕三氏な
ど約 30 名が台湾を訪れてくれた。 
また、中国の藍印花布博物館館長の呉元新氏、京都の藍友禅作家の橋詰清貫
氏、「韓国天然染色博物館」の営運長の許北九先生、千葉大学の宮崎清先生、
植田憲先生と浦安市民大学の皆さん、国際天然染色組織の『ISEND』代表者、
『東京‧徳島の台湾藍考察団』、伝統工芸作家「山本玄匠」氏、徳島の日本放送
テレビ、香港国際貿易と観光発展局、日本山口県藍染工芸協会、日本青梅『壺
草苑』藍染工房など多くの方々が三峽地域を訪れ、交流を深めた。 
 
さらに、三角湧文化推進会の存在が大きくなって、色々な方の来訪やマスコ
ミの取材なども多くなってきたのも活動活発化の要因でもある。マスコミへの
取材協力は、当地域の藍染復興活動を多くの方への周知にもつながり、それら
の相乗効果で、地域住民の藍染体験への参加を誘導していると考えられる。 
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今後の藍染振興には、三角湧文化推進会の役割は極めて重要と考えられ、こ
れからも活動参加で自身の関与を深めたいと考えている。 
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１．はじめに 
新北市三峽地域は、かつて、台湾における最大の藍染製品の産地であった。
しかしながら、台湾における藍染産業は、1930 年頃、化学染料の普及や生活
様式の変容などを主な要因として衰退・中断を余儀なくされた。その後、1990
年代より、国を挙げて社区総体営造と称される内発的地域づくり運動が進めら
れると、三峽地域においては積極的に「失われた三峽藍染文化の復興」への取
り組みが行われるようになった。 
本論文は、台湾三峽地域における藍染文化の再確認・再認識を行うとともに、
今後の当該地域における藍染文化の振興と地域活性化の指針を導出すること
を目的としたものである。本章は、ここまでの検討から得られた結論をまとめ、
今後の課題と展望について述べる。 
 
２．各章で得られた知見 
2.1.第１章：台湾三峽地域における藍染産業の成立 
第1章では、文献調査ならびに地域の古老や住民への聞き取り調査に基づき、
三峽地域の藍染産業の歴史と藍染産業が地域社会に及ぼした影響を考察した
結果は、以下のように総括することができる。 
(１)当該地域の成立の端緒は、中国福建省などから台湾に移住して来た人び
とが、故郷に酷似した三峽地域に定着し、自生していた藍草を用いて、故郷
から持ち込んだ技術を用いて藍染を始めたことに遡ることができる。 
(２)人びとは、藍草の栽培に着手し、20年以上にも及ぶ苦労の末に成功し、
三峽地域は水運にも恵まれていたこともあって、藍染する綿布を中国から輸
入し、独特の技法で良質な藍澱や藍染製品を台湾全土の他、中国や日本など
へ輸出するまでに興隆した。 
(３)三峽地域の藍染産業が最も盛んになったのは、1890年から日本統治時代
の半ばに当たる1920年頃であった。その後、日本政府による石炭の採掘や木
材の伐採で藍草の栽培地が激減し藍澱の生産量が減尐した。また、水運の衰
退、さらには化学合成された藍の出現、洋装の一般化などを要因として衰退
していった。 
(４)三峽地域の藍染産業の形成には、当該地域の人びとの｢互助精神｣｢結市｣
などの伝統がきわめて重要な要因になった。また、現在目にすることができ
る三峽民権老街も、そうした人びとの活動の名残である。それは、｢三老陳｣
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に代表される藍染産業で財をなした経営者たちが、｢三角湧農会署辧事処｣を
自主的に設立し、同団体を通じて、耕地改良、養豚、養殖など農業の振興、
三角湧公学校設立による教育など多大な社会貢献を行ったことからも推し量
ることができる。 
2.2.第２章：台湾三峽地域「民権老街」における街路空間の文化的特質 
第２章では、｢三峽民権老街｣が建設された当時の街路空間の文化的特質を把
握することを目的として調査・研究を行った。文献調査および古老らへの聞き
取り調査を中心とした現地調査を行い、以下のように総括することができる。 
(１)今日残る｢三峽民権老街｣は、総督府の命によって再建が開始されたが、建
物のファサードに付けられた装飾文様の多くは中国式であり、日本施政下であ
りながら当地域の人びとによって主体的に装飾が施されていた。日本様式、西
洋様式も混在し、時代的背景との関連もみられる。 
(２)建物のファサードに付された装飾文様には、動物文様、植物文様、幾何文
様、器物文様、自然文様などがあり、個々の文様には当時の人びとの生活に対
する願望や家族の安全と繁栄への祈りが色濃く反映されている。 
(３)隣家同士で装飾文様の素材やモチーフが同じであるなど、何らかの形で協
働が行われた様子がうかがえ、地域共同体としての連帯意識の強さがみて取れ
る。 
2.3 第 3 章：台湾・三峽地域の藍染産業の再興と地域活性化の研究 
第３章では、第１章、第２章の研究結果を踏まえつつ、当地域の藍染産業の
復活と地域活性化について、「三角湧文化協進会」で検討・策定されたプロジ
ェクト（プログラム）とそれらの実践と成果は以下の通りであった。 
（１）ツアーガイドプログラムでは、地域観光と藍染体験を連携した１日コー
ス、２日コースなどのツアーガイドプログラムを実施している。 
（２）失われた三峽藍染の探求プログラムでは、1999年（民国 88年）７月 19
日から活動を始め、最初に、陳景林講師と共に登山を行い、自生する藍（野生
馬藍）を始めて目にすると共に、採取した藍を用いて、藍染を実体験した。そ
の後、陳景林、馬芬妹、劉世鈞、荘世琦の各講師の指導・激励のもと伝統的手
工芸藍染の技巧に関して研究を行った。 
（３）藍染技術の研究プログラムでは、初期には『三峽染』のメンバーが伝統
的染め液技術の研究が重点的に行った。会員たちは、藍の植物生態を学び、ま
た藍を採取し、染色液の抽出法を学んだ。次いで、染色技法と製品制作に重点
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を移して活動を続けた。そうした中で、『三峽染』の会員たちは、尐しずつ、
しかしながら確実に学習を積み重ね、一歩一歩、成長して行った。 
（４）藍染技術の担い手育成プログラムでは、技術研修課程を策定し、技術訓
練を主軸に置くことにした。技術訓練実施に当たっては、三角湧文化協進会か
らの協力を得て、三峽藍染第一世代を訓練・育成する課程と、地域住民が参加
することができる短期藍染体験課程を設立した。さらに、藍染を志す人びとが
毎月集会を開催して、講演会や勉強会、鑑賞会など行いながら技術向上と会員
同士の連携を深める試みも実施している。 
（５）藍染普及活動プログラムでは、藍染を地域の人びとに広く広報するには、
地域の人びとに体験してもらうのが重要と考え、主に藍染日を固定して関心あ
る人びとに公開する活動と藍染体験を実施している。 
（６）学習の成果をフィードバックするため、『三峽藍染』はイベントとして、
年度展覧と作品発表を行い、会員に活動参加への満足感と達成感を与えるよう
に努力している。この藍染フェスティバルは 2000 年から 2017年までに毎年実
施している。 
2.4.第４章：『三峽染工坊』での藍染体験の実績 
本章は2013年から、「藍染展示センター」にある「三峽染工坊」で藍染体験
に参加した体験者数の推移や体験者の感想を取りまとめるとともに、若干の考
察を行った。「藍染展示センター」の前身は区役所の宿舎であり、20年ほど使
わない古い建物である。三角湧文化協進会は藍染展示センターで運営する期間
は2003年10月～2009年9月、2013年10月から今までの二段階である。 
（１）藍染体験の実績について、藍染体験は地域の住民や観光者の藍染体験で
ある。三峽藍染の推進を図るためには、藍染体験の実施は宣伝効果も高く、と
りわけ効果的であると思われる。藍染体験に参加した方々は、深い印象を受け、
特に自らの意志で参加した人は、染め作業の過程で青色が変化していく過程に
喜びを見い出している。 
（２）藍染体験参加者数について、年度別では、藍染体験を開始した 2014、
2015年が多く、2016 年は、減尐したが、2017 年に入って参加者はやや回復す
る傾向がある。新しい工房を設立されたが、地域全体を考えると体験人数は増
えていると思われる。 
（３）藍染体験をした参加者の感想文をまとめると、藍染の染め上がりの色の
グラデーションに新鮮な驚きと楽しさを、幼稚園児、小学生、大学生、一般人
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などの皆さんに共通した感想であった。一方で、藍染は工程が複雑で難しいと
の感想や、藍液の匂いが臭いとの感想も見られた。 
（４）地域の伝統工芸として、できるだけ多くの人びとに体験して貰い、藍染
を知ってもらうことは藍染復活の最大の課題と考えられ、これからも藍染体験
を充実していきたいと思われた。 
 
３．各章の総括的考察 
第１章、第２章で、台湾･三峽地域における藍染産業の成立要因、および藍
染産業の盛衰が地域生活文化に及ぼした影響を明らかにした。また、藍染産業
の興隆によって形成された「三峽民権老街」の街路空間の文化的特質を把握し、
260ｍにも及ぶ街並みに残るファサードに付された装飾文様には当時の人びと
の生活に対する願望、協働、連帯意識、子ども達への優しさなどが反映されい
ることを明らかにした。 
これらの研究結果から、当地域の藍染産業は当地域に移動してきた漢人の
「互助精神」「結市」「団結力」など独特の伝統に委ねられていた。また、現在
の 三峽民権老街もこれらの伝統を引き継いだ人びとによって維持されている
ことを推察した。また、当時、藍染産業で財をなした人びとの社会貢献の精神
を引き継ぎ、1947年に始まった三峽清水祖師廟の３回目の修復が現在も続い
ていることにも、それらの伝統を見いだすことができる。 
第３章では、第１章、第２章の研究結果を踏まえて、かつての藍染産業の復
活と地域活性化を目指して、著者が関与している「三角湧文化推進会」で、先
ず推進する対応策を検討して、藍染産業の再興と地域活性化へ向けたさまざま
なプロジェクト活動を立ち上げて、それら成果をフィードバックしながら着実
に実践した経過と成果を取りまとめ、藍染産業の復活を通して、今後の対応策
の提言をめざした。 
第４章では「三峽染工坊での藍染体験の実績」について、年度毎の参加者数
の推移や体験者の感想文を取りまとめた。その結果、藍染体験は極めて有意義
と考えられ、藍染振興には藍染体験の充実と拡大の必要性を提起した。 
各種プロジェクト活動の実践結果は第３章に詳細に報告した。それらを要約
すると、当地域の藍染産業の復活と地域活性化について、「三角湧文化推進会」
で検討・策定された「三峽伝統染色技術復原プロジェクト」で、失われた三峽
藍染の探求、藍染技術の研究、藍染技術の担い手育成、藍染普及活動、三峽藍
染節のプログラムを実践した。 
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また、同じく「三角湧文化推進会」の下に作られた「三峽染工坊」で、三峽
藍染を目指す人びとの技術研修や藍染に関心のある地域住民に藍染に接する
機会の提供を行った。 
これらの実践と成果から、三峽藍染文化の復活を通じての地域活性化策につ
いて、以下の提言を取りまとめる事が出来た。 
（1）三峽藍染、三峽民権老街とファサード、三峽清水祖師廟など地域の歴史
的資源、遺産を積極的に活用することが重要である。 
（2）地域の歴史的資源、遺産を効率的に活用するためには、中央政府、新北
市などとの連携が極めて重要である。さらに、民間機構、教育機関などとの連
携も必要でる。藍染産業の復活と地域活性化にいち早く取り組んできた三角湧
文化推進会がこれら関係機関の連携を深める役割を担うことが重要である。 
（3）藍染を通しての地域づくりを推進していくための活動のあり方について、
三峽藍染文化専門チームの再編成、藍染専門技術の認証制度の導入、教師養成
コースの企画、ボランティアの組織及び訓練、藍染美学の養成、藍染学習交流
センターの提供、定期的に三峽藍染会合へ参加、『二年展覧会』の開催方法等
についても着実に実施していくことが必要である。 
（4）最後に、現状の三角湧文化推進会の活動は殆どボランティアで行われて
いる。地域活性化に向けた継続性のある活動にはある程度の資金的支援が必要
と思われ、中央政府が推進している「社区総体営造」政策からの援助獲得にも
力を入れる必要がある。 
 
４．今後の課題と展望   
本論文は、台湾三峽地域における藍染文化の再確認・再認識を行うとともに、
今後の当該地域における藍染文化の振興の指針を導出することを目的とした
ものである。 
ここでは本研究で明らかにした台湾・新北市・三峽地域における藍染産業の
盛衰及び藍染産業が三峽地域に及ぼした文化的な影響を踏まえて、「地域文化
の振興」を通した「地域活性化」を目標とした実践活動で明らかになった結果
から、地域文化の振興と地域活性化のあり方について、今後の課題と展望につ
いて、「人」「もの」「場所」を視点に置いた地域活性化に連動した藍染振興の
政策論的検討を検討して、以下の４点を提案する（図 5-1～図 5-2）。 
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図 5-1 藍染振興の政策論的検討 
 
 
図 5-2 藍染振興の政策論の指針 
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4.1.人材育成についての提案 
4.1.1.藍染文化の専門委員会の編成 
当該地域における藍染の専門委員会は企画班と実行班に分けられる。企画す
る領域は藍染文化の営造専門、藍染学習課程の設計、藍染技術専門、商品セー
ルス及び設計、藍染原料の専門などを担う。 
また、実行班は藍染体験の指導、藍染商品の製作及び作業代行、藍染商品の
販売などを担う。これらの役割分担を明確にすると、それぞれの分担を効率的
に進められるのではないかと思われる。 
4.1.2.藍染専門技術の認証 
現在、県市政府では、「地域企画師」の認証制度が推進されている。藍染の
「藍染工芸士」「藍澱製作専門家」も認証制度に加えてもらうと、該当者も仕
事の励みになるのではないかと思われる。 
4.1.3.教師養成コースの企画 
学校教師を養成する際のコース企画では、授業の対象は学生が主であること
を前提に企画する。しかし、学校教師が地域教師を兼任する場合、藍染技芸の
指導以外、学校本来のコース企画或いはテーマ活動の設計も欠かせない。 
4.1.4.ボランティアの組織及び訓練 
三峽藍染体験の文化ガイド解説部分は、この地区特有の三峽清水祖師廟や三
峽民権老街など歴史的資源を組み入れたガイドとは別に、藍染文化をガイド出
来るように訓練する必要があると思う。可能であれば、藍染文化ガイドの組織
化を提案したい。この組織内の人員は、専門的な藍染技術を習得する必要は無
いが、藍染文化の知識を是非学んで欲しいと思う。 
4.1.5.三峽民権老街の観光ガイトとの連携 
三峽民権老街のファサードに付けられた文様は当時の人びとの生活に対す
る願望や家族の安全と繁栄への祈りが色濃く反映されている。三峽地域のガイ
トさんにこの文様の文化的意味を認識、訓練することが必要である。 
特に染物屋のファサードに付けられた文様の意味を知ってもらうために、ガ
イトを通して紹介することで、地域文化の特徴はもっと普及することが可能で
ある。 
4.1.6.藍染美学の養成 
三峽藍染の展示会を何回か見学して感じたことであるが、この地方的な表現
が欠けていると思われ、関係者に地域の特色を熟知してもらう講習が是非とも
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必要と思われる。また、藍染製品の図案の造詣設計及び地方的な文様を向上さ
せることを提案したい。特に、藍染製品のデザインには三峽民権老街のファサ
ードに付けられた文様を利用する。そうすることは同時に三峽藍染文化の質的
向上をもたらすと思われる。 
4.2.「場づくり」としての発展方策の提案 
4.2.1.藍染の学習環境を造る 
三峽藍染の体験工坊として、三峽染工坊と学校の藍染教室に加え、布染め運
動を普及させるため、家庭工坊及び各コミュニティーに藍染工坊の設置を推進
する。 
4.2.2.藍染の学習資源の統合 
三峽地区の各種学習資源を統合・構築することを提案する。それには藍染め
勉強の情報、勉強環境の情報、原料資源や人力資源などを、地域住民の諮問に
提供することである。 
4.2.3.藍染学習情報の普及 
専門のインターネットを構築するほか、地域の放送局や地域新聞、契約商店
で学習情報を伝達・共有する。 
4.2.4.藍染学習交流センターの提供 
藍染月例会と地域での藍染体験を行うべきである。そのためには、藍染勉強
活動は布染作業も含んでおり、各地域の勉強地点では毎週の布染日活動を決め、
且つ適正な材料費を徴収して藍染体験を実施した方が良いと思われる。 
4.2.5.三峽藍染街を造る 
住民が藍染め工坊を開設することを奨励し、場所は先ずは三峽民権老街から
始める。その後も藍染街設置事業を企画して、地域住民が協力の下で、伝統産
業復興の藍染文化街の拡大を図る。 
4.3.「ものづくり」としての発展方策の提案 
4.3.1.藍染工坊の開設を奨励する 
藍染を学習する人に、藍染工坊の開設を奨励するそのため第一に、施策者や
関係者が基本的方法論を確立する。その上で、藍染工坊の開設に、藍染製品の
ソース、製品の品質管理、販売方式などのコースの企画と工坊開設・運営への
支援を行う。 
4.3.2.藍染商品への販売スペースを造る 
藍染文化商品を販売することは極めて重要で、その為には三峽区役所が率先
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して場所や販売ケースを提供することが必要である。 
また、コンミューニティ・藍染週（藍染祭り）を開催する。この試みは開発
した藍染商品の需要を調査するアンテナショップともなり、藍染商品の開発に
も大きなる助けになる。 
4.3.3.藍染商品の競争力の向上を図る 
三峽地域の三峽民権老街、三峽清水祖師廟など 12大観光地点を三峽藍染商
品の図案に入れた商品開発を奨励する。特に三峽民権老街のファサードの文様
を取り入れた製品の開発を奨励する。 
藍染技法には絞り技法、蝋染、型染があり、これらの技法を利用して、ファ
サードの文様を表現する。これによって、三峽民権老街における装飾文様の文
化的、社会的意味を、藍染を通して、人びとに認識してもらことができると思
われる。 
三峽地域特有な文様を藍染作品に織り込むことにとって、三峽地域の特色を
持った文化産業の振興が図られると考えられる。 
4.3.4.ネットで藍染商品の販売方法の確立 
現在のように、グローバルな世界にあっては、藍染を「産業として育てる」
という視点から、ネットを通して、世界中をターゲットに藍染商品を販売する
ことも必要であると思われる。そのまえに、商品の品質管理に関して熟慮する
必要がある。本物をつくって、商品を高くても売れる時代になっているので、
ビジネスセンスのある人材、マーケティングができる人材を養成すれば、藍染
製品をネット販売することが期待される。 
ただし、藍染を地域振興、地域活性化として、先ずは自分達が藍染の伝統や
技法をよく学び、自分たちがつくりたいものをつくって、それを販売する。 
4.3.5山藍の栽培を奨励する 
藍染がしだいに普及している今日、当該地域で生産している藍原料の需要量
が増えている。三峽地域の裏山には、100年前から残されている山藍がたくさ
ん自生している。山藍栽培に適した三峽地域の自然環境を利用して、三峽農会
と農民の協力してもらい、藍の原料である山藍の増産を奨励したい。 
4.4.「伝統工芸」として技術向上、普及方策の提案 
4.4.1.作品の交流を通じて藍染同好者との連携 
インターネットを通して世界各地で展開されている藍染芸術と技術を見聞
きすることによって、藍染技術の向上を図ると共に、作品の交流も図る。 
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4.4.2.世界における藍染コミューニティの連携 
世界各地の藍染コミューニティとインターネットを通して連携することに
よって、大きな藍染コミューニティが形成され、世界各地の進んだ技術をお互
いに吸収でき、藍染技術の向上を図ることが出来る。また、技術のみならず、
藍染技術の向上のみならず、藍染コミューニティの連携を通じた情報の共有や
藍染に関する感情の交流よって、広義の「藍染美学コミューニティ」を形成す
ることが可能となる。 
4.4.3.定期的に三峽藍染会へ参加 
台湾の各地域は交流、研修を通じて、藍染知識、技芸、美学などの潜在的な
能力向上に努めると共に、住民がお互いに声を掛け合って、三峽藍染祭りに参
加するようになれば、三峽藍染祭りに参加することがごく自然な普通の行為に
なる。それによって住民同士が誘い合って三峽藍染会へ一緒に行くことが住民
同士の連携や仲間意識を強くして、地域活性化に繋がることが期待される。 
4.4.4.『二年展覧会』の催し 
毎年開催される三峽藍染祭りは、現在中央政府が主催している。これを中央
政府と地方役所が隔年で主催する形にすれば、地方役所が主催の年は現地の団
体も参加し易くなり、しかも協力体制を取りやすいと思われる。現地の団体が
参加して協力することこそ三峽藍染祭りという本来のあるべき姿になるので
はと思われる。 
4.4.5.藍染を暮らしの中に 
三峽藍染は当該地域の代表的な伝統工芸文化である。かつて、衰退した藍染
を伝統工芸として復興し、地域に根ざしたものに継承できれば、地域生活に潤
いを与えることが可能と思われる。 
4.4.6.天然藍による藍染伝統工芸の振興 
本来、藍染は植物から得られるインディゴを用いた染料を用いて染色する技
術である。近年では化学合成されたインディゴが主流になっているが、地球環
境を守るために、天然素材を用いた藍染を振興発展させていくことが重要と思
われる。 
4.4.7.手作りの藍染の普及に向けての藍染体験の充実 
三峽民権老街は観光地として、三峽に来る観光客が多く、そのなかで手作り
の藍染体験をする方も多くなっている。また、体験者のアンケート調査での感
想は非常に好評で、色々な技法を体験したいとの意見が多かった。 
終章 
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手作りの藍染体験をより充実するためには、体験者が自分の作品を使い、日
常生活を豊かに出来るようなデザインの考案が重要である。デザインの考案は
伝統工芸としての藍染の普及に大いに役立つと思われる。 
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台湾においては、1994 年より、全土を挙げた内発的地域振興活動である｢社
区総体営造｣が展開されてきた。1995年、千葉大学デザイン文化計画研究室の
宮崎先生の協力を得て、台湾省政府建設庁手工業研究所（国立台湾工芸研究発
展センターの前身である）が主催した『地方産業と地域振興―「文化‧産業」
検討会と地区総体営造中日交流展』に参加して、私は「地区総体営造」という
地域づくりについての概念を正確に認識できた。これが私と千葉大学デザイン
文化計画研究室とのご縁の始まりである。 
私は大学卒業後に地元の小学校の教師になった。その時一緒だった方と1994
年から一年間、それまで関心があった三峽民権老街の人びとの移住の歴史、生
活文化と生活空間について調査した。この調査結果から、三峽地域の繁栄の基
と藍染産業が1900年頃まで残っていたことを知った。そして、その後、産業と
しての藍染がなぜ廃れてしまったかについて大いに興味をもった。 
小学校の担任教師していた私は、地元の伝統文化の藍染について、もっと深
く勉強しないと生徒に教えることができないと考え、藍染に関する研究をしよ
うと決心した。その時から、三峽鎮志と藍染に関する資料を探し始めた。しか
し、藍染に関する藍植物や技術についての詳しい資料は尐なく、本格的な学問
をしなければと思い、1999年に、台湾藍染専門家の馬芬妹先生と陳景林先生に
ご指導していただいてきた。 
その後、2000年～2003年まで、三峽地域における藍染文化の探究についての
研究テーマで、台湾師範大学大学院修士課程で｢社区総体営造の社区学習｣を勉
強するとともに藍染を学んだ。修士を卒業してから、｢社区総体営造｣で推進す
る台湾における社区教育についての専門研究家である、私の指導教官の林振春
先生の力添えで、日本へ留学の夢を抱くようになった。 
2004年8月、台湾創意設計センターが主催した「日本伝統工芸研修」に参加
した。その時、千葉大学教授の宮崎先生が日本の伝統産業法と千葉大学デザイ
ン文化計画研究室を紹介していただいた。宮崎先生との出会いは、私が留学す
る夢が益々強くなった。その後、宮崎先生が台湾へ来ておこなった講演会には
毎回出席した。2009年、国立雲林科技大学の黄世輝先生の推薦で、千葉大学に
留学することができた。 
これらの先生方には2010年に留学してからも、多くの御指導と御協力をいた
だいた。この場を借りて厚くお礼を申し上げる。 
本論文の指導教授の植田先生からは、自然からの恵みを慈しみ尊敬する心か
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ら、独特な日本の生活文化が生まれてきたことを教えていただいた。また、植
田先生はご自身がお忙しい時にあっても、日本語が拙い私の論文指導をしてい
ただいた。また、千葉大教授の鈴木先生のおかげで、藍染の有松絞りの竹田先
生と知り合うことができた。竹田先生のご縁で、有松絞り専門家の村瀬先生か
らは、2017年に新北市三峽で有松絞りを懇切丁寧に教えていただいた。また、
本論文をまとめるにあっては、千葉大教授の柘植喜治先生、佐藤公信先生、寺
内文雄先生に有意義なコメントをいただいた。本論文をまとめることができた
のは、ひとえに、これらの先生方のご指導の賜であり、ここに心よりお礼申し
上げたい。 
論文の日本語訂正の労をいただき、日本での生活についての配慮いただいた、
元千葉県農業総合研究センター次長・渡部富男と志津ご夫婦に、深く御礼申し
上げたい。 
ロータリークラブを支援した米山奨学金をいただいた。経済的な心配をせず
に留学中に、学業に専念できた。ここに、世話クラブの新千葉ロータリークラ
ブの森信一様はじめ、永井廉様とクラブ員の皆さんに心よりお礼申し上げたい。 
三角湧文化協進会のメンバーと三峽染工坊の劉美鈴氏をはじめ同僚の皆様
には、いろいろなことで協力していただき、深く御礼申し上げたい。 
また、デザイン文化計画研究室の皆様と過ごした楽しい時間は、本当に心か
ら感謝を申し上げたい。 
蛇足ですが、結婚して二人の娘を授かり、夫と義理の両親、実家の家族の協
力があって、子供の頃に抱いた夢を現在も追求し続けていられることに心から
感謝したい。 
最後に、亡くなった両親に本論文の完成を報告するとともに、この場を借り
てお礼の言葉を伝えたい。 
 
 
千葉大学大学院工学研究科 
デザイン科学専攻 デザイン科学コース 
2018年２月 王 淑宜 
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三角湧文化協進会の年度別活動記録 
日期 年度記事 研修 體驗 展覽 海外 
1996 年 
08/17 
本會發起人廖富本先生等三十名具文向縣府社會
局提出立案申請。 
    
10/14 召開第一次籌備會。     
10/28 召開第二次籌備會。     
11/17 
於三峽國小舉行成立大會暨第一屆第一次會員大
會及第一屆第一次理監事會議。 
    
12/01-03 
協助行政院文化建設委員會「全國在地文化社團社
區總體營造工作研討會」三天。 
    
1997 年 
01/05 協助三峽鎮公所辦理「三峽文化會議」。     
01/31 
台北縣政府社會局「八六北府社-字第 041889 號」
函核准本會成立並檢送立案證書及第一屆理事長
廖富本先生當選證書。  
    
01 
參與國立藝術學院「台灣地區老照片資料蒐研計
畫」。 
    
01 
接受行政院文化建設委員會委託辦理「三峽鎮民權
老街區的保存記錄調查暨三峽文化特定區產業造
鎮可行性研究」計畫。 
    
02 
承辦三峽鎮公所「鄉土文化研習營」15、16 日及
「三峽影像紀錄人研習營」19、20 日。 
    
02/26 召開本會第一屆第二次理監事聯席會議。     
03 
協辦台北縣政府「三峽祖師廟週邊環境美化改善計
畫」及兩次說明會。 
    
04/20 
辦理秀川里、三峽里里民，赴宜蘭參觀「社區總體
營造博覽會」，共三輛遊覽車同行。 
    
05/18-06/03 
承辦台北縣政府教育局「一九九七藝術饗宴–三峽
之美系列」活動。 
    
05/30 召開本會第一屆第三次理監事聯誼會議。     
06/29 協辦三峽鎮公所「五寮竹筍節」活動。     
07/11 
完成「老街建築空間與常民生活攝影輯」一冊、「老
街建築及生活」紀錄片一卷、 
    
07/12 
「三角湧街家族史料及圖像複製專輯」一冊、「三
角湧街傳奇」文字記錄及「社區資源調查」報告書
一冊。 
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08 持續記錄老街空間保存爭議事件之發展。     
08/28 召開本會第一屆第四次理監事聯誼會議。     
09 
參與三峽鎮公所編輯「三峽鎮鄉土教材」及出版計
畫。 
    
10 
本會常務理事何兆青參與台北縣「福爾摩沙世界
日」活動規劃。 
    
11 承辦三峽鎮公所「三峽遊賞」導覽圖出版計畫。     
12/27 召開本會第一屆第二次會員大會地點：陶轤。     
12/22-29 
承辦行政院文化建設委員會「全國在地文化社團社
區總體營造工作研討會」記錄整理及出版工作。 
    
1998 年 
01/18 
辦理「一九九七歲末親子新式 控窯體驗活動」（活
動因雨中斷）。 
    
01--02 進行國立台北大學預定地文史田野調查工作。     
01/29 召開本會第一屆第五次理監事會議。     
02/14-22 
承辦國立台灣藝術教育館第二梯次「兒童鄉土藝術
營」研習。 
    
03/23 召開本會第一屆第六次理監事會議。     
03/29 
承辦台灣省文化處「一九九八台灣文化節 – 台北
縣龍俗采風系列」龍與北縣建築出版計畫。 
    
04 
承辦國立台灣藝術教育館「三角湧社區藝文學苑」
二年計畫。 
    
05/24 
辦理「一九九八田園藝術造形嘉年華」親子藝術活
動及「三角湧社區藝文學苑」剪綵掛牌。 
    
06/15 召開本會第一屆第七次理監事會議。     
06/19-20 
承辦台灣省文化處「鄉土文化區域性導覽規劃暨種
子研習營」第一梯次北區地點：大板根森林休閒中
心。 
    
07 辦理「三鶯開發史蹟研習班」共十堂課。     
07/09 
協辦台灣省文化處「鄉土文化區域性導覽規劃暨種
子研習營」第二梯次北部：新竹、中部：三義、南
部：東港，三區各三天活動。 
    
08/30 本會會址自民權街 37 號遷移至民權街 114 號現址。     
09/18 
台北縣文化中心「八十八年全國文藝季」籌劃會
議。 
    
09/27 召開本會第一屆第八次理監事聯席會議。     
10/23-01/29 辦理「紀錄片同樂會」研習活動。共八堂課。     
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11/01 「社區藝文學苑」辦理：北插天山之旅活動。     
11/15 「大地遊龍–龍與北縣建築專輯」出版。     
12/11 
國立台灣藝術教育館「社區藝文學苑」期中視察，
視察委員：熊宜中、林保堯、蔣玉嬋、王秋絨。 
    
12/20 協辦「自強社區發展協會」新式烘窯親子活動。     
1999 年 
01/03 
召開本會第二屆第一次會員大會及第二屆第一次
理監事聯席會議，推選周阿金女士，為本會第二任
理事長，並推選前任理事長廖富本先生，為榮譽理
事長。 
    
02/22 
本會參加台灣省文化處「鄉土文化導覽規劃觀摩」
活動。 
    
03-06 
協助成立「荒野保護協會三角湧連絡處」設址於本
會。 
    
03-06 辦理『鳶山自然生態步道、植樹活動』。     
03-06 
每週（六）下午辦理「親子藝術研習」。（計十二
週） 
    
04 
獲選 7-ELEVEN 社區贊助企劃案 -「鳶峰山好家園」
系列，並舉辦油桐花戶外造 
形活動。 
    
04 舉行社區藝文學苑－『埔里采風之旅』活動。     
04-08 
協辦荒野保護協會三角湧連絡處「自然觀察班」研
習，參加學員踴躍。 
    
06/06 
承辦三峽鎮公所『歷史文物館開館展及活動案』，
並出版相關紀念書冊、明信片。 
    
06/08 於歷史文物館召開『三峽藝文發展座談會』。     
06/23 召開第二屆第二次理監事聯席會議。     
06/30 
協辦『三峽國小教育新芽』教師成長團體期末教學
成果觀摩會活動。 
    
06-07 
接受交通部觀光局委託設計製作『遊走三峽 』文
化導覽地圖。 
    
06-12 
接受三峽鎮農會委託『三峽鎮農會百年紀念專輯』
文稿案，並繪製農業休閒旅圖。 
    
06 
接受三峽國小委託，辦理『三峽國小百年紀念專
輯 』出版案，預定 2000 年 3 月中旬出版。 
    
07/12 
成立『三峽染 』技術復原工作團隊，並敦聘陳景
林老師為指導老師，開始運作。 
●    
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07/17-18 
承辦行政院文化建設委員會『1999 北臺灣文化導
覽人才研習營』活動。 
    
08/13 召開第二屆第三次理監事聯席會議。     
09-12 
社區藝文學苑辦理第二期『三峽開發史蹟研習
班』。 
    
10/17—12/
25 
三角湧社區藝文學苑--『三峽染研習』 ●    
10/31 
辦理 7-ELEVEN 贊助『鳶峰山下好家園』社區日活
動，並舉行『三峽染 』研習成果展與藍染體驗及
『鳶山自然生態步道』慶生活動。(第一次對外發
表及辦理體驗) 
● ● ●  
11/11 
 
臺原文化出版社與三角湧文化協進會合辦的染布
活動--『三峽遊賞』藍染體驗 
第一場接受預約的染布體驗。 
 ●   
11/14 
受邀參加台北縣政府文化中心『橋的文化 』文史
工作研討會。 
    
12/29 
召開第二屆第四次理監事聯席會議，及籌備年會事
宜。 
    
12/31 
製作完成『珍藏三峽 2000 年』三峽國小百年校慶
紀念/曆，三峽國小出版發行。 
    
2000 年 
01/04 
接受國立台北大學邀請，參與 2/1 日開校典禮活動
園遊會-『百年文史展』及『三峽染 』藍染體驗等
攤位。 
 ●   
04/02 
三峽國小百年校慶『三峽國小百年紀念專輯 』完
成。並在活動中心展示藍染作品。 
  ●  
05/21 
安溪國小 88 年度運動會，結合『藍染之美-親子染
布體驗活動』。 
 ●   
06/30 『三峽農會百年紀念專輯』完成出版。     
07/08 參與中園國小動土典禮，設置藍染體驗攤位。  ●   
07/14 國語日報視聽組，三峽一日遊-藍染體驗。  ●   
07 
本會與台灣三峽文化景觀特區再發展促進協會，承
辦 2000「三峽中元祭-水燈文化節」系列活動。 
    
07/22-23 
2000 年三峽文化觀光系列開始，「三峽中元祭-水
燈文化節」系列活動。『傳統水燈排製作研習』/
八張里活動中心。 
    
07/26 
協辦柑園國中鄉土教材課程「認識三峽染」。由王
淑宜及劉美鈴擔任授課。 
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07/28-30 
2000「三峽中元祭-水燈文化節」系列活動，『水
噹噹』河畔藝術夏令營藍染體驗。 
 ●   
07/29-08/13 
2000「三峽中元祭-水燈文化節」系列活動「中元
信仰藝術特展」系列講座 。 
    
08/05 
周理事長率領會員參與媽祖廟傳統人力水燈排遊
行。 
    
08/05-13 
2000「三峽中元祭-水燈文化節」系列活動，傳統
糊紙藝術及水燈示範教作。 
    
08/08 
邀請作家參與 「作家‧三峽‧染一染」 藍染體驗
活動。 
 ●   
08/12 
承辦台北縣文化局，社區總體營造點「找尋失落的
三峽染-三峽傳統染色工藝技術復原」專案，第一
階段成果發表及藍染體驗活動。 
● ● ●  
08/13 參與三峽祖師廟傳統人力水燈排遊行。     
08/18 
王淑宜及林曉薇受邀參加，萬年校長讀書會，「認
識三峽染」講授及藍染體驗。 
 ●   
08/21-25 
辦理「找尋失落的三峽染傳統染液製作」第二階段
研習。 
●    
09/21-22 
本會與三峽鎮教育會辦理『魅力新教師-三鶯生活
體驗營』新進教師研習， 二天一夜名額 40 名。 
    
10-12 
本會與文建會合辦「鄉土台灣情-北台灣社區文化
之旅」。 
    
10-1/1 
師大人文中心『染色藝術』第一期進修--基礎課程
36 小時 
●    
10/15 
與鄧公國小合辦 89 年親子藝術夏令營，「假日親
子染布行」/台北縣文化局主辦。「鄉土台灣情-北
台灣社區文化之旅」-第一場 基隆漁鄉山海行。 
    
10/14 
「鄉土台灣情-北台灣社區文化之旅」-第二場 彩
繪蘇澳鄉土情。 
    
10/15 
「鄉土台灣情-北台灣社區文化之旅」-第三場 魅
力藍染舊山城(藍染體驗) 
 ●   
10/28 
「鄉土台灣情-北台灣社區文化之旅」-第四場 竹
風柿餅老街情。 
    
11/11 
「鄉土台灣情-北台灣社區文化之旅」-第五場 石
牆紅棗新窯痕。 
    
11/19 
「鄉土台灣情-北台灣社區文化之旅」-第六場 誇
越時空展風華。 
    
11/25 「鄉土台灣情-北台灣社區文化之旅」-第七場 茶     
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香聚落水到頭。（取消） 
12/03 
「鄉土台灣情-北台灣社區文化之旅」-第八場 新
竹之心東門城。 
    
12/30 
2000 年「三峽中元祭-水燈文化節」活動，成果專
輯出版。 
    
2001 年 
03/11 
第三屆會員大會，並選舉第三屆理事長及理、監
事。 
●    
03-06 師大人文中心『染色藝術』第二期     
04/14 三峽染工坊 掛牌啟用。     
04/22 第三屆第一次理事長及理、監事會議。     
05/27 『找尋失落的三峽染』論文發表     
07/09-19 
承辦文建會三峽藍染文化產業振興方案『2001 三
峽傳統染色技術復原人才培訓』。 
●    
07/18 支援美濃黃蝶祭-三峽染體驗。  ●   
07/22 第三屆第二次理事長及理、監事會議。     
08/19 第三屆第三次理事長及理、監事會議。     
08/26 辦理：三峽‧生態‧染一染。  ●   
09/01 協會組成水燈排參加清水祖師公中元祭遊街活動。     
10/05 三峽扶輪社辦理：認識三峽染講座。     
10-12 師大人文中心『染色藝術』第三期 ●    
11/03-12/09 
參加台中縣立文化中心 辦理：天天天藍-藍染居家
佈置展。 
  ●  
11/21 三峽藍染文化產業振興方案期中報告。     
12/06 第三屆第三次理事長及理、監事會議。     
12/08 配合三峽扶輪社辦理藍染體驗親子染布體驗。  ●   
12/15-16 
代表台北縣文化局參加文建會辦理社區總體營造
成果展示觀摩活動。 
    
12/23 三峽藍染文化產業振興方案期末報告。     
2002 年 
02/23 參加北區文化產業座談會成果展     
2-6 參加師大人文中心『染色藝術』第四期 ●    
04/11 第三屆第六次理監事會議     
05/05 第三屆理監事臨時會議     
07/27-10/26 工研所補助 20 萬藍染技培班(120 小時) ●    
08/01-08/09 藍染節辦理藍染研習課程 ●    
08/15 林務局滿/圓辦理藍染體驗  ●   
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08/17-18 藍染節-溪畔染布活動  ●   
08/22 
91 祖師廟中元祭-協會與三峽扶輪社一起參與水燈
排遊街 
    
08/24 協會與三峽農會在山中傳奇舉辦-藍染體驗活動  ●   
9.23-12.16 三峽鎮農會植物染色研習 ●    
10/11-1/11 三角湧文化協進會織品與設計實務研習班（一） ●    
12/15 理監事會     
12/16 三峽農會植物染色成果展   ●  
12/26 參加南投工藝研究所展覽布展   ●  
2003 年 
01/12 王文龍發起合作社籌備會     
01/23 
呂副總統秀蓮參訪中園國小-周理事長帶領會員接
待 
    
02/28 前貴州文化局局長帥學劍來訪    ● 
03/09 理監事會議     
03/12 台北工藝設計中心-學習貴州蠟染 ●    
03/14 第一批藍染學員輔大成果展（一）     
3/15-6/28 三角湧文化協進會織品與設計實務研習班(二) ●    
03/28 第一批藍染學員輔大成果展（一）撤展     
5/5-7/29 三峽藍染工藝工作坊     
05/25 召開臨時會議-中國生產力提案與本會合作     
06/04-06/06 參加第三屆三腳渡親水藝術節活動(藍染體驗)  ●   
06/15 商議第二屆藍染節會議     
06/22 第四屆第一次會員大會及選舉理事長     
07/22-08/22 三峽鎮農會-委託辦理四健會課程     
07/06 
三峽虹橋建成七十週年慶手冊及明信片出版（王文
龍負責） 
    
08/10 藍染節：板橋遠東百貨公司‧藍染體驗記者會  ●   
08/11 第三年中元祭水燈排（協會與三峽扶輪社）     
08/14 三峽鎮公所-藍染節投標     
08/10-08/24 2003 三峽藍染節     
08/30 2003 藍染節-與輔大合作展場規劃執行     
09/28 參觀台中天染花園     
10/04-12 至宜蘭參加國際傳統藝術節（地點：亞太傳藝中心）     
10/25 韓國染色協會會長金芝希來訪    ● 
11/05 土城國小體驗及網頁資料拍攝     
11/06 十字路口節目來拍攝     
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12/03 台北大學座談會及藍染體驗  ●   
12/12 場地探勘（92 年社造年會在嘉義蒜頭糖廠）     
12/24-01/03 參加 92 年社造年會（嘉義蒜頭糖廠-布置及展售）     
12/26 文化局/環保局/鎮公所商討污水問題     
12/27 
前理事長周阿金女士代表協會參加中園國小校舍
落成使用典禮 
    
12/03 
第一屆學校與非營利組織之資源合作網路建構座
談會 
    
2004 年 
01/04 理監事會議     
02/08 參加白雞觀光商場落成典禮活動-藍染展售     
02/13 布置新戶政事務所大樓藍染展示   ●  
02/26 少年台灣刊物-採訪     
02/27 文物館藍染教室使用權簽約     
03/01 環保局採樣     
03/07 會員大會     
03//25 聯勤兵工廠 20 週年邀請參與活動(場地探勘)     
04/01 聯勤兵工廠 20 週年邀請參與活動(藍染展售)     
04/02 工藝所工藝門診專家服裝-染色     
0419 與劉世均老師商討污水問題     
04/25 理監事臨時會     
05/14 三峽國中藍染體驗說明會-活動中心     
06/02 
文建會二處二科-社區產業診斷輔導計畫-三峽訪
視 
    
06/04 參與 2004 三峽竹筍節活動-籌備會     
06/05 台北大學學生訪談     
06/06 理監事會議     
06/11 工研所-簡報藍染培訓課程 ●    
06/13 牯嶺街里長率領里民來訪     
06/16 參與台北大學智利觀光副局長來訪座談會    ● 
06/17 巧手易雜誌來訪     
06/23 參加台北縣政府建設局-空間布置案     
07/03-07/04 參與 2004 三峽竹筍節活動-藍染展售     
07/17-08/14 工藝研究所-週六、日假日廣場藍染展售     
07/26 93 年第三屆藍染節飲食、飲品開發會     
07/28 93 年第三屆藍染節參與單位協調會     
07/28 三立電視草地狀元製作群來拍攝     
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12/05 
參加糖葫蘆基金會辦理教育部 93 年度永續台灣終
身學習列車國際永續社區博覽會 
    
2005 年 
01/04 
文建會社區產業診斷案：協會內部整修工程開始動
工 
    
01/06 新故鄉協會來訪     
01/07 巧連智兒童刊物來採訪有關藍染內容出版     
01/19 中華民國觀光協會：來瞭解三峽觀光景點路線     
02/03 文建會社區產業診斷案：胡山寶移交電腦相關設備     
02/18 94 年新故鄉社區營造計畫：藍染進階設計班開課 ●    
03/06 理監事會議     
03/14 
鎮公所召開桐花節會議：協會參加攤位 （中園國
小） 
    
03/17 召開會員大會事宜     
03/24 鎮公所二度召開桐花節會議協會     
03/27 
參加文建會召開台北縣社區及地方文化館座談 
（五股） 
    
03/29 
國立教育廣播電台洪璘璘來訪製作發現台灣社區
之美 
    
04/09 
第四屆第二次會員大會暨三峽文化資訊站揭幕典
禮 
    
04/10 
參加「戀戀淡水‧魅力新北縣」台北縣地方文化展
總統府南側廣場展售 
    
04/13 
行遍天下採訪刊登華航空中雜誌介紹台灣景點特
色 
    
05/11 中華民國永續生態旅遊協會來訪     
05/16 國立教育廣播電台洪璘璘來訪藍染節活動     
05/25 
藍染作品借台北縣文化局參加「2005 全國表演藝
術日」高雄衛武營展出 
    
05/25 染出一片青天案-期中報告     
06/05 理監事會議     
06/16 
味全文教基金會來訪有關台商子弟夏令營活動內
容 
    
06/22 
鎮公所召開「三峽鎮 2005 鎮長盃龍舟錦標賽暨龍
舟之夜」配合事宜協調會 
    
06/25 
參加「三峽鎮 2005 鎮長盃龍舟錦標賽暨龍舟之夜」
藍染展售攤位展售 
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07/09-08/23 染出一片天-社區民眾 藍染體驗  ●   
0711 
味全文教基金會承辦 2005 大陸台商子女探索台灣
之美快樂研習營(第一梯次藍染體驗) 
 ●   
07/16 
協助安溪國中台北縣 2005 三鶯區藍染風情親子下
夏令營 藍染體驗 
 ●   
07/25 
味全文教基金會承辦 2005 大陸台商子女探索台灣
之美快樂研習營(第二梯次藍染體驗) 
    
07/26 協助民視拍攝福爾摩沙藝術節宣傳片     
07/28 藍染節記者采風 場地探勘     
07/29 藍染節遠東百貨 藍染體驗 場地探勘  ●   
08/02 TVBS 電視台拍攝 ：一步一腳印     
08/03 藍染節系列活動-記者采風     
08/06 藍染節遠東百貨 藍染體驗 宣傳  ●   
08/08 
味全文教基金會承辦 2005 大陸台商子女探索台灣
之美快樂研習營(第三梯次藍染體驗) 
 ●   
08/11 參加文建會辦理福爾摩沙藝術節記者會（文建會）     
08/12 TOGOT 旅遊雜誌來訪     
08/13 藍染節系列活動-采風之旅因颱風取消     
08/14 藍染節系列活動-采風之旅     
08/15 公所拿藍染節系列活動標單     
08/27-28 
藍染節系列活動:大師工作坊:韓國(金芝希)日本(牛
田智).印度(Monoleena Banerjee)美國(Carol Anne 
Grotrian)泰國(Patricia Cheesman) 
   ● 
08/30 協助太陽衛視台 藍染拍攝     
09/03-04 94 藍染節系列活動-采風之旅（二天一夜）     
09/18 94 藍染節系列活動 結束     
09/24-11/26 新故鄉社區營造案-藍染初階班執行 ●    
10/12 協助台視拍攝歡樂一路發綜藝節目     
10/12 培力社區案拜訪紀錄     
10/16 第 4 屆第三次屆會員大會     
10/29 參加辭修高中校慶藍染展售     
10/30 第五屆第一次理監事聯誼會     
11/03 參加經濟部中小企業     
11/14 2005 台北縣社造年會佈展     
11/19 2005 台北縣社造年會撤展     
11/25 染出一片青天案：核銷     
11/27 參與文建會 2006 生活工藝展會議     
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12/01 縣政府建設局簡報-地方小鎮振興計畫     
12/08-10 參加國立台灣工藝研究所辦理：2005 台灣工藝節     
12/15 香港大學設計系參訪     
12/16-01/08 2006 生活工藝運動展 地展：華山藝文特區   ●  
2006 年 
01/01-01/22 華山藝文特區展售     
 中國生產力中心訪談     
01/20-01/26 協會藍染組成員到日本德島,京都參訪藍染工藝 ●    
02/24 協會除白蟻     
03/03 鎮公所開會-老街規劃案     
03/11 理監事會議     
03/29 討論 95 年藍染節相關事宜     
04/28 文化局洽談老街布置事宜     
05/05 申請暑期社區工讀計畫書     
05/06 台灣社造聯盟至協進會聚會     
05/08-05/09 
藍染工藝創意設計營邀請日本  神戶憲治老師授
課 
●    
05/10 至台灣博物館商討 5/23 藍染體驗事宜     
05/11 內湖區公所長官來訪     
05/23 至台灣博物館藍染體驗  ●   
05/25 亞洲電視台拍攝,     
06/02 三峽染工坊值班人員檢討會議     
06/03 暑期工讀生面試     
06/17 台北藝術大學及韓國金芝希老師來訪    ● 
06/22 紡拓會討論藍染節服裝走秀布料事宜     
06/24 
翰林出版社邀請至桃園慈文國小藍染教學及藍染
體驗 
 ●   
07/11 華山基金會記者會     
07/15 暑期社區工讀生報到     
07/19 救國團藍染體驗,中華電信基金會拍攝  ●   
07/25 周縣長至三峽參訪     
07/29-07/30 導覽班至西螺戶外教學     
07/30 新莊社區大學藍染體驗及導覽  ●   
08/03 開理監事會議     
08/05 電影主題公園宣傳 2006 藍染節     
08/12 藍染節靜態展開幕 ●    
08/13-08/17 藍染節大師講座(客家園區、邀請日本神戶憲治、 ●   ● 
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古庄紀治、龍浦輝夫、川人美洋子、英國 Jenny 
Balfour-Paul) 
08/18 藍染節服裝走秀     
08/19-08/20 2006 藍染節     
08/22 愛迪生幼稚園藍染體驗  ●   
08/23 中國生產力中心期中審查     
08/25 馬拉威孤兒藍染體驗  ●   
08/27 藍染節靜態展撤展     
09/06 縣政府 18 樓第一會議室開會     
09/08 人文史蹟培訓課 t 程第二期開課     
09/10 士林社區規劃服務中心社區交流     
09/30 導覽班至龍山寺上課，藍染初級班開課     
11/14 導覽班至湖口、大溪上課     
10/26-10/30 邀請日本神戶憲治老師上課 ●    
11/01 台北大學校慶園遊會參加攤位邀請     
11/08-10 東亞企業人高峰會議-縣政府攤位邀請     
11/19 第 5 屆第一 次會員大會     
12/02-04 參與台灣工藝節地方社區工藝     
12/12 威利傳播拍攝     
12/17 宜蘭仰山文教基金會來訪     
2007 年 
01/04-05 台北縣三鶯地區行銷活動-協會招待藍染體驗  ●   
01/05 台北縣三峽鎮三角湧老街完工協調會     
01/06 高雄師範大學-研究生謝文豐來訪     
01/10 籌備十週年紀念背袋     
01/11 東森旅遊記者來訪-老街及藍染     
01/10-11 三峽老街完工活動 2/11 協助導覽解說     
01/17 決定籌備十週年紀念背袋款式     
01/28 大溪扶輪社藍染體驗  ●   
02/27 
龍埔托兒所藍染體驗/參加台北縣府文化季討論會
議 
 ●   
02/28 蘋果日報旅遊記者來訪-老街及藍染     
03/01 理事長參加鎮長就職第二屆滿週年慶     
03/02 自由時報旅遊記者來訪-老街及藍染     
03/05 
偕同三峽老街維修林政雄設計師與詹主秘提案同
意書 
    
03/09-06/22 96 協會內部進修春季班開課     
資 14 
 
03/09 導覽解說班聯誼 / 96 年藍染春季班進修開課(始)     
03/16 師大國語中心藍染體驗  ●   
03/18 第 5-7 屆理/監事會議     
03/21 三峽國小藍染體驗  ●   
03/31 台北社造聯盟參訪新城社區     
04/06 第 5-8 屆理/監事會議     
04/08 
德霖技術學院藍染體驗(香港聾啞學生)/台科大藍
染體驗/ 醒吾技術學院學生訪問 
 ●   
04/12 
愛心教養院藍染體驗 及三峽戶政外籍新娘藍染體
驗 
 ●   
04/15 台北縣政府志工藍染體驗 / 銘傳大學藍染體驗  ●   
04/18 萬能科技大學藍染體驗  ●   
04/19 協會電腦全面更新/天下雜誌訪問     
04/21 96 型染班開課 ●    
04/22 第 5-2 屆會員大會     
04/23 
商請文化局陳錦木先生書寫｛十載難得｝十週年紀
念袋 
    
04/24 北投國小/ 新住民(三峽外籍新娘)藍染體驗  ●   
04 
2007 泰山鄉推動合作事業及文化產業工坊－有娃
保佑系列研習活動二 
    
05/01 資誠會計事務所藍染體驗  ●   
05/04 開明高職藍染體驗/慈心農場藍染體驗  ●   
05/05 國泰人壽藍染體驗  ●   
05/06 萬能科技大學藍染體驗  ●   
05/09 銘傳大學觀光系藍染體驗  ●   
05/10 公視來訪     
05/11 導覽班分享     
05/18 台大婦幼藍染體驗  ●   
05/19 
泰山鄉東方時尚芭比娃娃娃衣成果展—三峽藍染
娃娃參展 
  ●  
05/20 社區文化節     
05/24 幫福容飯店教育訓練     
05/25 三峽國小藍染體驗  ●   
05/27 中山社大/三峽國小藍染體驗  ●   
06/02 96 年度大專生暑期工讀生面試     
06/06 參加福容飯店開幕     
06/07 樹林國小藍染體驗  ●   
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06/10 楊梅高中藍染體驗  ●   
06/12 周前理事長 50 年同學會藍染體驗  ●   
06/14 參與台北縣政府三峽商圈會議     
06/15 師大國語中心藍染體驗  ●   
06/20 藍染作品江子翠捷運站展覽     
06/21 屏東城鄉文化藝術村來訪     
06/24 第 6 屆理事長交接典禮 / 6-2 理監事會     
06/25~29 介壽國小藍染體驗  ●   
06/28 愛生文理補習班藍染體驗  ●   
06/30 榮總腹膜透析藍染體驗  ●   
07/04 95 大專生署期工讀職涯分享     
07/05 
新/舊理事長拜訪鎮長/江翠國小藍染體驗/鹿港老
街協會來訪 
 ●   
07/07 尖端出版採訪     
07/08 拱範宮/ 麥寮鄉公所來訪     
07/10 關渡國小藍染體驗  ●   
07/11 到台大農業系藍染體驗/藍染作品徵件開始  ●   
07/12 
三峽鎮立托兒所藍染體驗 /遠東航空機上雜誌採
訪 
 ●   
07/17 職涯訪視 /客委會邱議瀅來訪     
07/18 
參與北縣形象商圈業者交流及觀摩活動(東門及北
門形象商圈) 
    
07/19 
飛利浦藍染體驗 / 參與三峽老街中埔溪沿岸整體
維護景觀座談會 
 ●   
07/20 藍染作品徵件截止     
07/26 參訪嘉義新港/台南安平商圈     
07/27 
參與縣政府三峽老街商圈再造期中報告 / 藍染作
品評審 
    
07/31 到台大農業系藍染體驗 /公視拍攝  ●   
08/01-9 96 藍染節-社區染布  ●   
08/03 埔鹽社區來訪     
08/06 藍染節作品靜態展～960829 截止(歷史文物館)   ●  
08/07 藍染節協調會     
08/08 文化局派人來拍攝 / 與公所簽訂藍染節合約書     
08/14 
國際女子排球來訪 / 96 年度大專青年暑期工讀成
果分享 
    
08/15 藍染節記者會發表     
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08/24 新埔柿染班來訪 / 藍染時尚服裝走秀     
08/25~26 96 年度台北縣三峽藍染節系列活動     
08/30 藍染節靜態展撤展     
09/01 摩托車週記錄影 / 96 年蠟染班開課～961027 結束 ●    
09/11 協會藍染節檢討會     
09/12 台北國際廣告節協調會（一）     
09/17 新店文史館藍染體驗  ●   
09/20 年代新聞來採訪     
09/22 行修宮基金會來訪     
09/26 台北國際廣告節協調會（二）     
09/28 中華民國捐血協會藍染體驗(一）  ●   
09/29 6-3 理監事會     
10/01 新港商圈來訪     
10/04 台北國際廣告節協調會（三）     
10/04 萬芳國小藍染體驗  ●   
10/13 參加文化磐石‧樂活台灣講座分享     
10/14 三峽長春園藍染體驗  ●   
10/16 台北國際廣告節協調會（四）     
10/16 中正機場亞熱帶書店採購藍商品     
10/18 中華民國捐血協會藍染體驗(二）  ●   
10/20 至三重永和社區教藍染體驗 / 茂保科技藍染體驗  ●   
10/23 新生婦幼藍染體驗  ●   
10/24-26 參加台北紡織展暨布料展     
10/24 昌隆國小藍染體驗  ●   
10/25 葫蘆社區學苑藍染體驗  ●   
11/01 鶯歌松大藍染體驗  ●   
11/03 台北縣生命協會藍染體驗/文化大學藍染體驗  ●   
11/04 台北聖樂團藍染體驗/北一女採訪  ●   
11/06 鶯歌松大藍染體驗  ●   
11/07 三峽國小藍染體驗  ●   
11/08 鶯歌松大藍染體驗/介壽國中（導師）藍染體驗  ●   
11/09 參與廣告節活動行銷三峽     
11/13 捷運站還藍染作品     
11/14 三峽國小藍染體驗  ●   
11/16 龍埔托兒所藍染體驗/導覽班分享  ●   
11/17 協會旅遊（北埔)     
11/20-12/27 三峽戶政借展藍染作品     
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11/23 參加工藝所舉辦：創意藍衫工作營     
11/25 台中傑人會（導）     
11/26 96 參與：客家藍染人才培訓班實施計畫 ●    
11/30 台北縣政府：陳柏村會議     
12/03 台北縣政府就業服務中心 97 職業訓練說明會     
12/10 參加台北縣政府就業服務中心說明會     
12/04 澎湖社區藍染體驗  ●   
12/05 忠孝社區/鎮托藍染體驗  ●   
12/06 縣政府觀光局會議     
12/07 至台北永春國小指導藍染體驗 / NIKE 藍染體驗  ●   
12/08 台灣安斯泰來藥廠藍染體驗  ●   
12/11 陽明山處長來探勘/韓國金芝希教授來訪    ● 
12/12 三峽松大藍染體驗  ●   
12/13 三峽松大藍染體驗  ●   
12/14 新竹教育大學藍染體驗  ●   
12/16 中國青年旅行社藍染體驗  ●   
12/18 龍星國小藍染體驗  ●   
12/19 馬偕醫院藍染體驗  ●   
12/20 至台北永春國小指導藍染體驗  ●   
12/21 6-4 理監事會     
12/22 北大特區活動     
12/23 頭城老街來訪     
12/25 仁愛國小藍染體驗  ●   
12/26 公視拍攝     
12/27 桃園忠烈祠交流     
12/28 溫德爾托兒所藍染體驗  ●   
12/29 三立拍攝-用心看台灣     
12/30 解說員內洞聯誼     
2008 年 
01/03 協會制服訂做     
01/08 幼獅少年刊物來採訪藍染     
01/10 台北大學公共事務系丘昌泰老師來訪     
01/10 板橋國小藍染體驗  ●   
01/15 龍安國小藍染體驗  ●   
01/19 參加文建會辦理：2008 社區文化地圖巡迴展     
01/26 協會聚餐尾牙     
01/31 參加台北縣政府辦理：推動永續發展願景說明會     
資 18 
 
02/15 台灣角川來訪     
02/15 中視新聞來採訪     
 
97 參加「台灣藍研究會輔導及藍染服飾研究開發
計畫」第一階段 
●    
02/29 理監事會議 6-5     
03/11 中華電信來訪     
03/12 
鎮公所召開三峽民權老街周邊巷弄細部設計說明
會 
    
03/14 藍染籌備會(一)     
03/26 台北縣文化基金會盧春雄執行長來訪     
03/27 資策會來訪     
03/28 
參加台北大學三峽校區公共藝術設置執行第二次
會議 
    
04/02 參加 97 年大專生暑期社區產業工讀計畫說明會     
04/10 
2008 社區創意生活圈與社區學習學術研討會之議
程 
    
04/11 藍染籌備會(二)     
04/16-19 參加 2008 年曼谷國際禮品居家用品屋     
05/01 
參加台北大學三峽校區公共藝術設置執行第三次
會議 
    
05/02 藍染籌備會(三)     
05/05 拜訪祥玉染整老闆葉祥富先生     
05/08 出席紡拓會     
05/07 鎮公所藍染會議     
05/14 台北縣府借藍染作品中國交流     
05/15 染工坊成員開商品會議     
05/24 
台北市立社會教育館「染與織的對話-2008 染織之
藍特展」 
  ●  
05/26-06/23 國立中央圖書館台灣分館三峽藍染藝術作品展   ●  
06/06 開會 2008 美麗三角湧徵文評審名單確定     
06/07 暑期工讀生面試     
06/07 來訪青草湖社區大學商討有關課程     
06/10 華視拍     
06/10 
參加 2008 客家創意服飾開發暨行銷推廣活動企劃
「服飾專業人才職訓班」第一階段課程 
●    
06/12 大專生暑期工讀名單呈報     
06/12 參加紡拓會台北設計中心開幕典禮     
資 19 
 
06/21 2008 美麗三角湧徵文比賽第一次評審會議     
06/29 新聞局拍攝洪麗芬介紹藍染     
07/01 台灣新世紀文化藝術協會來訪     
07/01-2 參加 2008 客家創意服飾開發暨行銷推廣活動企劃     
07/03 大專生暑期工讀職前講習     
07/04 資策會來訪     
07/10 2008 美麗三角湧徵文比賽初審     
07/11 工研院輔導團隊工場觀光化 與三峽中原食品合作     
07/17 討論藍染節靜態展展場佈置會     
07/26 協助台北縣政府公共藝術導覽活動     
07/27 2008 美麗三角湧徵文比賽決審會議     
07/31 送信義房屋社區一家贊計畫     
08/01 鎮公所召開藍染節協調會     
08/20 鎮公所召開藍染節記者會     
08/21 大專生暑期工讀成果分享     
083-24 第七屆藍染節     
088 家和再拍攝藍染紀錄     
09/9.10.16.1
7 
參加開新顧問公司辦理三峽民權老街第二階段營
造課程 
    
0911 參加交流與轉譯纖維藝術聯展   ●  
09/18 
97 台北縣社區產業諮詢案由台北縣營造中心-光合
經濟幸福故鄉 
    
09/22 理事會     
09/27 協辦法鼓山親近自然‧清淨大地活動     
10/04 明曜百貨邀請至台北藍染體驗教學  ●   
10/10 參加工藝研究所舉辦：新風格藍染服飾簡報發表     
10/14.15.16 
參加開新顧問公司辦理三峽民權老街第三階段營
造課程 
    
10/24 參加工藝研究所舉辦：新風格藍染服飾服裝秀發表     
10/25 薩爾瓦多外交部經貿司籌組參展團來訪    ● 
10/27 公共電視拍攝     
10/29 士林社大分享藍染     
11/12 淑宜韓國之旅分享     
11/25 拜訪鎮長     
11/26-29 參加首屆海峽兩岸文化產業博覽交易會    ● 
1202 拜訪東周化學江副總     
12/10 理監事會議 6-5     
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12/14 協會內灣旅遊     
12/24 遠雄建設借工坊拍攝     
12/27 參加 200 中華航空員工日     
12/30 協會尾牙聚餐     
2009 年 
01/06 WALK 雜誌採訪     
01/09 鎮公所：召開藍染公園後續問題     
01/14 多角化案會員進修(編織課程) ●    
02/06 亞比斯公司溝通旗子圖樣     
02/08 工藝所辦:國際絞染大師和田良子講座     
02/08 協會贊助元宵燈謎藍染禮劵 3000 元     
02/13 6 屆 8 次理監事會     
02/15 協辦：北縣兒童表演藝術節     
02/26 蘋果媒體採訪     
02/27 與房東簽租約事宜     
03/02 98 年度藍染技藍班開課 ●    
03/02 三鶯社大籌備會借用工坊     
03/04 98 年大專生暑期工讀職前訓練     
03/07 
98 年藍染技藍班開課(假日班,但因人數不足無法
開課) 
    
03/07 
98 北縣三峽鎮「三角湧文學地景導覽講座」--湧動
在三角湧的流變歲月 
    
03/11 文化大學 3 位學生採訪     
03/12 旅遊節目"瘋台灣"採訪     
03/14 文物館借藍染教室場地     
03/15 
98 年度「多角化社區藍扶計畫」第二階段簡報審
查 
●    
03/19 樹火紀念紙文化基金會採訪     
03/25 野外求生課借染室     
04/01 三峽聯勤廠慶攤位擺設     
04/02 召開臨時會（文物館進駐投標條規不合理）     
04/03 工藝所多角化社區扶植計劃簽約     
04/05 公路計劃-台北生存檔案     
04/05 AAET 採訪     
04/08 中園國小畢業展教學（二）     
04/15 召開多角化社區課程討論     
04/19 召開 6 屆 2 次會員大會     
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05/04 
鎮公所召開「藍染公園第一階段完工暨 2 階段開工
典禮」活動事前討論會 
    
05/04 投進駐文物管資料     
05/07 多角化社區扶植計劃教學-藍染創意生活產業開發 ●    
05/23 參加龍埔國小動土典禮     
05/27 
點交工坊歸還文物館(三峽染工坊搬回民權街 84 巷
2 號) 
    
06/01 巨思文化創意雜誌採訪     
06/07 暑期工讀生面試     
06/13 
中園國小教硏營開始（7/17 結束）商討藍染節活動
練會議 
    
06/13.14 協會旅遊天池 2 天     
06/17 清水鎮公所交流     
06/21 6 屆 9 次理監事會議     
06/30 98 暑期工讀生職前訓練會議     
07/10 「鎮公所召開」商討藍染節活動練會議     
07/18 第七屆理監事選舉     
07/22 新光三越桃園店探勘展覽場地     
08/01 與茶山房騎腳踏車做宣傳場地     
08/04 參加陳學添校長貢寮國小就職典禮     
08/05-08/30 新光三越桃園店客家電視台採訪     
08/12 台灣經濟研究院：台北縣觀光整體計畫視台採訪     
08/15 98 藍染服裝設計--完成期限日 ●    
08/18 台北縣政府召開 98 年觀光工廠說明會     
08/21 
日本絞染協會來交流(德島佐滕昭人、有松竹田耕
三) 
   ● 
09/06 98 年度「多角化社區工藝扶計畫」期中審查     
09/11 新舊理事交接日(林三德先生接任理事長)     
09/27-10/05 98 年度「多角化社區工藝扶計畫」裂織課程 ●    
10/29 花蓮縣鳳林鎮公所交流     
11/11 98 年度「多角化社區工藝扶計畫」成果發表     
11/14-11/22 參加縣府辦理：探索社區‧藝遊北縣     
11/17-12/08 輔大邀請 98 藍染節服裝展覽   ●  
11/17 三峽鎮公所制服量尺寸     
11/18 參加 2009 台灣國際觀光特展     
11/23 台藝大討論國科會案     
11/26 工藝所林秀娟組長訪視     
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11/30 高雄中華兩岸關係發展促進會來訪     
12/04 98 年度「多角化社區工藝扶計畫」期末簡報     
12/13 大陸南通藍印花布博物館館長吳元新來訪    ● 
12/28 嘉義社造中心來訪     
2010 年 
01/05 接待台南孔廟商圈來訪     
01/08 6 屆-10 次理監事會議     
01/14 接待台北縣文化局辦：韓日媒體來訪    ● 
01/26 參加龍埔國小動土奠基典禮     
01/28 協會年終聚餐     
02/01-02/04 承接辭修高中藍染采風校外教學     
02/24--11 99 年多角化社區扶植計畫上課開始 ●    
02/27 參加三峽天南寺落成啟用典禮     
02/27 提供元宵節燈謎藍染彩券 2 張     
03/04 北大劍橋社區探勘展覽場地     
03/04 接待高雄兩岸關係促進會     
03/13 會員參加 98.99 年度客家服飾人才培育計畫 ●    
03/20 贊助三峽搖滾音樂會活動     
03/26 三峽戶政藍染展撤展     
04/01-04/22 北大劍橋藍染展覽     
04/08 加入 NPO 閱讀聯盟     
04/10 協會春季聯誼-候硐九份     
04/11 99 年多角化社區扶植計畫第一次簡報 ●    
04/16 都市更新研發基金會商借老照片 2 張     
04/25 7-1 次會員大會     
04/26 台北縣勞工局楊敏雄來訪     
04/30 國立灣工藝發展中心多角化簽約     
05/05 臺灣觀光/刊來採訪     
05/06 城邦創意城鄉雜誌來採訪     
05/09 參加 2010 土城桐花系列活動-     
05/12-06/19 協助中園國小畢業藍染服裝秀     
06/10 空大校長來訪     
06/19 參加中園國小畢業典禮     
06/20 協會辦自行車之旅-淡水八里     
06/25 明道中學文藝社來採訪     
06/30 參加紡織產業綜合研究所座談會     
07/06-07/08 協助中園國小教師藍染研習課程     
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07/12-07/15 協助世界展望會辦藍染研習營     
07/16 7-2 次理監事會議     
07/24 輔大-美交流學生     
07/27 拍攝台北縣購物嘉年華錄影     
08/11 藍染節協調會     
08/14 輔大奧地利學生     
08/22 99 年多角化社區扶植計畫第二次簡報     
08/24 
參加三峽鎮民權老街周邊巷弄空間再造第二階段
工程會議 
    
08/01-08/29 藍染節靜態展活動   ●  
08/25 藍染節記者會     
09/11.12 參加台北縣購物嘉年華活動地點：淡水漁人碼頭     
09/12 參與甘樂文創活動     
09/12 參加 2010 樹林紅麴節活動     
09/24 
參加紡織綜合所辦理：紡織產業在新興產業發展利
基及成功關係關鍵因素 
    
10/01 OTOP 商借藍染服裝     
10/02 紡織綜合所辦理來訪     
10/03 協會秋季聯誼：石岡之旅     
10/16 工藝中心：地方工藝館開幕     
10/16.17 配合台北縣政府文化季：偶劇表演     
10/20-12/22 台中文化中心邀請參加：纖維、時尚、綠工藝開展   ●  
10/31 協助鎮托辦理：幸福三峽 99 親子嘉年華     
12/04 參加中園國小運動會     
12/13 
參加縣府文化局辦理：「戀三鶯-藝染三峽」「戀三
鶯‧精粹鶯歌」新書 
    
12/14 日本京都橋詰老師來訪    ● 
2011 年 
01/01 法國怕森學院設計師及工藝發展中心姚組長來訪     
01/07 7-4 理監事會議     
01/08 藍賦華彩開幕式   ●  
01/20 年終聚餐     
02/22 大愛廣播電台彩訪     
03/15 
賞讚國際企業有限公司訂製藍染方巾(亞運伴手
禮) 
    
03/17-07/10 樹林地政所商借藍染作品展示   ●  
03/19 協會春季旅遊:金山.野柳     
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03/25 參加 2011 輕盈工藝特展開幕     
03/25 7-5 理監事會議     
04/17 7-2 會員大會     
04/20-07/06 『100 染一下』開始     
05/06 三峽區公所及本會協調藍染公園事宜     
05/16 國立台灣工藝研究發展中心開會-2012 提案建議     
05/19 
8-1 理監事會議推選理事長(陳晉華先生擔任理事
長) 
    
06/15 協會搬家至中山路 61 號     
06/18 協助中園國小畢業服裝秀     
06/18 
邀請陳亮運老師分享法國國際天然染色發展新趨
勢與觀念 
    
06/19 中山路 61 號拜地基主     
06/21 UTV 簽合約     
06/24 第 8 屆理事長交接典禮     
07/11 今周刊來訪     
07/13 新東陽來採購商品及借展作品     
07/14 新北市政府來拍攝旅遊摺頁     
07/19.20 參加 2011 全球在地化策勵營地方產業初階班     
07/30 8-3 理監事會議     
07/28 2011 藍染節靜態展佈展   ●  
08/05 8-4 理監事會議     
08/12 藍染節記者會     
08/20.21 2011 藍染節開幕     
08/24 藍染公園協調會     
08/25 參加 OTOP 海外伴手禮藍染書衣入選     
09/01 2011 藍染節撤展     
09/02 8-5 理監事會議     
09/04 「台視就是愛旅遊」節目拍攝.介紹藍染     
09/06 請會員瓊慧姊教做蛋黃酥及鳳梨酥     
09/07 新北市衛生局專員來訪     
09/14 
工藝中心推薦本會參加 OTOP 海外伴手禮工藝類
入選第 2 名 
    
10/01-02.08 創意新銳設計競賽系列活動     
10/02 參加百年 百大創意茶席活動     
10/12 理事長暨理事拜訪新任區長     
10/15 衛生所中埔里合辦:戒菸反毒節能減碳活動     
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10/16 秋季旅遊-蘭陽之旅     
10/21 
99 年多角化書衣作品-參加 OTOP 閃耀國際特色展
售會 
  ●  
10/22 參加辭修高中校慶園遊會藍染展售     
10/29 參加國科會藍染試驗成果說明會-工藝中心     
11/04 8-7 理監事會     
12/10 
參加衛生局辦理:100 年度新北市健康城市社區成
果展 
    
2012 年 
1/6 
打掃 84 巷 2 號協會辦公室,準備從中山路 61 號搬
回 
    
1/11 年終尾牙聚餐     
1/11 墨刻雜誌採訪     
1/12 台科大教材研究室測老街屋二、三進     
1/14 搬回 84 巷 2 號辦公室     
1/17 參加三鶯消防活動     
1/31-2/3 辭修高中藍染體驗  ●   
2/7 協會恢復營運     
2/9 中視拍攝藍染     
2/10 8-10 理監事會     
2/13 大愛拍攝藍染皮書衣     
2/28 得芮達藍染體驗  ●   
3/7 光華國小藍染體驗  ●   
3/8 世新大學吳佩靜訪談     
3/9 8-11 理監事會     
3/15-11 送多角化申請書     
3/14 荒野保護協會插角國小藍染體驗  ●   
3/14 國立教育大學日本交留學生藍染體驗  ●   
3/29 南海實驗國小藍染體驗  ●   
4/6 昇煌電腦公司討論網頁     
4/7 臺北大學藍染體驗  ●   
4/9 協會添購音箱     
4/10 收回哈佛社區商借展覽藍染作品   ●  
4/13 台大生傳係訪談     
4/13 8-12 理監事會     
4/14 三鶯家扶藍染體驗  ●   
4/14 中山國小志工藍染體驗  ●   
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4/17 吳興國小藍染體驗  ●   
4/19 台北職訓中心藍染體驗  ●   
4/19 師大國語文中心藍染體驗  ●   
4/20 明道國小藍染體驗  ●   
4/22 協會春季旅遊     
4/23 2012 多角化第二階段簡報 ●    
4/26-5/24 指導三峽國中藍染社團 ●    
4/28 桃園八八童軍團藍染體驗  ●   
4/30 聯亞生技藍染體驗  ●   
5/1 新埔國小藍染體驗  ●   
5/1 臺北大學藍染體驗  ●   
5/7 竹南高中教師研習藍染體驗  ●   
5/9 中園國小畢業裝秀會議     
5/11 8-13 理監事會     
5/15 2012 多角化簽約（南投）     
5/17 臺北大學文化志工藍染體驗  ●   
5/19 臺北大學社團藍染體驗  ●   
5/20 致理童軍團藍染體驗  ●   
5/20 討論網頁修正     
5/21 參加新北市衛生局社區健康營造理論與策略     
5/22 尼泊爾喇嘛藍染體驗  ●   
5/25 大直高中藍染體驗  ●   
5/26 新加坡小學藍染體驗  ●   
5/27 協助衛生所中園國小社區健檢     
5/27 東吳大學藍染體驗  ●   
5/29 師大國語中心藍染體驗  ●   
5/29 藍染商品參與馬祖展覽活動     
5/31 參加馬芬妹老師的先生告別式     
6/1 102 多角化扶植計畫合約收到     
6/2 兒童慈善協會藍染體驗  ●   
6/2 三峽鎮托兒所藍染體驗  ●   
6/3 師大國語中心藍染體驗  ●   
6/8 8-14 理監事會     
6/9 僑委會藍染體驗  ●   
6/15 參加中園國小畢業典禮服裝秀     
6/19 大同大學藍染體驗  ●   
6/19 台北教育大學藍染體驗  ●   
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6/22 中視拍攝客家影片有關藍染     
6/22 中國時報採訪藍染的消失與重生     
6/22 理事長參加法務部矯正署臺北看守所頒獎     
6/27 教育大學藍染體驗  ●   
6/27 寶仁幼兒園藍染體驗  ●   
6/30 第八屆第一次會員大會     
7/1 社交館延平分館藍染體驗  ●   
7/5 嘉義縣社教司來勘場     
7/8 淡江大學國商系藍染體驗  ●   
7/11 臺北大學歷史系辦高中生夏令營藍染體驗  ●   
7/12 何嘉仁美語龍潭藍染體驗  ●   
7/13 8-15 理監事會     
7/14 銘傳大學交留學生藍染體驗  ●   
7/17 寶仁幼兒園藍染體驗  ●   
7/17 全腦數學藍染體驗  ●   
7/18 銘傳大學藍染體驗  ●   
7/18 師大國語中心藍染體驗  ●   
7/19 北大心世界幼稚園藍染體驗  ●   
7/24 三峽教會藍染體驗  ●   
7/24 寶仁幼兒園藍染體驗  ●   
7/24 大同大學秋瀚生提合作案     
7/25 教育大學藍染體驗  ●   
7/25 三峽教會藍染體驗  ●   
7/25 國台灣工藝發展中心訪視 2012 多角化案     
7/26 三峽教會藍染體驗  ●   
7/26 台北職訓中心藍染體驗  ●   
7/27 中國青年社藍染體驗  ●   
7/27 師大國語中心藍染體驗  ●   
7/27 牧愛堂藍染體驗     
7/29 周老師寫作班藍染體驗  ●   
7/30 協助大同大學邱瀚生申請新北市政府文化局     
 101 年文創藝術設計媒合產業補助計畫 ●    
 三峽藍染之品牌企畫與包裝設計 ●    
7/31-8/21 老街英語會話班（4 次）     
8/1 開南大學藍染體驗  ●   
8/3 中國青年社藍染體驗  ●   
8/4 松德婦女繼家庭服務中心     
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8/10 台灣大學國際辦論社藍染體驗  ●   
8/10 臺北大學交流學生藍染體驗  ●   
8/10 8-16 理監事會     
8/11 輔大大學交流學生藍染體驗  ●   
8/13 光榮國小藍染體驗  ●   
8/14-15 2012 嘉義教育局辦理：希望種子臺北圓夢之旅     
8/16 臺北大學哈佛營藍染體驗  ●   
8/16 國語日報辦：海外小學生藍染體驗  ●   
8/16 致理大學藍染體驗  ●   
8/17 師大國語中心藍染體驗  ●   
8/18 太平洋生活集團藍染體驗  ●   
8/18 家樂福藍染體驗  ●   
8/24 新唐人亞太電視台藍染體驗拍攝     
8/27 昇煌電腦公司教網頁操作     
8/27 購置新手提電腦     
8/28 中壢武漢國小插角國小藍染體驗  ●   
9/2 太平洋 SOGO 藍染體驗  ●   
9/7 蘋果日報採訪     
9/7 8-17 理監事會     
9/19 探勘藍染公園開幕場地     
9/22 小典藏雜誌拍攝藍染     
9/25 新北市政府衛生局輔導訪視     
9/25 百齡高中藍染體驗  ●   
9/29 參加 2012 藍染節攤位活動     
9/29 參加藍染公園開幕活動     
10/9 永安國小藍染體驗  ●   
10/12 8-18 理監事會     
10/14 台經院藍染體驗  ●   
10/18 龍潭鄉公所藍染體驗  ●   
10/18 食尚玩家拍攝藍染體驗  ●   
10/19 新泰國中藍染體驗  ●   
10/19 龍潭鄉公所藍染體驗  ●   
10/20 三峽戶助社藍染體驗  ●   
10/25.29 臺北大學客家文化季藍染體驗  ●   
10/26 師大國語中心藍染體驗  ●   
10/27 明志大學經營管理系採訪藍染     
10/28 秋季旅遊     
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10/29 8-19 理監事臨時會     
11/1 2012 幸福湧現成果作品拍攝     
11/6 福營國中藍染體驗  ●   
11/8 基隆尚智婦幼藍染體驗/華碩電腦藍染體驗  ●   
11/9 板橋松大藍染體驗  ●   
11/15 秀朗國小藍染體驗  ●   
11/15 
參加明志大學 101 年推動社會企業永續發展行動
專案座談 
    
11/18 方署商工藍染體驗  ●   
11/19 接待韓國許久北教授來訪     
11/20 參加明志大學藍染體驗  ●   
11/20 社區扶植計畫結業畢典     
11/23 龍安國小藍染體驗  ●   
11/25 參加社區成果嘉年華     
11/28 政大外語學院藍染體驗  ●   
11/29 2012 多角化社區工藝期末簡報     
11/30 花旗銀行藍染體驗/有木國小藍染體驗  ●   
12/3 外出自強國小藍染體驗  ●   
12/5 台灣更生保護會藍染體驗  ●   
12/7 8-21 理監事會     
12/20 積穗國小藍染體驗  ●   
12/20 臺北大學不動產訪談     
12/25 幼心園/鶯歌國小藍染體驗  ●   
12/27-28 新北市環保局辦社區藍染體驗  ●   
12/29 臺北藝術大學訪談     
2013 年 
1/3 暨大藍染體驗  ●   
1/3 樹林地政商借藍染作品     
1/7 樹林地政 102 第一季藝文展覽開幕   ●  
1/10 意秋幼稚園     
1/12 協會尾牙     
1/15 參加明志大學活動     
1/15 興南志工媽媽藍染體驗  ●   
1/15 食尚玩家拍攝藍染體驗  ●   
1/18 學術交流基金金會     
1/18 新北市環保局社區藍染體驗  ●   
1/18 正聲廣播訪談     
資 30 
 
1/22 意秋幼稚園     
1/23-30 辭修高中藍染體驗  ●   
1/23 何嘉仁藍染體驗  ●   
1/24 意秋幼稚園     
1/27 國立教育大學藍染體驗  ●   
1/28 參加梅樹/籌備會     
1/29 中央廣播電台採訪     
2/5 臺北大學/臺北科暨大學藍染體驗  ●   
2/6 文澡美語藍染體驗  ●   
2/6 8-22 理監會     
3/4 樹林地政歸還藍染作品     
3/5 
接待日本千葉大學宮崎清‧植田憲教授偕同浦安市
民大學來訪 
   ● 
3/6 臺北當代工藝分館來訪     
3/7 淡水國小/銘傳大學藍染體驗  ●   
3/9 實踐大學藍染體驗  ●   
3/10 臺北教育大學藍染體驗  ●   
3/12 參加陳晉華理事長之母告別式     
3/12 參加 ISEND 籌備說明會     
3/13 大愛台拍攝     
3/19 信義房屋藍染體驗  ●   
3/19 熟年雜誌採訪     
3/20 參加中園國小畢業服裝秀籌備會     
3/24 龍潭可望村藍染體驗  ●   
3/27 林口婦女大學藍染體驗  ●   
3/29 樹林地政商借藍染作品歸還     
3/29 8-23 理監事會     
3/31 捷立旅行社     
4/4 昇恒昌免稅店孤兒院藍染體驗  ●   
4/6 梅樹月活動老柴咖啡教做梅花     
4/12 8-24 理監事會     
4/13 恩主公護士節藍染體驗活動  ●   
4/13 台中西苑高中藍染體驗  ●   
4/13 環球科大藍染體驗  ●   
4/16 拜訪三峽區長楊志宏邀請幸福湧現展覽     
4/16 聯合報 UDNTV 台灣名物誌採訪     
4/17 安溪國中婦幼藍染體驗  ●   
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4/17-19 幸福湧現臺北當代工藝分館布展     
4/20 幸福湧現臺北當代工藝分館開幕   ●  
4/22 參加 ISEND 如何規劃辦理活動講座     
4/22 樹林高中導覽解說     
4/25 接待 ISEND 顧問團來訪    ● 
4/26 文化大學廣告系採訪     
4/27 臺北大學藍染體驗  ●   
4/28 新移民婦女中心     
4/29 南下工藝所 2013 多角簽約     
4/30 更保會勘場     
5/1 台經院來訪     
4/30-5/8 安溪國小藍染體驗  ●   
5/6 幸福湧現撤展     
5/9 
新北市觀光局票選台灣 10 大幸福好玩旅程愛上新
北小旅行 
    
5/10 臺北大學藍染體驗  ●   
5/14 台灣角川書店採訪     
5/14 參加梅樹/活動檢討會議     
5/14 
參與新北市觀光局鶯歌陶博館合辦推動三鶯旅遊
會議 
    
5/15 慰勞幸福湧現展覽工作人員聚餐     
5/16 接待 2013 阿波藍染工藝文化交流日本工藝師來訪    ● 
5/17 新惠幼兒園藍染體驗  ●   
5/21 頂埔國小藍染體驗  ●   
5/22 8-26 理監事會     
5/23 市長官邸來訪     
5/24 雲林尚德國小藍染體驗  ●   
5/26 賽諾菲藍染體驗  ●   
5/30 苗栗區公所客家文化課來交流     
5/30 北新國小藍染體驗  ●   
6/5 三峽區公所召開：三峽地區都市計畫與文化空間     
6/6 後埔國小藍染體驗  ●   
6/8 師大藍染體驗  ●   
6/11 新唐人拍拍攝     
6/14 吉利幼稚園藍染體驗  ●   
6/18 地區藍染產業資源多元就業發展劉執行長來訪     
6/18 臺北大學歷史藍染體驗  ●   
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6/19 新唐人拍攝     
6/20 土城戶政藍染體驗  ●   
6/21 三峽龍埔成長幼兒園藍染體驗  ●   
6/22 香港進修大學藍染體驗  ●   
6/22 廣福國小藍染體驗  ●   
6/23 第九屆會員大會-選舉     
6/24 安康國小藍染體驗  ●   
6/25 安溪國小藍染體驗  ●   
6/25 
台灣經濟研究院主辦文化產業之科技媒介之策略
研討會 
    
6/26 安溪國小藍染體驗  ●   
7/1 頂埔國小藍染體驗  ●   
7/3 葫蘆墩布展   ●  
7/5 9-1 理監事會     
7/9 葫蘆墩記者會     
7/9 臺北大學藍染體驗  ●   
7/10 新科國中藍染體驗  ●   
7/11 方圓幼稚兒園藍染體驗  ●   
7/12 三峽公立幼兒園藍染體驗  ●   
7/13 市長官邸藍染體驗  ●   
7/14 市長官邸藍染商品開幕     
7/16 武林高中藍染體驗  ●   
7/18 小挪亞畫室藍染體驗  ●   
7/20 市長官邸藍染體驗  ●   
7/20 臺北真禮堂藍染體驗  ●   
7/20 板橋教會藍染體驗  ●   
7/20 輔仁大學藍染體驗  ●   
7/25 柏克萊美語藍染體驗  ●   
7/30 中央大學藍染體驗  ●   
7/30 三峽公立幼兒園藍染體驗  ●   
7/30 長頸鹿美語藍染體驗  ●   
8/13 職訓局藍染藍染體驗  ●   
8/15 市長官邸藍染體驗  ●   
8/16 新民國小藍染體驗  ●   
8/16 102 年社區及區域特色工藝扶植計畫期中簡報 ●    
8/18 市長官邸藍染體驗     
8/19 臺北大學與哈佛大學交流學生藍染體驗  ●   
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8/27 臺北市希望家園藍染體驗  ●   
8/27 柏克萊美語藍染體驗  ●   
8/28 教育研究院三峽區高國中共同推動國科會計畫     
8/28 葫蘆墩撤展     
8/29 平鎮扶輪社藍染體驗  ●   
8/29 區公所 2F 藍染展撤展     
9/1 光仁國小藍染體驗  ●   
9/7 社會企業經營研討會     
9/12 新光三越大有店布展   ●  
9/13 9-3 理監事會     
9/18 勝利羽球藍染體驗  ●   
9/20 大愛真情 in 台灣拍攝     
9/23 9-4 理監臨事會（文物館投標議題）     
9/28 三峽互助社藍染體驗                                                                                                                                                                     ●  
11/13 
333 TaiwanUp-推動社會企業永續發展行動方案南
區成果發表會 
    
12/29 君悅旅行社藍染體驗  ●   
2014 年 
1/1 參加前理事長王淑宜母親的告別式     
1/3 三峽國中藍染體驗  ●   
1/4 三峽染工坊重新開幕     
1/5 協會尾牙     
1/15 精聯保險經紀人藍染體驗  ●   
1/17 和平國小藍染體驗驗  ●   
1/22 辭修高中藍染體驗  ●   
1/23 捷森安親班藍染體驗  ●   
1/23 龍埔國小教師參訪     
1/23 教育研究院藍染體驗  ●   
1/24 桃園高中藍染體驗  ●   
1/25 淡水教會藍染體驗  ●   
1/27 歐緹斯特(台北)藍染體驗  ●   
2/8 雄獅旅遊藍染體驗  ●   
2/10 兒童進化教育藍染體驗  ●   
2/19 有木國小藍染體驗  ●   
2/20 司法官學院藍染體驗  ●   
2/21 理監事會     
2/22 北區服青團藍染體驗  ●   
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2/23 加拿大植物染專家訪問     
2/25 與福容飯店簽合作合約     
3/4 衛視中文台勘場     
3/7 南和旅行社導覽     
3/7 三峽國中藍染體驗  ●   
3/8 陽明大學藍染體驗  ●   
3/8 花園國小藍染體驗  ●   
3/8 台大陸生導覽     
3/10 至福容飯店布展     
3/10 2014 多角提案及梅樹月佈置文物館   ●  
3/11 新生國小藍染體驗  ●   
3/11 雙園國小藍染體驗  ●   
3/13 新光醫院藍染體驗  ●   
3/13 與福容飯店合作藍染藝術推廣   ●  
3/16 雄獅旅遊藍染體驗  ●   
3/18 市政府來訪     
3/19 衛視中文台拍攝     
3/21 共同參加 2014 全球頂尖七大智慧城市參訪     
3/22 西蓮靜苑勘場     
3/25 卓也來訪     
3/26 參加 2014 藍染節第一次公聽會暨準備會     
3/26 三峽區公所藍染體驗  ●   
3/27 八德國中藍染體驗  ●   
3/27 丹鳳高中藍染體驗  ●   
3/29 百齡高中部藍染體驗  ●   
3/29 丹鳳高中藍染體驗  ●   
4/1 參加公藝產業調查問卷前置會議     
4/1 永錡幼兒園藍染體驗  ●   
4/8 錦繡台灣雜誌讚放國際藍染體驗  ●   
4/9 協助中園畢業服裝     
4/9 愛而電視台拍攝 詹維中     
4/11 新北市婦女樂活館來訪 有關參展事宜     
4/12 台北市政府地政司藍染體驗  ●   
4/15 新竹竹中國小藍染體驗  ●   
4/15 永錡幼兒園藍染體驗  ●   
4/16 泰元旅行社藍染體驗  ●   
4/17 西松附幼藍染體驗  ●   
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4/17 榮總身心障礙藍染體驗  ●   
4/17 參加經濟部工業局 103 技術輔導計畫     
4/18 榮總身心障礙藍染體藍染體驗  ●   
4/18 生活走透透拍攝 小甜甜 韋汝     
4/20 台北大學藍染體驗  ●   
4/22 永錡幼兒園藍染體驗  ●   
4/23 婦女樂活館勘場     
4/23 長庚養生村勘場     
4/24 詠泰旅行社藍染體驗  ●   
4/25 中國人壽藍染體驗  ●   
4/25 教育廣播電台連線訪談     
4/25 吳興國小藍染體驗  ●   
4/26 國泰人壽藍染體驗  ●   
4/26 參加長庚養生村桐花園遊會及藍染體驗  ●   
4/26 好友團藍染體驗  ●   
4/27 新莊親友團藍染體驗  ●   
4/27 台大法律系藍染體驗  ●   
4/29 永錡幼兒園藍染體驗  ●   
4/19 淡江大學大眾傳播系拍攝     
4/30 新生國小藍染體驗  ●   
4/30 討論藍染文物館佈展事宜     
5/1 台北大學學生訪談     
5/1 南海實驗幼兒園藍染體驗  ●   
5/1 三鶯社大課程租借場地     
5/2 中園國小藍染體驗  ●   
5/2 吳興國小藍染體驗  ●   
5/2 協會開藍染節臨時會     
5/3 莊敬高職藍染體驗  ●   
5/3 參加桐學會‧桐遊三峽健行賞桐逗陣行     
5/4 北醫藍染體驗  ●   
5/6 新北市婦女樂活館佈展     
5/6 三盛旅行社 台積電藍染體驗  ●   
5/7-6/27 
婦女樂活館策展女性生命旅程--「她」的生命記事
--「愛」的藍妍染繪風情篇 
  ●  
5/8 台積電藍染體驗  ●   
5/8 新唐人拍攝益智節目     
5/9 台北大學藍染體驗  ●   
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5/9 送 2014 新北市三峽藍染節協會負責部分估價單     
5/10 東享旅行社 藍染體驗  ●   
5/13 區公所修正精品展經費     
5/14 三盛旅行社 台積電藍染體驗  ●   
5/15 崇幼幼兒園及宜蘭龍潭國小藍染體驗  ●   
5/16 福容飯店合約書     
5/17 婦女樂活館藍染體驗  ●   
5/19 中華藝風畫畫會藍染體驗  ●   
5/20 台北教育大學藍染體驗  ●   
5/22 新生旅行社藍染體驗  ●   
5/24 永盛旅行社藍染體驗及宜蘭壯圍國小藍染體驗  ●   
5/25 
利盛旅行社藍染體驗及四節教會藍染體驗、東吳大
學藍染體驗 
 ●   
5/27 新唐人拍攝新北市三峽老街商圈節目     
5/27 鎮海國中藍染體驗  ●   
5/27 台北大學傅老師採訪     
5/29 利宸旅行社藍染體驗  ●   
5/29 銘傳大學及北藝大黃老師採訪     
5/29 與頑石總監程湘如討論藍茶道-工藝中心 ●    
5/31 
台灣世界展望會、長庚、師範大學、巨弘旅行社藍
染體驗 
 ●   
6/1 大同大學藍染體驗  ●   
6/2 利宸旅行社藍染體驗  ●   
6/3 台北大學藍染體驗  ●   
6/4 藍染節布展-1     
6/5 藍染節布展-2     
6/6 藍染節記者會     
6/7 新北家扶中心、莊敬高中、環球板橋車站藍染體驗  ●   
6/11 福容飯店續約體驗優惠合約書     
6/12-13 
參加明志科大跨界多元新視界-2014 社會企業發展
方向國際論壇 
    
6/12 南海幼兒園藍染體驗  ●   
6/13 明志科大喜憨兒藍染體驗  ●   
6/13 中園國小畢業典禮     
6/17 與區公所簽 2014 藍節精品展合約     
6/18 2014 社區與區域扶植案執行開始     
6/21 三峽扶輪社藍染體驗  ●   
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6/24 壯圍國小藍染體驗  ●   
6/25 唐草借多角案皮革在工藝中心陳列館展覽   ●  
6/26 香港天主教中學及土城裕德國小藍染體驗  ●   
6/28 中原大學及新北市政府人事處藍染體驗  ●   
6/30 福容飯店合約到期     
7/1 明子園安親班、深坑幼稚園藍染體驗  ●   
7/2 經濟發展局葉局長來訪     
7/6 小哥旅行社藍染體驗  ●   
7/8 嘉仁美語、北大歷史系藍染體驗  ●   
7/9 三峽國小藍染體驗  ●   
7/10 花林旅行社藍染體驗  ●   
7/11 香港中聖書院藍染體驗及瑞穗國小藍染體驗  ●   
7/12 
2014 藍節老街之夜及新市場舉辦：徐風冉冉公共
藝術推廣 
    
7/13 2014 藍節精品展結束撤展   ●  
2015/7/14-16 區公所員工藍染體驗  ●   
7/15 中時手感小旅行藍染體驗  ●   
7/17 中時手感小旅行藍染體驗/植物園勘場  ●   
7/18 西蓮淨苑藍染體驗  ●   
7/19 參加伊甸基金會感恩園遊會長福橋上     
7/19 船舶中心藍染體驗  ●   
7/21 中正社區藍染體驗  ●   
7/22 中時手感小旅行藍染體驗  ●   
7/24 北投文教基金會導覽     
7/25 中時手感小旅行藍染體驗  ●   
7/26 新海瓦斯外出坪林藍染體驗  ●   
7/28 中正社區藍染體驗  ●   
7/29 中時手感小旅行藍染體驗  ●   
7/30 中時手感小旅行藍染體驗  ●   
7/31 中時手感小旅行藍染體驗  ●   
7/31 新北市愛盲庇護供場藍染體驗  ●   
8/1 中時手感小旅行藍染體驗  ●   
8/1 20124 多角案其中簡報     
8/2 百威旅行社藍染體驗  ●   
8/4 中正社區藍染體驗  ●   
8/4 台北市私立復興高級中學藍染體驗  ●   
8/5 台北市私立復興高級中學藍染體驗  ●   
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8/5 鶯歌陶博館樂齡藍染體驗  ●   
8/6 中時手感小旅行藍染體驗  ●   
8/7 中時手感小旅行藍染體驗  ●   
8/7 理監事會議 9-     
8/8 中時手感小旅行藍染體驗  ●   
8/8 臺灣法律學生會藍染體驗  ●   
8/8 中埔社區藍染體驗  ●   
8/10 行政院環境保護署藍染體驗  ●   
8/11 中正社區藍染體驗  ●   
8/12 佳盈安親班藍染體驗  ●   
8/12 國際蒙特梭藍染體驗  ●   
8/12 鶯歌陶博館樂齡藍染體驗  ●   
8/12 佳兒幼稚園藍染體驗  ●   
8/13 中時手感小旅行藍染體驗  ●   
8/13 台中一中媽媽聯誼會藍染體驗  ●   
8/13 台北市長官邸藍染體驗  ●   
8/14 中時手感小旅行藍染體驗  ●   
8/15 中時手感小旅行藍染體驗  ●   
8/15 師大國語文中心藍染體驗  ●   
8/18 
明志科大承辦教育局：教師赴約文化資產利基與區
域藍染資源策整合之發展」 
    
8/19 鶯歌陶博館樂齡藍染體驗  ●   
8/19 佳兒幼稚園藍染體驗  ●   
8/20 中時手感小旅行藍染體驗  ●   
8/21 中時手感小旅行藍染體驗  ●   
8/22 中時手感小旅行藍染體驗  ●   
8/23 至植物園志工藍染分享     
8/23-24 參加新月橋伴手禮活動     
8/25 中正社區藍染體驗  ●   
8/25 開南大學藍染體驗  ●   
8/26 中時手感小旅行藍染體驗  ●   
8/26 鶯歌陶博館樂齡藍染體驗  ●   
8/27 中時手感小旅行藍染體驗  ●   
8/27 師大附中藍染體驗  ●   
8/28 中時手感小旅行藍染體驗  ●   
8/29 中時手感小旅行藍染體驗  ●   
8/30 韓國九州許北九教授來訪    ● 
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8/31 福容飯店合約到期     
9/1 參加亞太茶席     
9/2 台北大學分享談文創     
9/2 
參加台北植物園「南門町 232」開館暨志工植物繪
畫展「染料植物」特展 
  ●  
9/3 台北大學藍染體驗  ●   
9/3 中時手感小旅行藍染體驗  ●   
9/3 雄獅旅行社藍染體驗  ●   
9/4 中時手感小旅行藍染體驗  ●   
9/5 中時手感小旅行藍染體驗  ●   
9/9 頑石結案藍峽客結案     
9/12 與三鶯社大租約簽訂     
9/13 9-2 會員大會     
9/18 公共電視：成語賽恩司播放     
9/20 扶輪社 3500 地區藍染體驗  ●   
9/22 參加藝大印尼蠟染工坊     
9/24 寶仁幼兒園藍染體驗  ●   
9/27 中時手感小旅行藍染體驗  ●   
9/27 植物園藍染體驗  ●   
9/28 好好玩旅行社藍染體驗  ●   
10/2 參加 2014 當代纖維藝術大展-織路染旅開始   ●  
10/3 理監事會議 9-     
10/4 太平洋區域染織工藝的發展與轉化展覽   ●  
10/4 台北醫學大學藍染體驗  ●   
10/5 健行樂藍染體驗  ●   
10/10 開發旅行社藍染體驗  ●   
10/10 淡水工商藍染體驗  ●   
10/11 剛友旅行社藍染體驗  ●   
10/12 中時手感小旅行藍染體驗  ●   
10/13-16 參加 2014(ISEDN)臺灣國際天然染織論壇     
10/13 實踐大學藍染體驗  ●   
10/15 仁愛國小學藍染體驗  ●   
10/18 東風國際旅行社藍染體驗  ●   
10/19 輔大影傳播拍攝     
10/20 實踐大學藍染體驗  ●   
10/21 臺灣電路板協會藍染體驗  ●   
10/21 2014 工藝文化體驗營 Aecom 公司來訪     
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10/22 輔大藍染體驗  ●   
10/22 至新竹客家會館勘場     
10/23 有木國小學藍染體驗  ●   
10/24 桃園原住民文化會館藍染體驗  ●   
10/25 無障礙發展協會館藍染體驗  ●   
10/25 植物園藍染體驗  ●   
10/26 板橋高中藍染體驗  ●   
10/27 板橋中正社區藍染體驗  ●   
10/28 
參加科技部研究「文化創意取向之學校美感教育課
程建構與促進」焦點座談會議 
    
10/29 翰林藍染體驗  ●   
10/30 彭福國小學「客語生活學校文化體驗」藍染體驗  ●   
10/31 罕見疾病基金會藍染體驗  ●   
10/31 師大國語文中心藍染體驗  ●   
11/1 新竹婦女社大縫染教學     
11/1 參加台北大學校慶藍染體驗  ●   
11/2 新東國小藍染體驗  ●   
11/4 中國青年社藍染體驗  ●   
11/5 天主教耕莘醫院藍染體驗  ●   
11/5 藍茶道完成品拍照     
11/6 彭福國小「客語生活學校文化體驗」藍染體驗  ●   
11/6 和平旅行社藍染體驗  ●   
11/11 程湘如討論藍茶道完成樣品     
11/11 中信國小藍染體驗  ●   
11/11 新牛頓刊物針對中、高學生拍攝藍染     
11/14 景文語文教育藍染體驗  ●   
11/15 新竹婦女社大縫染教學     
11/15 聖約翰大學藍染體驗  ●   
11/15 南山高中藍染體驗  ●   
11/15 快桅（股）公司藍染體驗  ●   
11/20 北大何嘉仁美語藍染體驗  ●   
11/21 介壽國小藍染體驗  ●   
11/22 中美合作公司藍染體驗  ●   
11/22 輔大藍染體驗  ●   
11/25 新竹上智國小藍染體驗  ●   
11/27 華城讀書會藍染體驗  ●   
11/28 2104 社區及區域特色工藝期末審查及簡報     
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11/29 植物園藍染體驗  ●   
11/30 協會旅遊     
12/2 南港高中藍染體驗  ●   
12/4 天品山莊藍染體驗  ●   
12/9 理監事會議 9-19     
12/10 2104 社區及區域特色工藝、核銷單據繳交     
12/13 淡江大學藍染體驗  ●   
12/13 台北大學邱老師來採訪     
12/13 桃園原住民文化會館藍染體驗  ●   
12/16 福營國中藍染體驗  ●   
12/16 新生國小藍染體驗  ●   
12/18 新北市原住民產業觀摩團來訪     
12/20 北京都市規劃團來訪     
12/22 永業旅行社協助：重慶市座談交流     
12/27 植物園藍染體驗  ●   
12/27 新埔國小藍染體驗  ●   
12/27 新北市客家事務局陳晉業局長來訪     
2015 年 
1/5 重新布置工坊     
1/9 理監事會 9-20     
1/13 李氏姊妹幼兒園藍染體驗  ●   
1/14 植物園展品歸還     
1/16 師大國語文中心藍染體驗  ●   
1/16 師大國語文中心藍染體驗  ●   
1/19 光明國小藍染體驗  ●   
1/20 光明國小藍染體驗  ●   
1/20 李氏姊妹幼兒園藍染體驗  ●   
1/22 光明國小藍染體驗  ●   
1/23 光明國小藍染體驗  ●   
1/23 和平國小藍染體驗  ●   
1/24 新名教會藍染體驗  ●   
1/26 新北市政府季刊訪談     
1/28 雅德賽思教育協會藍染體驗  ●   
1/28 胡山寶分享馬可紀錄片     
1/31 利美旅行社藍染體驗  ●   
2/1 王素雲會員告別式     
2/3-5 辭修高中藍染體驗  ●   
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2/4 何嘉仁美語藍染體驗  ●   
2/4-2/8 
參加 2015 世貿年貨大展暨禮品贈品「地方美饡‧優
質饗宴」OTOP 特色 
    
2/5 桃園高中藍染體驗  ●   
2/6 智慧森林補習班藍染體驗  ●   
2/6 科見美語藍染體驗  ●   
2/7 大愛拍攝     
2/10 參加市府客家事務局天穿日會議     
2/11 三峽客家文化園區勘場     
2/12 和平旅行社藍染體驗     
3/1 青少年海外交流中心藍染體驗     
3/5 參加市府客家事務局天穿日記者會  ●   
3/6-6/5 協助三峽國中染色社團     
3/7 
協辦 104 年新北市全國客家日—光熱客家‧樂活新
北藍染體驗 
 ●   
3/8 
日本な～るほど～ザ雜誌介紹三峽藍染—王淑宜
受訪 
    
3/8 台北教育大學染體驗  ●   
3/9 天穿日活動至三峽客家文化園區圓樓布展   ●  
3/10 天穿日活動至三峽客家文化園區圓樓攤展     
3/10 輔大社工系藍染體驗  ●   
3/13 理監事 9-21     
3/14 台北醫學大學藍染體驗  ●   
3/17 宜蘭家庭教育中心藍染體驗  ●   
3/22 單身銀行藍染體驗  ●   
3/22 參加三立電視台 大玩客錄影     
3/24 世新大學學生來採訪及梅樹月布展   ●  
3/26 台北教育大學藍染體驗  ●   
3/26 外出天品山莊藍染體驗  ●   
3/27 東南科技大學觀光系藍染體驗  ●   
3/27 桃園新光三越大有店來訪     
4/2 香港崇真中學藍染體驗  ●   
4/2 捷立旅行社藍染體驗  ●   
4/2 三峽藍染節籌備會     
4/10 理監事 9-22     
4/16 積穗婦幼藍染體驗  ●   
4/16 陶氏化學藍染體驗  ●   
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4/17 陸豐國小藍染體驗  ●   
4/24 捷寶旅行社藍染體驗  ●   
4/24 長庚大學藍染體驗  ●   
4/25 富邦人壽藍染體驗  ●   
4/27 梅樹月/撤展     
4/30 士林教會藍染體驗  ●   
5/2 桃園張 t 中心藍染體驗  ●   
5/3 世新大學學生來採訪     
5/4-5/8 安溪國小藍染體驗  ●   
5/7 理監事 9-23 臨     
5/8 柑園國中幼兒園藍染體驗  ●   
5/8 心路兒童發展中心藍染體驗  ●   
5/11 職能發展協會藍染體驗  ●   
5/11 桃園新光三越大有店布展   ●  
5/14 金敏分校藍染體驗  ●   
5/15 北市南洪幼兒園藍染體驗  ●   
5/16 桃園新光三越大有店藍染體驗  ●   
5/16 台北教育大學藍染體驗  ●   
5/16 台北大學藍染體驗  ●   
5/17 健仕童軍捐團藍染體驗  ●   
5/17 桃園新光三越大有店藍染體驗  ●   
5/18 台北大學公共行政系藍染體驗  ●   
5/19 台北教育大學藍染體驗     
5/21 理監事 9-24     
5/23 桃園新光三越大有店藍染體驗  ●   
5/24 台北大學藍染體驗  ●   
5/24 桃園新光三越大有店藍染體驗  ●   
5/25 三和國中藍染體驗  ●   
5/26 雲科大林忠衡採訪     
5/27 基隆伊甸基金會藍染體驗  ●   
5/28 外出溪東托兒所藍染體驗  ●   
5/29 藍染節記者會在新北市政府新聞室     
5/29 理監事 9-25     
5/31 發伊崇德之教藍染體驗  ●   
6/4 博愛國小藍染體驗  ●   
6/6 三峽藍染節     
6/7 國立北護校友會藍染體驗  ●   
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6/8 康軒採訪藍染：中學生元氣誌單元達人秀     
6/8-6/24 進行藍染節藍染產業人才培育課程 ●    
6/9 進行藍染節種子深耕台北大學     
6/9 蘭陽博物館來訪     
6/13 富泉旅行社藍染體驗  ●   
6/14 士林聖教會藍染體驗  ●   
6/16 三民高中藍染體驗  ●   
6/16 蘭陽博物館合作廠商來訪     
6/17 2015『東京、德島臺灣藍視察訪問團』來訪    ● 
6/19 士林聖教會藍染體驗  ●   
6/21 龍閣拍攝客委會 case     
6/24 進行藍染節藍染產業人才培育成果展發表     
6/24-6/25 大愛拍攝     
6/25 實踐大學藍染體驗  ●   
6/25 台灣經濟研究院來訪     
6/26 北市傑出女性協會藍染體驗  ●   
6/27 美國高中生藍染體驗  ●   
6/28 政治大學藍染體驗  ●   
6/28 新莊教會藍染體驗  ●   
6/29 建國國小藍染體驗  ●   
6/30 永和圖書館志工藍染體驗  ●   
7/1 SIT 台美加暑期研究生藍染體驗  ●   
7/1 藍染節種子深耕種子教育中園國小教師藍染體驗  ●   
7/1 雲科大外師藍染體驗  ●   
7/2-7/3 國立體育大學藍染體驗  ●   
7/2 435 藝文特區來拍攝     
7/3 新北市 2015 特色學校暑期旅遊展藍染體驗  ●   
7/3 理監事 9-26     
7/4 參加三峽市場 二手市集活動     
7/4 上置旅行社藍染體驗  ●   
7/5 有木國小藍染體驗  ●   
7/7 奇異鳥懷恩藍染體驗  ●   
7/8 香港知專設計學院藍染體驗  ●   
7/9 蒲公英美術教室藍染體驗  ●   
7/9 智文短期補習班藍染體驗  ●   
7/11 三峽國小夏令營藍染體驗  ●   
7/13 安司安親班藍染體驗  ●   
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7/15 啟育幼兒園藍染體驗  ●   
7/15 台北大學藍染體驗  ●   
7/15 中天電視台來拍攝     
7/16 CEO 學院藍染體驗  ●   
7/16 
藍茶道商品葫蘆墩參加台韓展台灣經典色天然染
織交流展 
   ● 
7/18 
神戶憲治及易映光來訪討論合作：皮革藍靛之創新
製品開發設計 
    
7/19 新北市 27 區園長藍染體驗  ●   
7/22 輔大藍染體驗  ●   
7/25 輔大藍染體驗  ●   
7/29 
2015 社區及區域特色工藝扶植農村微型工藝產業
培力計畫-藍峽客開始執行 
●    
7/30 CEO 學院藍染體驗  ●   
7/30 新北市客家事務局來訪     
7/31 和平旅行社藍染體驗  ●   
8/3-8/5 復興高中藍染體驗  ●   
8/3 藍染節核銷收據繳交區公所     
8/8 輔大藍染體驗  ●   
8/8 蘇迪力颱風協會淹水     
8/9 蘇迪力颱風整理工坊周遭環境     
8/11 愛迪生藍染體驗  ●   
8/12 平鎮高中藍染體驗  ●   
8/12 教育研究院外生藍染體驗  ●   
8/12 政大法國學生藍染體驗  ●   
8/13 政大外生藍染體驗  ●   
8/13 CEO 學院藍染體驗  ●   
8/14 東西名人雜誌拍攝     
8/14 澳洲銀髮族藍染體驗  ●   
8/14 理監事 9-27     
8/15 三峽公托藍染體驗     
8/15 Niceday 合作第一次執行  ●   
8/18 大慶工商藍染體驗  ●   
8/20 開南大學交流學生藍染體驗  ●   
8/24 明志大學藍染體驗  ●   
8/25 客家文化園區 104 員工制服採購簡報     
8/28 協會工坊祭拜中元     
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8/30 上置旅行社藍染體驗  ●   
9/2 三峽老街市街改正百年慶典籌備會     
9/4 北市職能中心藍染體驗  ●   
9/4 台灣應用材料公司藍染體驗  ●   
9/4 惠而浦電腦公司藍染體驗  ●   
9/5 第十屆第一次會員大會     
9/6 Niceday 藍染體驗  ●   
9/7 
協助新屋鄉北湖國小執行「藍染藝文美」客家藍染
教學計畫 
    
9/8 新北市婦女樂活館舉辦女性議題工作坊會議     
9/9 有木國小藍染體驗  ●   
9/9 三鶯社大結 104 年下年度場租費     
9/10 淡江大學藍染體驗  ●   
9/10 TVBS 臨時採訪老街議題及藍染拍攝     
9/12 東風旅行社藍染體驗  ●   
9/13 2015 社區及區域其中簡報     
9/14 三鶯攝影社結清 104 度場租費     
9/15 送 2015 客家文化園區制服合約書     
9/16 
新北市婦女樂活館舉辦女性議題工作坊會議第一
次籌備會 
    
9/18 雅德賽思協會藍染體驗  ●   
9/19 三峽儲蓄互助會藍染體驗  ●   
9/19 Niceday 藍染體驗  ●   
9/20 蘭陽博物館藍染體驗  ●   
9/23 參加老街耆老白繁松告別式     
9/25 關東國小藍染體驗  ●   
9/25 參加韓國天然染色博物館交流展展品歸還     
9/30 
與大葉大學簽「工藝漾-台灣生活工藝品牌合創計
畫」合作備忘錄 
    
10/2 神戶老師來討論皮包款式     
10/3 育圃文教機構藍染體驗  ●   
10/4 
第十屆第二次理監事會議(改選).第九屆理事長移
交第十屆 
    
10/5 非凡電視台採訪     
10/5 淑敏公公告別式     
10/10 Niceday 藍染體驗  ●   
10/11 第十屆第一次理監事會議暨理事長重選與交接     
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10/12 實踐大學藍染體驗  ●   
10/18 永欽旅行社藍染體驗  ●   
10/18 宜蘭特教藍染體驗  ●   
10/18 外交部外籍交流生藍染體驗  ●   
10/18 實踐大學藍染體驗  ●   
10/21 新春國中導覽     
10/22 2015 國際天然染色論壇(台中市葫蘆敦文化中心)     
10/23 自立幼兒園藍染體驗  ●   
10/23 深坑國小樂齡藍染體驗  ●   
10/24 宜蘭特教藍染體驗  ●   
10/27 木柵教會藍染體驗  ●   
10/30 領袖天下老人養護中心藍染體驗  ●   
10/31 外交部外籍交流生藍染體驗  ●   
10/31 銘傳大學藍染體驗  ●   
10/31 新北市婦女樂活館佈展   ●  
11/2 和平旅行社藍染體驗  ●   
11/3 意秋幼兒園藍染體驗  ●   
11/3 樂活館分享     
11/4 Niceday 藍染體驗  ●   
11/5 意秋幼兒園藍染體驗  ●   
11/6 香港德望學校藍染體驗  ●   
11/6 桃園高中藍染體驗  ●   
11/7 明道中學藍染體驗  ●   
11/7 外交部外籍交流生藍染體驗  ●   
11/8 澎湖七美社區藍染體驗  ●   
11/8 Niceday 藍染體驗  ●   
11/11 台灣藍染學會分享     
11/11 樹林高中導覽     
11/13 福智基金會總會藍染體驗  ●   
11/13 台北大學     
11/14 新加坡盛尼克拉學校藍染體驗  ●   
 利晟旅行社-新加坡學校藍染體驗  ●   
 張老師基金會藍染體驗  ●   
11/15 跨時空跨傳統跨世代和心文化之旅專題講座     
11/17 意秋幼兒園藍染體驗  ●   
 宜蘭台灣設計展佈展     
11/18 宜蘭台灣設計展佈展     
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11/19 稻江護家藍染體驗  ●   
11/20 圓生彩虹藍染體驗  ●   
11/20 宜蘭台灣設計展開幕晚會   ●  
11/21 
11/21-12/12 台北當代工藝設計分館試營運戶外廣
場創意市集 
    
 慈濟三峽志業園區藍染體驗  ●   
 實踐大學藍染體驗  ●   
11/23 光復國小藍染體驗  ●   
11/24 康橋幼兒園藍染體驗  ●   
 
美國 BALL 州立教育行政學士.印第安那大學布魯
明頓分校教育博士來訪 
   ● 
11/26 達觀國小藍染體驗  ●   
 韓國學校藍染體驗  ●  ● 
11/27 福特汽車藍染體驗  ●   
 2015 社區及工藝扶植計畫期終簡報     
11/28 台灣大學電機學系藍染體驗  ●   
11/29 台大婦產科藍染體驗  ●   
11/30 協助玄匠染色展覽     
12/1 新加坡國際學生交流藍染體驗  ●  ● 
2016 年 
1/2 親朋好友團藍染體驗  ●   
1/5 工坊分享創作理念 討論 2016 梅樹月展     
1/7 台中家商藍染體驗  ●   
1/8 中國青年旅行社藍染體驗  ●   
1/9 親子學員藍染體驗  ●   
1/9 南山國中藍染體驗  ●   
1/10 雄獅旅行社藍染體驗  ●   
1/10 國北教大藍染體驗  ●   
1/15 板橋國小藍染體驗  ●   
1/16 師大國語中心外籍學生藍染體驗  ●   
1/18 板橋國小藍染體驗  ●   
1/19 龍壽國小藍染體驗  ●   
1/20 師大國語中心外籍學生藍染體驗  ●   
1/21 辭修高中藍染體驗  ●   
1/21 瑞穗國小藍染體驗  ●   
1/22 關心美語藍染體驗  ●   
1/22 三角湧文化協進會尾牙     
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1/23 華山 古庄矢野《植物生命的延續》     
1/24 福智基金會藍染體驗  ●   
1/24 日本放送電視台 古庄矢野老師來三峽行    ● 
1/24 和平旅行社藍染體驗  ●   
1/25-1/27 辭修高中藍染體驗  ●   
1/28 新北市婦女樂活館撤展     
1/29 客家文化園區 藍染體驗  ●   
2/25 客家文化園區佈展     
2/27 台北商業大學訪談     
2/28 台灣大學藍染體驗  ●   
3/7 未來旅行社藍染體驗  ●   
3/8 北技教會藍染體驗  ●   
3/9 新北市三峽老街百年慶籌備會     
3/12-24 參加 2016 梅樹月展   ●  
3/25 和平旅行社藍染體驗  ●   
3/25 香港王賜豪小學藍染體驗  ●   
3/26 和平旅行社藍染體驗  ●   
3/26 香港基督教崇真中學藍染體驗  ●   
3/26 客家電視台拍攝三峽老街     
3/27 北一女訪談     
3/31 新北高中邀請演講 王淑宜演講     
4/1 藍染節第一次說明會     
4/2 協會改為高速網路     
4/8 上智國小藍染體驗  ●   
4/8 被通知臨時開會 老街街頭地面刨除     
4/10 威爾旅行社勘場     
4/11 中園國小開會 有關畢業服裝秀協助     
4/11 10-7 理監事會議     
4/12 喜鴻旅行社藍染體驗  ●   
4/14 10-8 理監事會議     
4/14 新店幼兒園藍染體驗  ●   
4/14 客家文化園區巧工藝都 劉小姐來訪     
4/16-4/17 協會旅遊 鎮興堡     
4/18-5/31 協助中原國小畢業服裝秀     
4/19 農會藍染體驗五寮  ●   
4/19 有木國香港學生藍染體驗  ●   
4/21 牧師退休會藍染體驗  ●   
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4/22 吳興國小藍染體驗  ●   
4/23 參加亞太環境科技股份有限公司     
 105 年度 「台北市環境教育活動及志工訓練計畫」     
 
響應「地球日 跟著地球森呼吸」活動 成果展示與
宣導 
    
4/29 龜山幼兒園藍染體驗  ●   
4/29 政大華語中心藍染體驗  ●   
4/29 三峽幼兒園藍染體驗  ●   
4/30 心路基金會藍染體驗  ●   
5/1 龍華科技大學藍染體驗  ●   
5/1 台灣藝術大學藍染體驗  ●   
2016/5/4-5-5 捷立旅行社藍染體驗  ●   
5/4 民視英文旅遊來拍攝     
5/5 收到第十屆理事長王淑宜的證書     
5/6 國泰人壽藍染體驗  ●   
5/6 變更郵局存戶及劃撥帳號負責人變動     
5/10 翔達旅行社藍染體驗  ●   
5/11 南和旅行社藍染體驗  ●   
5/12 NICE DAY 藍染體驗  ●   
5/13 精彩科技藍染體驗  ●   
5/14 上智旅行社藍染體驗  ●   
5/17 翔達旅行社藍染體驗  ●   
5/17 香港貿易發展局來訪    ● 
5/17 沙坑國小藍染體驗  ●   
5/18 相穎父告別式     
5/19 三峽老街第二次籌備會     
5/20 新竹東泰高中藍染體驗  ●   
5/20 台大國語中心藍染體驗  ●   
5/24 台北大學藍染體驗  ●   
5/26 NICE DAY 藍染體驗  ●   
5/28 永和國小藍染體驗  ●   
6/7 天生國小藍染體驗  ●   
6/14 工藝中心來拍攝藍茶道及藍峽客     
6/15 三峽國小藍染體驗  ●   
6/17 玫瑰莊園幼兒園藍染體驗  ●   
6/17 參加中園國小畢業服裝秀     
6/18 法務部附幼藍染體驗  ●   
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6/18 自來水業務處藍染體驗  ●   
6/18 南湖高中藍染體驗  ●   
6/19 新北高工藍染體驗  ●   
6/22 三重戶政藍染體驗  ●   
6/24 和平旅行社藍染體驗  ●   
6/25 三峽長老教會藍染體驗  ●   
6/25 民權公共托老中心藍染體驗  ●   
6/25 永盛旅行社藍染體驗  ●   
6/25 桃仔腳國中藍染體驗  ●   
6/26 智障者家長協會藍染體驗  ●   
6/27 上田國小藍染體驗  ●   
6/28 三峽戶政事務所藍染體驗  ●   
6/29 香港華人救生會中學藍染體驗  ●   
7/1 佳邦旅行社藍染體驗  ●   
7/2 藍染節     
7/2 仁善國小隊志工藍染體驗  ●   
7/3 更新照明會藍染體驗  ●   
7/4 和平旅行社藍染體驗  ●   
7/4 10-10 理監事會     
7/5 麥當勞藍染體驗  ●   
7/6 台北大學外文系藍染體驗  ●   
7/8 光復國小隊藍染體驗  ●   
7/9 香港可道中學藍染體驗  ●   
7/11 地球魚遊覽公司藍染體驗  ●   
7/12 外出龍埔幼兒園藍染體驗  ●   
7/13 台北大學藍染體驗  ●   
7/13 年代拍攝藍節勘場     
7/14 年代拍攝藍節     
7/15 師大國語中心藍染體驗  ●   
7/16 藍節采風藍染體驗  ●   
7/19 夏恩應與安親班藍染體驗  ●   
7/20 客家文化園區客藝於染展志工訓練     
7/14 捷立旅行社藍染體驗  ●   
7/23 上置旅行社藍染體驗  ●   
7/24 元氣家族藍染體驗  ●   
7/26 基督教救世傳播協會     
7/26 大陸廣東佛山參訪團    ● 
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7/27 中央大學藍染體驗  ●   
7/28 國教院 r 教師研習藍染體驗  ●   
7/28 新竹幼兒園藍染體驗  ●   
7/30-8/1 邀請日本工藝師村瀨裕先生指導絞染工作營 ●    
8/2 平鎮高中外籍交流生藍染體驗  ●   
8/4 客家文化園區邀請本會「客藝於染」展覽開幕   ●  
8/7 桃仔腳國中藍染體驗  ●   
8/9 新北市好客都季刊採訪     
8/11 復興實驗高中藍染體驗  ●   
8/12 復興實驗高中藍染體驗  ●   
8/12 
參加工藝中心邀請：臺灣農村工藝亮點特展輔導成
果策展記者會 
  ●  
8/13 桃園家扶中心藍染體驗  ●   
8/14 永達旅行社藍染體驗  ●   
8/16 康樂兒童托育中心藍染體驗  ●   
8/16 台北 walker 雜誌採訪     
8/17 國家教育研究院外籍教師藍染體驗  ●  ● 
8/18 育成高中藍染體驗  ●   
8/19 師大國語中心外籍學生藍染體驗  ●  ● 
8/21 李梅樹紀念館志工藍染體驗  ●   
8/22 師大國語中心外籍學生藍染體驗  ●  ● 
8/24 東吳大學藍染體驗  ●   
8/25 外交部亞洲司外籍人士藍染體驗  ●  ● 
8/26 高雄應用科技大學藍染體驗  ●   
8/27 清江國小藍染體驗  ●   
8/31 客家文化園區邀請本會「客藝於染」展覽撤展     
9/5 參加三峽區公所辦理百年老街系列動籌備會     
9/5 10-12 理監事會     
9/9 德霖技術學院藍染體驗  ●   
9/10 遠見保險經紀人藍染體驗  ●   
9/12 師大國語中心外籍學生藍染體驗  ●   
9/18 討論藍染展示中心標案分工準備     
9/19 日本壺草院村田德行及宇野貴美惠來訪    ● 
9/20 送藍染展示中心標單     
9/21 淡水竹圍高中藍染體驗  ●   
9/22 台北商專陳明熙來訪     
9/24 10 屆-2 次會員大會     
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9/24 政大藍染體驗  ●   
9/24 台藝大藍染體驗  ●   
9/24 中國青年旅行社藍染體驗  ●   
9/25 華耀旅行社藍染體驗  ●   
9/26 致裡科大藍染體驗  ●   
9/27 2016 台韓天然染織國際交流展開募   ●  
9/29-1/6 協助峽中 106 藍染社團指導     
10/01 三峽儲蓄互助社藍染體驗  ●   
10/02 Nicoday 藍染體驗  ●   
10/04 台北大學海山文物館布展     
10/05 台北大學海山文物館開幕   ●  
10/05 10-23 理監事會     
10/06 提供照片給公所廖根木百年街慶用     
10/10 雄師旅行社藍染體驗  ●   
10/11 有木國小藍染體驗  ●   
10/12 罕見疾病基金會藍染體驗  ●   
10/14 台北大學海山文物館撤展     
10/14.17.18.
19.20 
介壽國小藍染體驗 
 ●   
10/15 有木國小藍染體驗  ●   
10/15 上置旅行社藍染體驗  ●   
10/16 有木國小藍染體驗  ●   
10/20 藍染展示中心合約書交給公所藍小姐     
10/21 南門婦幼藍染體驗  ●   
10/21 師大國語中心外籍學生藍染體驗  ●   
10/22 辭修校慶邀請擺攤     
10/25 懷生婦幼藍染體驗  ●   
10/26 2017 新北市三峽藍染節籌備會     
10/28 南門婦幼藍染體驗  ●   
10/28 雙龍婦幼藍染體驗  ●   
10/30 艾迪麥創意導覽     
11/01 新北市文化局討論藍染未來     
11/04 台北市職能發展協會藍染體驗  ●   
11/05 翔慶旅行社藍染體驗  ●   
11/05 福智青少年班藍染體驗  ●   
11/06 工藝中心委託測試麻棉完成     
11/08 有木國小藍染體驗  ●   
資 54 
 
11/08 指南國小藍染體驗  ●   
11/09 外出新屋國中藍染體驗  ●   
11/09 北大高中藍染體驗  ●   
11/09 千秋國際來談合作-菘藍化妝品     
11/12 台北科技大學藍染體驗  ●   
11/12 亞洲大學學生來訪     
11/14 新加波學生文化交流     
11/12 台北科技大學藍染體驗  ●   
11/12 亞洲大學學生來訪     
11/14 新加波學生文化交流    ● 
11/15 東門教會藍染體驗  ●   
11/15 內湖身心障礙資源中心藍染體驗  ●   
11/16 幼心幼兒園藍染體驗  ●   
11/16 外出新屋國中藍染體驗  ●   
11/16 梅樹/第二次討論     
11/18 和平旅行社藍染體驗  ●   
11/19 實踐大學藍染體驗  ●   
11/19 老街百年慶     
11/21 台北商專測試夾纈版     
11/23 永福國小藍染體驗  ●   
11/23 外出新屋國中藍染體驗  ●   
11/26 慈濟三峽志業園區藍染體驗  ●   
11/27 台灣科技大學藍染體驗  ●   
11/27 東南旅行社藍染體驗  ●   
11/28 和平旅行社藍染體驗  ●   
11/28 雄師旅行社藍染體驗  ●   
12/01 台大婦科-亞洲婦科週期學會藍染體驗  ●   
12/02 有木國小藍染體驗  ●   
12/05 實踐大學藍染體驗  ●   
12/05 10-15 理監事會     
12/06 福營國中藍染體驗  ●   
12/06 天母國小志工藍染體驗  ●   
12/07 稻江護校藍染體驗  ●   
12/09 宜蘭大學藍染體驗  ●   
12/12 實踐大學藍染體驗  ●   
12/13 明德高中藍染體驗  ●   
12/15 聯合利華藍染體驗  ●   
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12/16 大豐有線電視來拍攝     
12/17 台大服務社藍染體驗  ●   
12/19 台北大學藍染體驗  ●   
12/21 希望幼兒原參訪     
12/22 師範大學藍染體驗  ●   
12/23 新北市經發局來訪     
12/25 和平旅行社藍染體驗  ●   
12/29 中時旅行社藍染體驗  ●   
12/29 秀朗社藍染體驗  ●   
12/05 實踐大學藍染體驗  ●   
12/05 10-15 理監事會     
12/06 福營國中藍染體驗  ●   
12/06 天母國小志工藍染體驗  ●   
12/07 稻江護校藍染體驗  ●   
12/09 宜蘭大學藍染體驗  ●   
12/12 實踐大學藍染體驗  ●   
12/13 明德高中藍染體驗  ●   
12/15 聯合利華藍染體驗  ●   
12/16 大豐有線電視來拍攝     
12/17 台大服務社藍染體驗  ●   
12/19 台北大學藍染體驗  ●   
12/21 希望幼兒原參訪     
12/22 師範大學藍染體驗  ●   
12/23 新北市經發局來訪     
12/25 和平旅行社藍染體驗  ●   
12/29 中時旅行社藍染體驗  ●   
12/29 秀朗社藍染體驗  ●   
2017 年 
1/14 臺灣客家商會     
1/9 年終聚餐第一嶺     
1/16 龍埔國小藍染體驗  ●   
1/17 達觀國小藍染體驗  ●   
1/17 更寮國小藍染體驗  ●   
1/19 賽恩斯第二次拍攝     
1/22 三達國際旅行社藍染體驗  ●   
2/1 購入二手家具一批     
2/6 藍染展示中心;商店改變陳設     
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2/6 10-17 理監事會議     
2/16 三峽特色商品品牌行銷說明會在藍染教室     
2/18 銘傳大學藍染體驗  ●   
2/21 真誠旅行社藍染體驗  ●   
2/25 永達旅行社藍染體驗  ●   
3/4 銘傳大學藍染體驗  ●   
3/6 10-18 理監事會議     
3/7 外出林家花園教做藍染體驗  ●   
3/8 淡江大學藍染體驗  ●   
3/9-4/24 梅樹月展覽     
3/11/ 外出林家花園教做藍染體驗  ●   
3/11/ 梅樹月開幕     
3/11/ 全美世界藍染體驗  ●   
3/13/ 三峽特色商品品牌行銷 2 次說明會在藍染教室     
3/13/ 10-19 理監事會議     
3/15-6/16 協助中園國小畢業服裝秀事宜     
3/13 鶯歌國中藍染體驗  ●   
3/13 師大國語中心藍染體驗  ●   
3/17 白馬蒙特梭利幼兒園藍染體驗  ●   
3/17 文化幼兒園參訪工坊     
3/18 明志科技大學藍染體驗  ●   
3/18 政治大學來訪談     
3/19 三峽老街導覽志工借藍染教室上課     
3/22 
與劉永豐、廖根木參加文化部補助直轄市及縣市政
府推動社區營造 f 三期及村落文化發展計劃 
    
3/29 
參與客家商會 澳門辦理：2017MIECF 創新綠色發
展-可持未來 
   ● 
4/1 陽明大學藍染體驗  ●   
4/2 香港基樂國小藍染體驗  ●  ● 
4/10 10-19 理監事會議     
4/11 北大國小藍染體驗  ●   
4/13 香港志連國小藍染體驗  ●  ● 
4/13 護理之家藍染體驗  ●   
4/14 政大之聲採訪     
4/15 雄獅旅行社藍染體驗  ●   
4/18 桃園南區扶輪社藍染體驗  ●   
4/19 萬芳醫院藍染體驗  ●   
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4/19 澳門勝若中學藍染體驗  ●   
4/19 身心障礙藍染體驗  ●   
4/20 新莊幼兒園藍染體驗  ●   
4/21 新莊幼兒園藍染體驗  ●   
4/22 淡江文學院藍染體驗  ●   
4/22 安得旅行社藍染體驗  ●   
4/25 有木國小藍染體驗  ●   
4/26 和平旅行社藍染體驗  ●   
4/27 花蓮中園國小藍染體驗  ●   
4/27 台北醫學大學藍染體驗  ●   
4/28 台北城中衛理幼兒園藍染體驗  ●   
4/29 結節梗化協會藍染體驗  ●   
4/29 長億旅行社藍染體驗  ●   
5/1 中和農會藍染體驗  ●   
5/2 GOACSALON 美容院藍染體驗     
5/5 獨一旅行社藍染體驗     
5/5 協助國立台北商業大學松菸藍染發表聯合畢業展     
5/7 馬來西亞親友團藍染體驗  ●  ● 
5/10 捷立行社香港學生藍染體驗  ●  ● 
5/11 捷立行社香港雄生藍染體驗  ●  ● 
5/12 心路桃園發展中心藍染體驗  ●   
5/13 亞州大學戴 C 拍攝藍染創作作業     
5/15 外出龜山銘傳大學藍染講座  ●   
5/15 10-20 理監事會議     
5/16 上田國小藍染體驗  ●   
5/16 三峽特色商品演講     
5/17-6/12 台北京華城百貨客家美食工藝藍染展   ●  
5/17 南港幼兒園藍染體驗  ●   
5/17 星辰出版採訪藍染     
5/18 三重啟文幼兒園藍染體驗  ●   
5/19 中華大學藍染體驗  ●   
5/20 旭峰補習班藍染體驗  ●   
5/20 元泰旅行社藍染體驗  ●   
5/22 外出龜山銘傳大學藍染體驗                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                        ●  
5/22 東西全球文創集團採訪陳明理理事     
5/24 寶仁幼兒園藍染體驗  ●   
5/24 秀峰國中藍染體驗  ●   
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5/24-6019 水野可菜友禪展覽與分享    ● 
5/25 聖心大學藍染體驗  ●   
5/25 小樹苗幼兒園參訪三峽藍工坊     
5/31 寶仁幼兒園藍染體驗  ●   
6/1-6/23 台北大學民藝所借藍染作品展覽     
6/2 三峽藍染展史中心自費裝電動門(前後)     
6/2 小樹苗幼兒園參訪三峽藍工坊     
6/4 大同大學藍染體驗  ●   
6/5 介壽國小藍染體驗  ●   
6/5 10-21 理監事會議     
6/5 介壽國小藍染體驗  ●   
6/6 協會修遮陽板     
6/7 高雄前鎮高中藍染體驗  ●   
6/7 幫區公所製作藍染 POLO 衫 14 件並印製 logo     
6/7 中央廣播電台 好奇阿強節目電訪     
6/8 馬偕醫院團契藍染體驗  ●   
6/11 永業旅行社安排安徽省參訪    ● 
6/13 唐氏基金會藍染體驗  ●   
6/15 明志大學藍染體驗  ●   
6/16 德霖技術學院藍染體驗  ●   
6/17 峽中手工書藍染體驗  ●   
6/17 三峽福安宮主委黃宗祥搬來石雕擋住進出     
6/18 三峽導覽志工借藍染教室     
6/22 嘉義女中退休教職聯誼藍染體驗  ●   
6/22 工藝中心侯博倫帶 IKEA 企劃前來了解     
6/23 東南科大觀光系藍染體驗  ●   
6/23 台北市立大學藍染體驗  ●   
6/25 國北教大藍染體驗  ●   
6/27 桃子腳國小藍染體驗  ●   
6/29 北大國小藍染體驗  ●   
7/1 士林社大藍染體驗  ●   
7/11 台北大學歷史系藍染體驗  ●   
7/11 十大安親班藍染體驗  ●   
7/12 台北大學巫老師採訪     
7/14 日 外出頂埔國小藍染體驗  ●   
7/16 和平旅行社藍染體驗  ●   
7/18 藍染節布展   ●  
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7/19 中央大學國際處大藍染體驗  ●   
7/19 幫插畫家張又然在工坊辦藍色小洋裝簽書會     
7/20 世界展望會桃園中心藍染體驗  ●   
7/21 師大國語中心藍染體驗  ●   
7/22 台北教育大學藍染體驗  ●   
7/23 雄獅旅行社藍染體驗  ●   
7/25 台北大學歷史系藍染體驗  ●   
7/25-26 復興高中藍染體驗  ●   
7/27 台北青商會藍染體驗  ●   
7/27 師大國語中心藍染體驗  ●   
7/28 新北市政府藍染節記者會     
7/28 安溪幼兒園藍染體驗     
7/28 外出有木國小藍染體驗     
7/29 台北教育大學藍染體驗     
7/29 三峽限定品牌成果展與藍節一起展出     
8/3 新光三越站前店     
8/4 康軒文教藍染體驗  ●   
8/4 淡江大學藍染體驗  ●   
8/5 台北教育大學藍染體驗  ●   
8/6 豐原遊覽車藍染體驗  ●   
8/7 10-23 理監事會     
8/7 鶯歌國中藍染體驗  ●   
8/8 台北大學語文中心藍染體驗  ●   
8/8 
台北大學民俗藝術與文化資產研究所余美霞所長
蒞臨 
    
8/9 國北教大田耐青教授海山國小校長林瑞昌     
  
龍埔國小校長張淑珍台北市志清國小校長楊寶玉
王明玲陳江松校長 
    
8/11 名人安親班藍染體驗  ●   
8/11 外出自強國中藍染體驗  ●   
8/12 新竹家扶中心藍染體驗  ●   
8/20 協助青林出版解說藍染節展品     
8/15 泰源安親班藍染體驗  ●   
8/18 佳兒幼兒園藍染體驗  ●   
8/18 翰賢安親班藍染體驗  ●   
8/18 澳門舞蹈天地藍染體驗  ●   
8/19 工藝中心北藝大水土保護局踏查     
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8/20 保聖宮遊覽車藍染體驗  ●   
8/22 師大國語中心藍染體驗藍染體驗  ●   
8/23 大同大學葉 C 來採訪     
8/24 中園菁英婦幼藍染體驗  ●   
8/25 
工藝中心辦農村工藝 Fun 4 玩 暨植粹手感染之工
藝展記者會                                                                                                                                                                                                                                                                                                             
  ●  
 在台北當代工藝設計分館        
8/29 光復國小藍染體驗  ●   
9/1 
參加新北觀光局 2017 吸引韓國旅客到新北旅遊優
惠卷活動 
    
2009/1/17 桃園新光三越站前店邀請展覽及藍染體驗  ●   
9/8 廣州市番禺區領導來訪     
9/9 第十一屆會員大會暨理監事選舉     
9/10 港都旅行社藍染體驗  ●   
9/12 宜蘭南屏國小藍染體驗  ●   
9/13 工藝中心委託好心地來拍攝植粹工藝展人物專訪     
9/15 新北市經發局請人來拍攝     
9/17 協會換新電腦參及興隆宮普渡     
9/23 富邦人壽.台北復興堂.北藝大     
9/25 11-1 理監事會選舉理事長     
9/26-29 
參加卓也辦理絞染工作營聘請日本古庄憲治老師
（ling 宜桂鈴女自費） 
●    
9/30 上置旅行社藍染體驗  ●   
10/1 雄師旅行社藍染體驗  ●   
10/2 圓點子拼布藍染體驗  ●   
10/3 新生醫護管理學校藍染體驗  ●   
10/7 台北大學蘭友會藍染體驗  ●   
10/8 美商威力馬公司藍染體驗  ●   
10/13 11-1 理監事會     
10/14 桃園家扶中心藍染體驗  ●   
10/16-11/16 台北大學客家講座及縫染及染色體驗  ●   
10/17 江蘇省中華文化院來文化交流    ● 
10/18-11/18 2017 台韓天然染色交流展   ●  
10/18 江子翠松大參訪     
10/19 萬里區教育志工藍染體驗  ●   
10/22 柑園國中附設幼兒園藍染體驗  ●   
10/24 萬陽旅行社藍染體驗  ●   
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10/27 南山人壽藍染體驗  ●   
10/27 板橋高中藍染體驗  ●   
10/28 師大國語中心藍染體驗  ●   
10/28 扶輪社藍染體驗  ●   
10/28 楊梅高中藍染體驗  ●   
10/30 台北大學會計系藍染體驗  ●   
10/30 中園賴校長朋友來藍染體驗  ●   
10/30 台北大學沈老師採訪  ●   
11/3-115 真程旅行社藍染體驗  ●   
11/1-11/9 參加 Maker faire Taipei 活動在華山   ●  
11/3-11/20 2017 絞染創作展   ●  
11/3 馬偕醫院日間照護藍染體驗  ●   
11/4 嘉興國中藍染體驗  ●   
11/4 2017 絞染創作展開幕     
11/4 東南旅行社(富邦人壽)藍染體驗  ●   
11/4 三峽幼兒園藍染體驗  ●   
11/5 三峽幼兒園藍染體驗  ●   
11/5 全國人力仲介藍染體驗  ●   
11/7 捷立旅行社(香港學生)藍染體驗  ●  ● 
11/9  松柏公司藍染體驗  ●   
11/9 外出有木國小藍染體驗  ●   
11/10 威竣旅行社藍染體驗  ●   
11/10 清大華語中心藍染體驗  ●   
11/10 聖心兒童發展中心藍染體驗  ●   
11/10 富安國小附幼藍染體驗  ●   
11/11 福安中心旅行社藍染體驗  ●   
11/11 利宸旅行社藍染體驗  ●   
11/11 暢遊旅行社藍染體驗  ●   
11/11 參加 106 年新時代客家成果展藍染體驗及販售  ●   
11/15 三峽幼兒園藍染體驗  ●   
11/12 和平旅行社藍染體驗  ●   
11/14 外出有木國小藍染體驗  ●   
11/14 接待三峽國中德國教授藍染體驗  ●  ● 
11/15 稻江護家藍染體驗  ●   
11/15 壹電視來採訪藍染     
11/15 大溪僑愛國小讀書會     
11/15 台北大學藍金風華撤展     
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11/18 光復國小藍染體驗  ●   
11/18 三峽幼兒園藍染體驗  ●   
11/18 明道中學藍染體驗  ●   
11/19 和平旅行社藍染體驗  ●   
11/19 華岡童軍團藍染體驗  ●   
11/20 實踐大學藍染體驗  ●   
11/23 大溪溫德爾幼兒園     
11/23-11/26 參加台灣工藝學校在松菸藍染體驗及販售  ●   
11/25 日本山口縣藍染工藝家來訪    ● 
11/25 新竹台積電幼兒園老師藍染體驗  ●   
11/25 桃園東南扶輪社藍染體驗  ●   
11/25 景文技樹學院藍染體驗  ●   
11/26 新光旅行社藍染體驗  ●   
11/27 實踐大學藍染體驗  ●   
11/27 11-3 理監事會     
11/28  中原大學藍染體驗  ●   
11/29 銘傳大學訪談     
11/30 聖心國小藍染體驗  ●   
12/1 林口幼兒園藍染體驗  ●   
12/2 興華國中導覽     
12/6 松年大學藍染體驗  ●   
12/7 瑞芳國小藍染體驗  ●   
12/7 聖心國小藍染體驗  ●   
12/8 長庚科技大學藍染體驗  ●   
12/9 淡江大學藍染體驗  ●   
12/9 實踐大學藍染體驗  ●   
12/9 威竣旅行社藍染體驗  ●   
12/10 國際農村交流協會藍染體驗  ●   
12/12 福營國中藍染體驗  ●   
12/12 亞洲創意技術學院藍染體驗  ●   
12/12 明志大學藍染體驗  ●   
 林口瑞平國小藍染體驗  ●   
1/15 仁和國中藍染體驗  ●   
12/15 圓神出版藍染體驗  ●   
12/16 台北大學採訪     
12/16 外出柏克萊幼兒園藍染體驗  ●   
12/17 安得旅行社藍染體驗  ●   
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12/18 台北大學張老師採訪     
12/19 台北大學藍染體驗  ●   
12/19 行動基因科技公司藍染體驗  ●   
12/23 台中精機股份有限公司藍染體驗 125 人  ●   
12/23 大德國中藍染體驗  ●   
12/26 參加台北大學社工系「社會組織與發展」成果展     
12/29 孔孟南非友人參訪    ● 
三角湧文化協進会の劉美鈴氏が記録してあった活動記録を著者が整理した。 
 
黄色は藍染体験の活動、 
藍色は研修の活動 
緑色は展覧会 
海外との交流 
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発表原稿 
 
１デザイン文化計画研究室の王淑宜です。研究テーマは「台湾台北三峽地域に
おける『藍染文化』を通した地域づくり」です。サブタイトルは「伝統的な藍
染文化の再確認・再認識に基づいて」です。 
 
２まず、自己紹介します。 
私は台湾‧新北市‧三峽に生まれ、現在まで三峽に住み続けております。本
論文の対象となっている三峽老街のことは子どもの頃から、街に住む大人た
ちから、しばしば聞いていました。 
 
３街並みの建築物に付されている染め物屋の屋号や看板、建物のファサードな
どの文様をよく見て大きくなりました。 
 
４しかしながら、三峽民権老街の立派な街並みやファサードが当該地域の藍染
産業の発展の賜であることは、子どもの頃は気が付きませんでしたし、藍染に
ついても全然知らないままに育ました。 
 
５大学を卒業後に地元の小学校の教師になりました。その時一緒だった方と
1994年から一年間、三峽民権老街の人びとの移住の歴史、生活文化と生活空間
について調査しました。 
 
６この調査結果から、三峽地域の繁栄の基と藍染産業が1900年頃まで残ってい
たことを知りました。そして、産業としての藍染について大いに興味をもちま
した。 
 
７休暇を利用して、2000年、と2001年に沖縄へ行き、染物と伝統工芸に関する
調査を行いました。そこで、人間国宝の平良敏子さんが、戦後、芭蕉布を復興
するための数々のご苦労を聞かせていただきました。その経験が私を益々三峽
の藍染産業の復活に駆り立てました。 
 
８教師を退職して、2003年から三角湧文化協進会の理事長として藍染の復活に
尽すことができました。そこでの様ざまな活動を通して伝統工芸の藍染を復活
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の兆しを見いだすことができました。その経緯は、本論文の第3章に記してあ
ります。 
 
９最後に蛇足ですが、結婚して二人の娘を授かり、夫の協力もあって、現在も
子どもの頃に抱いた夢を追求し続けております。 
 
それでは、本日の学位論文審査、宜しくお願いいたします。 
まず、論文の概要を発表させていただきます。 
 
10 台湾においては、1994 年より、全土を挙げた内発的地域振興活動である｢社
区総体営造｣が展開されてきました。これは、急速な西洋化のなかで消失する
傾向にあった地域のアイデンティティを再確認し、それに基づいて生活づくり
を展開しようという当時の台湾社会の要求のあらわれでした。 
近年では、地域の一層の自立を目指して、文化と産業とを関連付けながら、
地域活性化に繋げる｢文化産業化｣｢産業文化化｣に向けた活動が各地で胎動し
つつ、あります。 
 
11 本研究で取り上げた新北市に位置する三峽地域は、かつて、台湾における
最大の藍染製品の産地でした。しかしながら、1930年頃、化学染料の普及や
生活様式の変容などを要因として衰退‧中断を余儀なくされました。今日、台
湾において内発的地域発展が志向されるなかで復興が進んでいます。 
 
12 本研究は、台湾三峽地域における藍染文化の再確認‧再認識を行うとともに、
今後の当該地域における『藍染文化』を通した地域づくりに基づいての振興の
指針を導出することを目的としたものです。 
 
13 实施した調査は、主に、画面に示す３つです。  
(１)が『三峽鎮志』等の地方史誌を中心とした文献調査を实施しました。  
(２)が 1995年に、三峽民権老街の住民への聞き取り調査を实施しました。な
お、この調査結果は筆者らが『老街風情』に取りまとめ出版しています。  
(３)が当該地域の古老であり、代表的な染坊のひとつ｢金聯春染坊｣の経営者の
子孫である廖富本氏と｢林茂興染房｣の経営者の子孫である林恭平氏への聞き
取り調査です。  
 
14 本論文の構成は御覧のように、第１章から第４章になっています。 
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15 本日は、次に、緑いろで示した部分について順番に説明します。 
 
16 まず、三峽地域についてご紹介します。｢三峽｣という地名は、元来、当該
地域の周辺に居住する原住民のひとつであるタイヤル(泰雅)族の言葉｢三角
躅｣に由来しています。因みに、｢湧｣の意味には三つの川が流れ込んで、波が
立つ様子が含まれています。 
2010 年には、台北県が新北市に改編されたことに伴い、｢三峽区｣と改称さ
れ、現在に至っています。このように、本研究では｢三峽地域｣と記すことにし
ます。現在の三峽地域は、新北市で第２位の面積を擁する市轄区です。当該
地域は、大漢渓、三峽渓、横渓の三つの川に囲まれた肥沃な土地で三峽地域
の近隣の山地には、藍染の原料である｢山藍｣が群生していました。 
 
17また、三峽渓の水量は豊富で、かつ、清浄であったため、染めた布を洗っ
たり岸辺で日光に晒す作業に適しており、染物産業が大いに繁栄しました。 
完成した染物製品の多くは、淡水河の水運を利用して、艋舺を経由して、
廈門、廣州、福州、上海などへ輸出されました。  
 
18次に、三峽地域の藍染産業の盛衰史について説明します。 
 本稿では、三峽区における藍染産業の盛衰に関する調査結果を、黎明期～
最盛期～衰退期～消失期～再興期に整理しました。ご覧のように、その概略
を示しました。次に、黎明期と最盛期についてみていきます。 
 
19まず、黎明期です。 
 ｢染坊｣とは台湾における藍を用いた藍染を行う工坊のことです。日本にお
ける｢紺屋｣に相当します。藍染産業の黎明期の初期において、三峽地域の藍
染産業は、近隣住民の需要を満すのみでした。1830年頃に、中国・安渓から
渡来した林資曽が三峽地域に初となる染坊を設立しました。以来、その家族
が台湾に相次で渡来して、染坊を設立しました。 
当初、染料は中国福建省安渓から入手していたが、後に、三峽地域で材料
が入手できるようになり、故郷の安渓より良質な製品をつくることができる
ようになりました。 
 
20 次に、染色の工程について説明します。 
藍の植物は山藍、木藍、蓼藍、マツ藍があり、台湾の場合は山藍、木藍をよ
く使います。当該地域の藍染においては、｢藍澱（泥藍)｣を原料として使用し、
資 81 
 
これを二つの段階を経て水に溶けるようにしてから、布を染める方法が採られ
ています。その方法は概ね次の通りです。  
 
21まずは、｢藍澱｣をつくる必要があります。それには、２の方法があります。
どちらも沈澱法で、一つは地面に穴を掘ってやる方法です。その手順は、ま
ず、山藍を｢菁礐｣に入れて、水を満たし、24～36時間放置すると、徐々に発
酵が進みます。発酵が進むと気泡が発生し、次第に液が緑色を呈してきます。
発酵が終わったら、発酵した残滓を取り除きます。 
醗酵させた液を隣の小さい池にうつし、これに石灰を加えます。激しくか
き混ぜて石灰で色素を分離して、色素を沈澱させます。数日間経過した後、
上澄み液を捨て、沈澱物を取り出し、水分を抜いて、泥藍と呼ばれるブロッ
ク状の塊をつくる方法です。 
 
22 もう一つの方法は、木桶を用いる方法で、藍澱をつくります。当該地域で
は、主に、前者の方法でつくった藍澱を用いてきました。 
 
23次に、前述の藍澱から藍液をつくる工程が必要です。そのつくり方は、概
ね次の通りです。藍澱を｢灰汁｣に入れ、微生物を増殖させるために、酒と水
飴などを加えて、攪拌します。2～7日間発酵させ、液が緑になると、藍液が
でき上がります。 
なお、藍液の製造工程での発酵は微生物の力を借りて行われています。こ
れはきわめて根気を要する作業で、熟練した労働者が付きっ切りで世話をす
る必要があります。 
 
24次には最盛期です。 
清朝末期から日本統治時代の1916年頃までに、三峽地域の藍染産業は、多
数の染坊が設立され、20軒前後の染坊が軒を連ねました。これが、まさに、
当該地域の最盛期といえます。この時期に、現在みられる三峽民権老街の街
並みも形成されました。 
 
25当時の藍染産業は、｢文武市｣という形式で営まれていました。｢文市｣とは
小売であり、｢武市｣とは卸売のことでした。当該地域では両者の方法が行わ
れていました。藍染の服は特に実家人によく好まれ、主な得意先は実家人で
した。商人は店舗で販売するのみならず、布を担いで、実家人が居住する村々
へも行商しました。 
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26当該地域の染坊経営の代表者である、陳種玉、陳嘉猷と区長の陳国治は｢三
老陳｣と称され、かつ、地元の名士でいわば当該地域のリーダーでした。この
時期に、1903年(明治36)年に開催された日本の第５回内国勧業博覧会に、陳
種玉が経営した｢陳恒芳染坊｣の｢烏漂洋布｣、と陳嘉猷が経営した｢元芳号染
坊｣の｢天色漂洋布｣を出品し、｢褒状賞｣を受賞しました。 
 
27これは、2015年、試作した天色漂洋布で台湾の伝統的な男性の服と｢烏漂洋
布｣で伝統的な実家女性の服を再現したものです。 
 
28｢陳恒芳染坊｣は、受賞した烏漂洋布は、最初に薯榔で布を染め、後に藍で
染めると、布の色は紺色もしくは黒色になります。布は色が微妙に変化する
だけではなく生地が硬く丈夫になりました。これは、冬季の衣服に用いられ
たと考えられます。  
 
29さらに三峽地域の藍染産業を代表する技術である碾布という技術を用いて
つくられたものです。この技術は踏石を用いて、布の表面に光沢が現れるま
で磨きあげるきわめて、労力のかかる作業であったが、この技術があったか
らこそ、内国勧業博覧会で、その名を轟かせるまでの名品が数々生み出され
たのです。 
 
30 染色技法は、一般的には絞り染め、蝋染め、型染めなどに分類されていま
す。台湾の藍染は中国と同じ無地染めを用いていました。1895年以前は、台
湾では無地の服が多く、刺繡で文様をつくっていました。1895年以降、移住
して来た日本人が絞り技法を伝えたばかりでなく、台湾人の衣服文化にも大き
な影響を与えました。 
台湾と日本の藍染の違いは、日本の染色技法は絞り技法が主流であったのに
対して、絞り染めが伝えられるまでの台湾では無地染めが主流でありました。
しかし、絞り技法の良さを理解して、台湾でも絞り技法を徐々に取り入れるよ
うになりました。 
 
31次に三老陳の社会貢献の礎としての藍染産業について説明します。 
三峽地域の発展のかげには、地方団体の事務を担当したり、慈善家として、
当該地域の振興活動を牽引した｢陳恒芳染坊｣の陳種玉、｢元芳号染坊｣の陳嘉
猷と区長の陳国治の三氏がいました。この三氏は、現在に至るまで人びとに
三老陳として親しまれています。 
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32｢三老陳｣は、藍染産業の仕事以外の地域事務に積極的に関わり、地域振興
に多大な貢献をしたことがわかります。文献資料によると、｢三老陳｣は、地
域の宗教行事にも参画し、さらに、三峽農会と三峽小学校の設立など、多く
の面で多大な社会貢献を行いました。彼らの社会貢献の礎は、藍染産業の経
済的基盤にあったのです。 
 
33文献調査ならびに地域の古老や住民への聞き取り調査に基づき、三峽地域
の藍染産業の歴史と藍染産業が地域社会に及ぼした影響を考察した結果は、
以下のように総括することができます。ごらんのように、三峽地域における
藍染産業は、当該地域特有の文化の形成と密接な関係を有していることが明
らかになりました。 
 
34三峽地域の藍染産業の形成には、当該地域の人びとの｢互助精神｣｢結市｣な
どの伝統がきわめて重要な要因になりました。ところで、台湾語に｢結市｣と
いう言葉があります。 
｢結市｣とは同業社が集結する市を意味しますが、単に同業者が集合するの
ではなく、同業者の互助の精神に基づいた集合といった意味が内包されてい
ます。｢結市｣には集実し易いという利点があります。また、実としても一箇
所で商品を比較検討して購入できる楽しみに満ちた場所です。また、｢結市｣
は長い時間をかけて形成されましたが、三峽民権老街は、藍染産業の｢結市｣
と彼らの｢互助精神｣｢団結力｣が巧みに組み合わされたことで賑やかな街とし
て成立したようです。 
今後の三峽地域の藍染め産業の復活と地域振興のためには、染め技術を確
立した粘り強さと地域全体で協力し合った「互助精神」や「結市」、｢故郷を
思いやる精神｣、｢文化を慈しむ精神｣などが不可欠と思われます。 
 
35 このような、当該地域の互助精神、団結力、故郷を思いやる精神などの特
長が三峽民権老街の形成過程や今も残る老街の様相に見て取ることができま
す。そのことを次の第 2章、三峽民権老街の成立と建物のファサードについて、
説明します。 
日本統治時代の 1916 年に、三峽民権老街の市区改正は、達脇良太郎という
地方官僚が实施しました。そのため住民は自前で 100～200 円を提供しなけれ
ばなりませんでした。 
 
36｢互助精神｣｢結市｣といった文化も手伝って、｢財力のある人は財力を提供す
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る、財力のない人は力を出す｣という状況のなかで、工事は順調に進められ、
街路が新設され、新築の赤レンガの騎楼街が完成し老街に装いは一新されまし
た。 
 
37 しかしながら、再建後約 70年を経過した 1980 年代には、すでに、建物表
面のファサードやアーケードの老朽化が進み、廃墟に近い建物まで出現するよ
うになっていました。1991年に三峽民権老街は台湾内政部によって｢三級古
街｣に指定されました。 
 
382004年１月に工事が始まり、３年の工期を経て、2006年に市街の復興工事
が完成しました。こうして、赤レンガの三峽民権老街は、今日、台湾における
有数の観光地の一つとして知られるに至っています。 
 
39 今日みられるような、通りの両側に 100軒以上の古い建物が建ち並ぶ全長
約 260ｍにも、およぶ台湾北部で最長の老街となりました。 
 
40.41．42 三峽民権老街は中国式、西洋式、日本式の３種類とこれらの融合し
たものが混在していました。 
 
43 また、この｢老街再造｣の实施が幸いし、今日においても、｢三峽民権老街｣
には多くの藍染工坊の看板がみられます。しかしながら、その一方で、多くの
工坊跡が土産物店などに様相を変えつつあり、地域のアイデンティティは急速
に消失しつつあります。今日、その再確認・再認識がまさに急務です。 
 
44 次に再建された三峽民権老街に残されたファサードの横額について説明し
ます。 
三峽民権老街の建物のファサードに刻まれている文字は、いずれも、家主の
苗字や名前、業種や店名を示したものです。ご覧のように、私が調査した時に
残っていた 104軒の建物のうちの横額 30個を分類すると、店舗には、藍染工
坊 10軒、雑貨屋 7軒、米屋と菓子屋 2軒、ほかは油屋、人参屋、漢方屋、お
茶屋などがあります。ご覧のように、横額の文字に｢染｣と書かれた石の表札が
掲たものも多く、藍染産業がこの地域の特色であったことがうかがえます。 
 
45 次にファサードに付された文様について説明します。 
 一般的に、文様のモチーフには、自然につくられた文様と人工的につくられ
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た文様があります。それらは、いずれも吉祥の意味が内包された文様であり、
同老街の美しさを際立たせるだけではなく、人びとの生活に対する思いが表現
されているといえます。  
 
それぞれの文様について、次に述べます。 
当該地域の文様は、動物文様、植物文様、幾何文様、器物文様、自然文様に分
類することができました。なお、登場回数を割合で示したものが図のとおりで
す。これによると、植物文様が最も多く、次いで動物文様で、自然文様は最も
尐なかったです。 
 
46～48 研究結果はご覧の通りです。左から、中国式、洋式、和式文様です。
次は、動物、植物、幾何、器物、自然です。 
 
49～50 次に、緑色の部分について特徴を概観します。 
 
51 三峽民権老街のファサードに施された植物文様は、花木や果物、野菜があ
り、最も多いものが唐草で、次いで菊、椿、牡丹と続いています。｢花｣の発音
は台湾語で｢フア｣であり、｢発｣の発音と同じであることから、｢花｣には｢発達
する｣という意味が内包されています。中華文化における植物文様には、蓮や
ボタン、菊などがよく使われていますが、当該地域で最も多い花の文様は菊で
す。 
唐草文様は、蔓性の植物を空間的に充填させた文様で、花と葉が付された蔓
が律動感のある曲線を描いています。これは家業の発展、飛躍を願う文様とも
言えます。 
 
52 三峽民権老街において、この唐草文様は最も多い文様の一つです。例えば、
No.41、49、103、107 の家に飾られている唐草文様は西洋式のものであると考
えられます。  
 
53パイナップルは、台湾語で｢旺來｣といいます。No.49の藍染工坊は、当時の
三峽区長の家であり、この家は、イギリスから招聘した建築士が設計したもの
といわれています。飾りの一つとしてパイナップルが用いられており、これは、
金運と良運が到来して縁起が良く、子孫が栄える願いがあらわれたものと考え
られます。 
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54 三峽民権老街のファサードに施された動物文様は、 ｢想像上の動物｣と｢自
然動物｣の２種類に分類できます。  
 
55 想像上の動物では、N0.41、53 の藍染工坊と No.113の雑貨屋に施されてい
ます。龍は中華文化において偉大な霊獣とされ、皇帝のシンボルとして扱われ
ている文様です。 
 
56 自然の動物にかんしては、比較的生活に馴染みのある動物がモチーフとな
っていますが、いずれも、吉祥の意味が込められたものばかりです。例えば、
No.53のファサードに飾られているのは｢豚｣の文様です。当該地域において毎
年の正月 6日は清水祖師公の誕生日とされ、その日には三峽清水祖師廟に豚を
捧のが恒例とされています。｢豚｣の文様はこうした文化から生み出されたもの
と考えられます。 
  
57 幾何文様は、｢八角形｣｢円形｣｢菱形｣｢連続三角形｣｢四角形｣｢四角家紋｣があ
ります。｢八角形｣｢円形(菱)｣｢菱形｣を合わせた幾何文様が施された家は N0.74
の藍染工坊のみであり、これらは邪を避け、財富を手に入れる、すなわち、勝
利を勝ち取るという意味のある文様です。 
 
58 三峽民権老街のファサードに施された器物文様には、｢花瓶｣｢注縄｣｢八卦｣
｢銭幣｣｢瓢箪｣｢払｣｢球｣｢磬｣｢帯｣があります。椿、百合、蘭などの四季の花を瓶
に入れた様子は｢四季平安｣と称され、四季にわたる平安への願いが込められて
います。 
 
59 同様に、瓶に如意文様が付されると｢平安如意｣の意味があります。例えば、
｢四季平安｣や｢平安如意｣を祈願する家は、No.41(藍染工坊)、55(油屋)、107(雑
貨屋)、109(漢方屋)、113(雑貨屋)などです。  
 
60 自然文様には｢太陽文｣｢雲文｣｢雷文｣があります。 
 
61 例えば、No.71の家には、２つの雷の文様が飾られていました。 
これは雷を形象化したもので、直線が数回にわたって曲ものと曲線で表わし
たものの両者があります。雷文は回文とも言われ、線が連続していることから、
絶え間ないことをあらわしており、文様が続いて絶えないことは、吉祥が絶え
ないということを意味していました。  
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62 以上のことからご覧のような結果が得られました。以上、三峽民権老街の
街並みにみられるファサードには、往時の当該地域の人びとの文化が如实に反
映されていることが判明しました。 
 
63 また、それらのファサードは、決して個々の建物の持ち主のみの願望の表
れであるばかりではなく、主に中国福建省から移住して来た人びとが密接な関
わりをもちながら老街で生活してきた強い絆を示す彼らの文化的な証であろ
うと私には思えます。 
筆者らは、今日、政府が推進している｢社区総体営造｣の一つの目標である｢文
化産業化｣｢産業文化化｣に参加しながら、三峽地域における｢藍染産業の文化
化｣を進展させています。 
今後、当該地域の振興をさらに図ためには、伝統的な藍染めの復興を中軸に
据つつも、最新の動向を適宜取り入れ、そこに｢三峽民権老街｣という歴史的生
活空間を連動させながら、当該地域で生活する人びとが活動の中心となり、ま
さに当該地域のコミュニティーをより強固にする方向性を志向する必要があ
ります。 
 
64 次に、第 1章、第 2章の結果を踏まえつつ現在も取り組んでいる「台湾・
三峽地域の藍染め産業の再興と地域活性化の研究」について説明します。先ず
第 3章の研究のメーンとなっている「三角湧文化協進会」について説明しま
す。 
私が関わった「三角湧文化協進会」は、三峽の旧地名にちなんで命名され団
体で、三峽地域における文化資産を研究、保存することを通して、地域の文化、
教育および生活の質を向上させることを趣旨として結成され、会員の大部分は
地元の住民です。  
 
651999年1月に開催された三角湧文化協進会の会員大会で「三峽藍染の再興」
を立ち上げることが提案されて賛同を得ました。 
 
66『失われた三峽染を探求する』という研究プログラムが開始されてから陳景
林、馬芬妹といった講師の指導・激励のもと『三峽染』グループは、伝統的藍
染の技巧に関して研究を行い、かつて先人が行ってきた作業を探求しようと試
ました。 
金聯春染坊の廖富本氏への聞き取り調査によると、ご覧のように、三峽地域
で行われてきた藍染の工程は以下の順序です。  
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67藍葉を摘取り、水にして、染料を作成したそうです。これらは、三峽民権老
街から姿を消して、70年ほど経ち、現在、私達はこれを再現する試みをしてい
ます。 
 
68 次に、三峽染工坊の設立と運営について説明します。 
 三角湧文化協進会の下に設立された三峽染工坊は三峽藍染の实践と藍染の
技術学習や教育に大きな役割を担っています。その運営などは以下の通りです。 
『三峽染工坊』は、三角湧文化協進会が、2001 年に、三峽藍染を学会員の
实践や教育普及の場所として設立されました。 
2003年から、藍染小物を販売しました。給与無しの方式で、藍染生徒の中か
ら一人を店長に選えらび、運営を行っています。なお、製品の売上から10％を
徴収して管理販売の費用としています。 
三角湧文化協進会と会員がボランティアとして共同で、三峽染工坊を運営し
ています。メンバーは、1999年の９名から、一時は22名にも増加し、最初は藍
染への興味や藍染を復興するために支援していました。2017年は藍染の専門家
として、14名になっています。こうした实践と成果から、三峽藍染文化の復
活には、地域の歴史的資源の活用、三角湧文化協進会と政府、民間機構、教
育機関などとの連携が極めて重要であることが明らかになりつつあります。 
 
69次は、第4章の『三峽染工坊』における藍染体験の实績について説明します。 
 藍染体験や三角湧文化推進会の活動については、第３章でも若干述べていま
すが、本章では、藍染を普及させるために極めて重要なポイントとして、藍染
体験の参加者数の推移と藍染を实際に体験した参加者の藍染に関する感想に
焦点を当て、約20年に及ぶ藍染振興活動の成果と今後の展開を考察しました。 
 
70この図に示したように、この５年間で、藍染体験者は約35000人にも及んで
います。参加者が若干停滞しているように見えますが、三峽民権老街の近くに
「藍染公園工坊」が完成し、そこでの藍染体験者を含めると、年々増加してい
ると考えています。 
 
71 藍染体験をした参加者の感想をまとめると、藍染の染め上がりの色のグラ
デーションに新鮮な驚きと楽しさを、幼稚園児、小学生、大学生、一般人など
の皆さんに共通した感想でした。 
また、最初は藍染に馴染めない感じの参加者も、体験することによって藍染
の素晴らしさを感じて、好きになったとの感想が多々見られました。さらに、
資 89 
 
藍染の技法について、もっと学びたいとの感想もありました。 
  一方で、藍染は工程が複雑で難しいとの感想や、藍液の匂いが臭いとの感想
も見られました。特に匂いに関しては小さな子どもに多かった。これらは藍染
の特性であり、それを含めて学んでもらえるよう、教え方をさらに工夫したい
と考えています。 
 
72 本論文は、台湾三峽地域における藍染文化の再確認・再認識を行うととも
に、今後の当該地域における藍染文化の振興と地域活性化の指針を導出するこ
とを目的としたものです。本章は、ご覧のように、ここまでの検討から得られ
た結論をまとめ、今後の課題と展望について述べます。 
 
73 ここでは本研究で明らかにした台湾・新北市・三峽地域における藍染産業
の盛衰及び藍染産業が三峽地域に及ぼした文化的な影響を踏まえて、「地域文
化の振興」を通した「地域活性化」を目標とした实践活動で明らかになった結
果から、地域文化の振興と地域活性化のあり方について、今後の課題と展望に
ついて、「人」「物」「場所」を視点に置いた地域活性化に連動した藍染振興の
政策を検討して、以下の４点を提案しました。 
「人づくり」「場づくり」「ものづくり」「伝統工芸として技術向上、普及」
方策の提案の 4つです。  
 
74 ご覧のように、指針をとりまとめましたので、そのいくつかを説明します。 
 
75 次にみどりいろの部分を説明します。 
 
76 まず、人づくりについての提案です。 
藍染の「藍染工芸士」「藍澱製作専門家」を政府の認証制度に加えてもらう
と、該当者も仕事の励になるのではないかと思われます。 
また、三峽民権老街の観光ガイトとの連携について、三峽民権老街のファサ
ードに付けられた文様は当時の人びとの生活に対する願望や家族の安全と繁
栄への祈りが色濃く反映されています。 
三峽地域のガイトにこの文様の文化的意味を認識、訓練することが必要です。
特に染物屋のファサードに付けられた文様の意味を知ってもらうために、ガイ
トを通して紹介することで、地域文化の特徴はもっと普及することが可能です。 
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77 次に、場づくりについての提案です。 
三峽藍染の体験工坊として、三峽染工坊と学校の藍染教室と協力して、布染
めを普及させるため、家庭工坊及び各地域の藍染工坊の設置を推進します。 
また、住民が藍染め工坊を開設することを奨励し、場所は先ずは三峽民権老
街から始めます。その後も藍染街の設置事業を企画して、地域住民が協力の下
で、伝統産業復興の藍染文化街の拡大を図ります。 
 
78 次に、ものづくりについての提案です。 
まず、藍染を学習する人に、藍染工坊の開設を奨励します。その上で、藍染
工坊を開設する場合に、藍染の材料の手配、製品の品質管理、販売方式などの
学習コースの企画と工坊開設・運営への支援を行います。また、現在のように、
グローバルな世界にあっては、藍染を「産業として育てる」という視点から、
ネットを通して、世界中をターゲットに藍染商品を販売することも必要である
と思われます。 
そのまえに、商品の品質管理に関して熟慮する必要があります。本物をつく
って、商品を高くても売れる時代になっているので、ビジネスセンスのある人
材、マーケティングができる人材を養成すれば、藍染製品をネット販売するこ
とが期待されます。ただし、藍染を地域振興、地域活性化として、先ずは自分
達が藍染の伝統や技法をよく学び、自分たちがつくりたいものをつくって、そ
れを販売します。 
 
79「伝統工芸としての技術向上、普及」方策の提案について、説明します。 
三峽藍染は当該地域の代表的な伝統工芸文化です。かつて、衰退した藍染を
伝統工芸として復興し、地域に根ざしたものとして継承できれば、地域生活に
潤を与えることが可能と思われます。 
三峽民権老街は観光地として、三峽に来る観光実が多く、そのなかで手作り
の藍染体験をする方も多くなっています。手作りの藍染体験をより楽しくする
ためには、体験者が自分の作品を使い、日常生活を豊に出来るようなデザイン
の考案が重要です。デザインの考案は伝統工芸としての藍染の普及に欠くこと
の出来ないことと思われます。 
 
80 ご清聴ありがとうございました。 
